
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ──そのゲームにおいて坂さか本もと拓たく真まは圧倒的な強さと、雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　ある日、拓真はゲームそっくりの異世界に召喚される。

　目を覚ますと、豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラが〝召喚主は自分だ〟と言い争っていた。

　拓真は優秀なゲーマーだが、コミュニケーション能力は絶無だ。素で女性と話すことができず、ゲーム内でやっていたように魔王の演技ロールプレイをする。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、ディアヴロの前にいるのだぞ」




　エルフの宗主国グリーンウッドのキイラ王子が、妹シェラを連れ戻そうとする。

　ディアヴロは秘宝の召喚獣フオースヒユドラを撃破し、ファルトラ市の領主ガルフォードとも戦い、シェラを守り抜くのだった。

　魔族の儀式により、レムから魔王クレブスクルムを取り出す。復活したのは、なんとビスケット大好きな幼女だった!?　クルムと名付ける。

　しばらくは平穏な日々を過ごすが……国家騎士アリシアの裏切りにより、クルムが魔王として覚醒して大暴れしてしまう。なんとか落ち着かせたディアヴロは、もう暴れないという約束の証として、クルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　大だい主しゆ神しん官かんルマキーナを助ける。そのために、自作ダンジョンを攻略したディアヴロは、グラスウォーカーのホルンや魔導機マギマテイツクメイドのロゼを仲間にし、無数の武具も手に入れた。

　王都の大教会から、腐敗した《枢すう教きよう院いん》を一掃する。

《盗賊シーフ》として活躍したホルンだが、魔術師に憧れ、魔術学院に入学するのだった。




　エルフ王（シェラの父親）が崩御した。祖国へ戻ったシェラは、望まぬ結婚を迫られてしまう。それを阻止したディアヴロは、なんとシェラと結婚することに!?　シェラに《結婚指輪マリツジリング》を渡し、グリーンウッド王に即位するのだった。




　ディアヴロは次なる強敵《大魔王モディナラーム》と戦うため、戦士系のレベルを伸ばすべく、剣聖を訪ねた。今代はササラというドワーフの少女だ。

　先代剣聖グラハムは彼女の義父なのだが、剣を探究するあまり鬼と化していた。つらい戦いの果てに、ササラがグラハムを討つのだった。

　大魔王モディナラームと、その軍勢がファルトラ市に迫る。

　魔除けの結界は、《大魔王砲》により城壁前の地面を消滅させられ、半壊した。

　領主ガルフォードやエミールなど冒険者たちも負傷し、クルムもエデルガルトも敗れ、追い詰められる人ひと族ぞく。

　そこへ登場したディアヴロは、ササラやロゼを前衛として、課金アイテムまで使ってモディナラームを粉砕する。そして、大魔王に操られてしまったレムを救出するときに、彼女にも《結婚指輪マリツジリング》を渡すのだった。




　大魔王との決戦から、三日──

　ファルトラ市に魔除けの結界が再構築された。領主ガルフォードが勝利宣言をし、街は歓声に沸き返る。

　ディアヴロは《安心亭・隠れ家店》で特別な客としてもてなされ、惰眠を貪っていた。

　ところが、レムとシェラが純白のドレスを纏まとい、ベッドにあがってくる。

「……ディアヴロがいけないんです……待っていたのに、部屋にも来てくれないなんて」

「そうだよ、ちゃんとしてなかったって、あたし知らなかったんだから」

　二人の少女たちが唇を寄せてくる。

　ディアヴロは硬直したまま、身を任せるのだった……





プロローグ




　リフェリア暦一六四年十二月二八日──

　その日は、人ひと族ぞくの勝利を祝福するかのように気持ちよく晴れていた。

　真っ青に晴れた空には雲一つなく、太陽が輝いている。冬場にもかかわらず、汗ばむほど暖かい。

　城塞都市ファルトラでは、大通りにも広場にも露天商がならび、年の瀬の市とも重なって、かつてないほど盛況さを見せていた。

　場所取りできなかった商人たちが城門の外で売りはじめ、そこにも客が並ぶほどだ。毎日が祭りのよう。

　全ては、一人の英雄が大魔王モディナラームを倒したからだった。

　人々に讃たたえられし、その英雄は──

　ベッドの上で焦っていた。

「わ、我は……忙しかったゆえにな！」

　ディアヴロは苦しい言い訳をしたが、レムもシェラも当然のように聞き流す。

　ここ三日間、ずっと部屋でゴロゴロしていたのだから〝忙しい〟などと言っても、説得力がなかった。

　二人が迫ってくる。

　右に視線を向けると、レムと目が合った。

　頰ほおを真っ赤にしているのは恥じらう乙女といった雰囲気だが、その瞳は獲物を前にした肉食獣のものだ。じっとディアヴロを見据えて瞬まばたきすらもしない。

　豹ひよう耳みみがピピピっと動いた。長くて黒色の尻尾が、たしっとこちらの足を叩たたいてくる。

「……ディアヴロがいけないんです」

「そうだよ。ディアヴロのせいなんだから」

　左に視線を向けると、シェラのおっぱいに視界を塞がれた。彼女が身じろぎするたびに、ゆさりと揺れる。

　まんまるくておおきくてやわらかそうなふくらみが、手の届くところにある──という事実が、ディアヴロの脳を直撃し、理性と思考を奪い取る。

　シェラも赤面していたが、こちらは楽しそうに笑っていた。実は今からナニをするつもりなのか理解していないのでは？

　獣のニオイと、草のニオイにまざり、なんとも甘い香りが漂ってきた。

　ぞわぞわとディアヴロの背筋が震える。

「あ……う……」

　人と話すのは苦手だ。

　相手にどう思われるか、と考えると身が竦すくむ。失敗するのではないか？　馬鹿にされるのではないか？　嫌われるのではないか？　そう考えると言葉が出てこなくなる。

　だから、キャラクターを演じる。

　今は、魔王。

　魔王だから尊大に振る舞うし、尊大なのだから嫌われて当然。恐がられ、遠ざけられても、魔王だから仕方ない。これは本当の自分ではないのだ──そう考えることで、ようやく言葉を放つことができる。

　しかし、今は演技ロールプレイをするだけの余裕がなかった。

　豹ひよう耳みみ、唇、おっぱい、エルフ耳……!!

　気を抜けば、デレデレした情けない表情を晒さらすことになってしまいそう。そんな格好悪い魔王がいるものか！　という気持ちはある。

　同時に、二人に求められているのだから、応えるべきなのか──とも思う。

　──応えるって？

　恋人どころか、休日に一緒に出掛ける女友達もいなかったのに……いや、同性の友達もいなかったわけだが。

　ディアヴロはベッドに寝そべったまま、左手の中指をクッと動かした。

　クリック！

　しかし、左手に持ったマウスのクリックをイメージしたところで、何も起きない。

　美少女ゲームの主人公のように女性を上手くリードできる話術やテクニックが発揮されることはなかった。

「ぐっ」

　──ゲームをイメージすれば、魔術は使えるというのに！

　この異世界では、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで魔術を使うときの操作をイメージすれば、そのまま魔術の発動となる。

　不思議なことだが、そういう関連があった。

　しかし、残念ながらＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリは美少女ゲームではないので、ベッドシーンは存在せず、ベッド上での行為を助けてくれることはなかった。

　結果、硬直。

　ディアヴロは石になったかのように、動かない。

　沈黙は了承と見なしたのか？　あるいは、二人に《結婚指輪マリツジリング》を贈ったような男に発言権はないのか？　ぐぐっとレムとシェラが唇を近づけてくる。

　二人とも、いつもより呼吸が荒くなっていた。

　しかし、テンションの高まりと同時に、ディアヴロにはある種の予感が湧きあがる。こんなことをしていると、いつも……




　ダーン！　とドアが開けられた。




　──来たか。

　宿屋のドアを勢いよく開けたのは、シルヴィだった。赤毛のグラスウォーカーで、このファルトラ市の冒険者たちを束ねる協ギ会ル会マ長スだ。

「大変だよ、ディアヴロさん！」

　フッ……我の眠りを妨げるとは余程のことであろうな、シルヴィよ？　つまらぬ話であれば無事では済まぬ。心して語るがよい──などと言いつつ、二人に迫られている状況をうやむやにするつもりだったのだが……

　キロン、とレムが睨にらみつける。

「……取り込み中です、シルヴィ」

「そうだよ！　大切なときなんだよ！」

　シェラまで声を大きくした。

　シルヴィがたじろぐ。

「え？　いや、だけど……」

「あとにしてください」

「ちょっと待ってて、シルヴィさん」

　断固とした口調でレムが拒絶し、シェラが懇願するようにして言った。

「うーん……そう？　まぁ、キミたちがそこまで言うなら……」

　意外にもシルヴィは引き下がった。

　本当にそれでいいのか、冒険者協会会長ギルドマスター？

　ドアが閉じられる。

　また三人だけになった。

　──まさか、本当に追い返してしまうとは。

　すっかりテンションが下がったかと思いきや、レムもシェラも何やら切迫した表情をしていた。

「……今を逃したら、もう好機はないように思います」

「だよね！」

「そ、そうか？　もうすこし、じっくり考えてみても……」

「ディアヴロは、じっとしててください」

「動かないでね！」

　──はい。

　もう二人に身体を寄せられて、少しでも動いたらいろいろなトコロを触ってしまいそうでダメだった。身動きなどできない。

　レムとシェラが改めて唇を近づけてくる。

　吐息を感じる。

　視界いっぱいに彼女たちが……

　ディアヴロは目を閉じた。




　やわらかな感触が、唇に触れてくる。




　シェラは触れるだけのキス。レムはついばむようなキスで、離れるときにチュパッと音がした。

　二人とも、先程まで以上に顔が真っ赤だ。

　ディアヴロも頰ほおが熱くなっていた。

「……ッ」

　キスしてしまった。

　頭の奥に突き刺さるような陶酔感は、今までになく深い。ディアヴロの動揺は加速していた。

　シェラが、レムに尋ねる。

「これでいいの？　おわり？」

「……いいえ、これは最初の最初で、入り口のようなものです。そもそも、キスだけならディアヴロを召喚したときにもしたでしょうに」

「あー、隷従の儀式でね。やったよね」

「はい」

「まさか、自分たちが隷従させられちゃうとは思わなかったけどー」

「……召喚した相手と、こんなふうになるなんて……もっと思っていませんでした」

　レムが次なる行為へ及ぼうと、手を伸ばしてくる。

　見よう見まねで、シェラも手を。

　彼女たちの指がディアヴロの固い突起へと触れてくる。

　ビクッと二人ともたじろいだ。

「……か、固いです」

「わぁ、こんなに固いもんなんだね」

　触られているほうは、もう声もなくし、石化したように呼吸さえ止めているしかなかった。

　レムが感動したようにつぶやく。

「……これが、ディアヴロの」

「すべすべしてるんだね」

　撫なでまわしながら、シェラが感想を述べた。

「……そうですね」

　固い突起の先端をレムが撫で、根元にシェラが指を這はわせてくる。くすぐったいような気持ちいいような……

　しばらく愛あい撫ぶしたあと、レムが意を決したように言う。

「……これを……舐なめるそうです」

「えーっ、そんなことしていいのかな!?」

「……やったことがないから、わかりませんが……物の本によれば、そのように」

「ディアヴロの……」

「はい」

「角つのを！」

　二人にさわられているのは、頭の角だった。

　うっかり、兜かぶと《歪ゆがんだ王冠》が外れてしまわないか、ちょっと心配だったが、戦闘中も取れないくらいだから、きっと大丈夫なのだろう。

　この《歪んだ王冠》には、ＨＰ生命力自動回復の効果があって非常に優秀なのだが〝本物の角が生えているようなビジュアルになる〟という副次作用があるのだった。

　なにか勘違いしているのでは……？

　レムとシェラが角に舌を伸ばしてくる。

　妙な緊張感があった。

　舌の先っちょが触れるか触れないか、ちょっと触れたかな、というときに──

　部屋のドアが、今度は激しくノックされた。

　シルヴィではない。

『ディアヴロさん、いらっしゃいますか！　至急、お願いします！』

　ドアの向こう側からあがったのは、男の声だった。

　記憶を探る。

　ゲームの設定を覚えるのは得意なのだが、人物の顔と名前を覚えるのは苦手だった。

　先にレムが返す。

「……ボリスですか？　今、取り込み中なのですが」

　そうだ、ドアの向こうで大声をあげた男はボリスだった。ファルトラ駐留軍の兵士で、つまり領主の部下である。

『この宿屋に、中将がいらっしゃってまして！』

「なんだと!?」

　ディアヴロは思わず声をあげた。

　さすがに、もう睦むつ言ごとを交わしていられるような状況ではない。

　ボリスの言う中将とは、このファルトラ市の領主──チェスター・レイ・ガルフォードのことだ。

　厳格な武人で、油断のならない相手だ。暢のん気きにベッドでごろごろしていられる時間は終わってしまったようだった。





第一章　王都に呼ばれてみる




　場所は《安心亭・隠れ家店》の一階に移る。

　一階の食堂は宿泊客に食事を提供するためだけの部屋で、定食屋としての営業はしておらず、貴族のダイニングルームといった趣だった。

　広めの部屋に、大きな長机が一つだけ。椅子が複数。壁には花や絵画が飾られており、メニューの掲示はなかった。

　奥の椅子に、領主ガルフォードが座っている。ボリスや護衛の兵は、部屋の外に待たせていた。

　向き合う形で、ディアヴロたち三人とシルヴィも椅子に着席する。

　──べつに悪いことはしていなかった。

　そのはずなのに……

　気分的には、校舎裏でちちくりあってた男女が生徒指導室に呼び出されたような、そんな負い目プレツシヤーを感じてしまう。

　まさか、女性と話すこともなかった自分が、こんな状況に陥るとは！

　そんな覚悟がなかったぶん、余計に落ち着かなかった。

　黙りこんでいると、代わりにレムが切り出す。

「……ガルフォード卿きよう、本日は何用でしょうか？」

「昨さく日じつ、至急出頭するよう命令書を出したが、受け取っていないのかね？」

　ディアヴロは宿屋の看板娘メイちゃんから、仰ぎよう々ぎようしい書簡を渡されたような気がするが、あとで読めばいいやぁ……とベッドの脇に放り捨てたのを思い出した。

　興味のないことを後回しにしない性格なら、まっとうな社会生活から踏み外したりしていない。

　全てを察したのか、レムが話を引き取る。

「……ディアヴロはもちろん、他の冒険者たちも領主の部下ではありません。出頭命令とは、いかなる権限によるものでしょう」

「王の権限だ。リフェリア王国に住む全ての臣民は、国王陛下に従う義務がある」

　レムが鼻白んだ。

「……リフェリア王が……命令を？」

「うむ」

「……おかしな話です。大魔王討伐により、王がディアヴロに関心を持つのは必然だと思いますが、あれからまだ三日……戦勝報告の急使が、やっと王都に着く頃ではないでしょうか？」

　王から命令が届くとすれば、さらに三日以上はかかるはず。

　ガルフォードが首を横に振った。

「一介の冒険者に話すようなことではないが……国家存亡に関わる重大事では、特別な連絡手段が使われる。大魔王モディナラームとの戦いは逐一王都に報告されていた──と考えてもらおう」

　いつも努めて冷静に話すレムでも、驚きを隠せないようだった。

「そんな連絡手段が!?」

「作られたのは最近で、使われたのは今回が初めてだがね」

「……たいへん興味深いことですが……本題に戻りましょう。リフェリア王は何と？」

「陛下から御命令を賜たまわったのは、大魔王に勝利したことを報告したときだ。ディアヴロを王都へ、とな……もう三日前ということになる」

　しばらくは〝治療と疲労回復が必要〟と引き延ばしていたらしいが、もう限界とのことだった。

　横でシルヴィが肩をすくめる。

「さすがに、今回のディアヴロさんの功績は隠しきれないよね。前に魔族一〇〇体を撃退したときは〝冒険者みんなで〟って言い張ったけど」

　ガルフォードがうなずく。

「うむ……大魔王モディナラームは桁違いの強さだった。過去のあらゆる魔王を退けてきた結界が正面から破壊されるほどにな。三十年前に《脳の魔王エンケバロウス》と戦ったときは、私でも戦力になれたが、今回は無力だった」

「仕方ないよ。勇者の戦意高揚バフもなかったし」

「あれほどの強敵をファルトラの寡か兵へいと冒険者たちだけで撃退したと報告しては、今後の国防で方策を誤らせる原因になりかねない。最も早はや、隠し立てしておくことは国益に反する──と判断した」

　さらっと〝以前はディアヴロのことを王に隠していた〟と白状したわけだが。

　面倒なので、そのへんはつっこまないでおいた。

　ディアヴロは政治が嫌いだ。

　考えたくないし、関わりたくもなかった。

　ガルフォードが言う。

「私は領地を任されているだけの役人だ。国王陛下の御命令とあらば、重みが全く違ってくる」

　レムがうなずいた。

「……たしかに、王の命令に逆らったら叛はん逆ぎやく罪ざいです。今後、リフェリア王国に居られなくなってしまうかも……」

「うむ。陛下は聡そう明めいな御お方かただが、思いどおりにいかぬときは感情的になる面がある。無用な軋あつ轢れきは避けたほうが無難であろう」

　──それは聡明じゃないんじゃねえの？　むしろ、幼稚なんじゃねえの？　とディアヴロは思う。

　シルヴィが諭さとすように言う。

「ディアヴロさん、悪いばかりの話じゃないんだよ？　国王に謁見が許されるのは平民にとって栄誉なことだし、きっと大魔王を討伐した褒賞がもらえるからね！」

　シェラが首をかしげた。

「ディアヴロってリフェリア王国の臣民なの？　あたしも？　グリーンウッド王国のエルフだよ？」

　レムが肩をすくめる。

「……リフェリア王国の領内で暮らすならば、グリーンウッド王国の者であっても、臣民の義務を負うのです。ファルトラ市の城門にもそう掲示されているでしょうに」

「そうだっけ？」

「……納税の義務だってあるんですよ？」

　掲示を読んでいなかったシェラに、レムが苦言を呈した。

　ちなみに、ディアヴロも読んでいない。まだ、この異世界の文字を覚えていないのだった。

　フンッ……と鼻で笑う。

「貴様らの言いたいことは、わかった。この俺に〝リフェリア王に会いに行け〟というわけか」

　ガルフォードがうなずいた。

「必要ならば、軍の馬車を出してもよい。護衛もつけよう」

「ボクも行くよ、ディアヴロさん」

　シルヴィが身体を寄せてくる。

　レムとシェラも、当然のように王都へ行くものだと考えている様子だった。

　ディアヴロは椅子から立ち上がる。




「笑しよう止し！　我に拝はい謁えつを望むならば、王が来ればよかろう！」




　周りが絶句した。

　──王の命令に逆らうと、厄介なことになるのは間違いないと思う。

　しかし、王にへつらう魔王なんて格好悪い。

　かといって、この魔王ロールプレイをしなければ、ディアヴロはまともに話すこともままならなかった。

　きっと下手な失言をしてしまうだろう。

　行くも地獄。行かぬも地獄だ。

　それなら、面倒なことは避けたい。

　ヒキコモリでニートな思考を全開にしつつ、それを魔王らしい言葉で放つ。

「我を従えたくば、屈服させるがよい！　一〇〇万の軍勢でも足らぬであろうがな！」

　ガルフォードが腕組みをしてうなった。

「……やはりか」

　半ば、命令に従わないことを予想していたらしい。

　シルヴィが心配そうに言う。

「ディアヴロさん、考え直したほうがいいよ？　この街の生活を捨てることになっちゃうんだから」

　それは困る。

　しかし、行ったところで、王の前で──

〝我はディアヴロ！　異世界の魔王である！〟

　と言い放つのが予想できた。

　自己紹介は上手く耐えたとしても、どこかで魔王らしいセリフを口にするだろう。

　街での生活どころか、命がなくなりそうだった。

　それなら、王都に行かないほうがマシだ。

　よく考えれば、もっと適切で賢い選択があるのかもしれない。

　しかし、先々のことを熟考して行動できる性格だったら、もっと元世界で充実した人生を送っていただろう。おそらく、ネットゲームに人生を捧ささげて〝魔王〟などと渾あだ名なされていなかった。

　──偉い人を上手にお接待できるなら、コミュ障など患っていない！

　ガルフォードが確かめるように問う。

「レム・ガレウ、シェラ・Ｌ・グリーンウッド……君たちは、それでいいのかね？　賢い選択とは言えないと思うが」

　シェラが笑う。

「あはは……ディアヴロが決めたなら、いいよ。あたしはグリーンウッドの王妃だし、リフェリア王国に居られないなら、国に帰るんだ」

「馬鹿な。リフェリア王国とグリーンウッド王国の戦争になりかねん」

「ええっ!?　そ、それは困るけどぉー」

　そういう可能性もあるのか、とディアヴロは舌打ちした。

　しかし、シェラは良くも悪くも深く考えない性格だ。

「だとしても、ディアヴロが決めたことなら、いいんじゃないかな？　だって、グリーンウッドの王様だもん」

　話にならない──と断じたのか、ガルフォードがレムに視線を移した。

「君の意見は？」

「……おおむね、シェラと同じです。ディアヴロが決めたなら、その意志を尊重したいと思います」

　ほんのり、頰ほおを染めた。

「……わたしは、ディアヴロの妻ですから」

　質問したガルフォードではなく、シルヴィが目を丸くし、椅子を蹴って立ち上がる。

「ええっ!?　レムさん、それ本当!?　ディアヴロさん、二人と結婚しちゃったの!?」

　しちゃったらしい。

　自分でも信じ難がたかった。

　どうしてこうなった？

　しかし、《結婚指輪マリツジリング》を渡したのは事実だ。

　羞恥心を刺激されるものの、安易に否定するのは、あまりにレムの感情を蔑ないがしろにしすぎる。

　なにより、こんなこともあろうかと、ちゃんと口こう上じようは考えてあった。ロールプレイには常日頃からの準備が大切なのだ。

　ディアヴロは胸を張った。

「フッ……我は魔王だ。所有物を何と呼ぼうと自由であろうが！」

　決まったな──と思う。

　半日かけて考えたセリフだった。

　シルヴィが諭さとすように、レムに言う。

「本当にいいの？」

　なんだその〝コレのドコがいいの〟みたいな訊きき方かたは？　この魔王のメンタルが豆腐だと知っての所業か？　俺が泣いたらどうする？

　ディアヴロは内心で怯ひるんだ。

　レムがうなずく。

「……わたしの気持ちは、もう固まっています。とはいえ、王都へ誰も行かないというのも不ふ遜そんな話です……代理として、わたしが行きましょう。なにせ妻ですから」

　最後の〝妻ですから〟を強調した。

　シェラが身を乗り出す。

「あ、それなら、あたしも行くし！　あたしも妻だし！」

「……あなたはグリーンウッド王国に帰るんじゃなかったんですか？」

「ディアヴロが帰らないなら、帰らないよ」

　帰国の予定はなかった。

　べつにエルフの国が嫌いというわけではないが……

　この異世界は、ただでさえ娯楽が少ない。それでも、ファルトラ市ならば料理の種類は豊富だし、大道芸や演劇のようなものも楽しめる。文字を覚えれば、本もある。

　エルフたちのグリーンウッド王国には、木の実と音楽しかなかった。それらが素晴らしく洗練されていることは否定しないが、どれほど良くても毎日だと飽きるものだ。

　ガルフォードが結論づける。

「ふむ……では、レム・ガレウと、シェラ・Ｌ・グリーンウッド両名に名みよう代だいとして王都へ向かってもらうとしよう。奥方……しかも一方は王族とあらば、陛下にも面目が立つだろう。かまわないかね？」

　確認を求められたが、ディアヴロは興味ないとばかりに背を向けた。

「フンッ……行きたいと言うのなら、止める理由はない。好きにするがいい」

　お二人とも、よろしくお願いします！　と内心では頼みつつ、ディアヴロは宿の食堂を後にするのだった。
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　翌日、朝──

　レムとシェラが軍の装甲馬車で、地方騎士を三十人も護衛につけて出発する。

　かなり警戒厳重だ。

　馬車の窓から、レムが顔を出して不安そうな声をこぼす。

「……酔いそうです」

「まだ出発前ではないか。その軍用馬車はウチのよりデカくて重い。たいして揺れないだろう」

「……だといいのですが」

　レムは乗り物に弱かった。

　逆に、シェラは楽しそうだ。

「お土産、いっぱい買ってくるからね、ディアヴロ！」

「不要だ」

「久しぶりに、アリシアさんやホルンちゃんやルマキーナさんに会えるよ。楽しみ」

「うむ」

　この異世界には電話がない。

　郵便網は整備されているものの、料金は高く、時間がかかる。手軽には出せなかった。

　そのため、王都にいるアリシアたちの状況は全く把握できていない。元気にしているといいが。

　──そういえば、王都と領主の間の連絡手段というのは、魔術によるものだろうか？

　領主ガルフォードが近付いてきて、つぶやく。

「よもや、君からこの二人を預かることになるとはな……覚えているかね？　まだ王女だったシェラ・Ｌ・グリーンウッドを巡って、私たちは戦った」

「フンッ……」

　ずいぶん昔のことのように感じた。

　キイラ王子に攫さらわれたシェラを助けた直後、今度はガルフォードに連れ去られそうになり、ディアヴロは戦ったのだ。

「皮肉なものだ。あのとき、君を出し抜いていたら……今頃、大魔王モディナラームにファルトラ市は焼き払われていただろう」

「今回とて、ただの気まぐれだ。次を期待するな」

「本当に私に預けていいのかね？　一人ぶんの席は空いているが？」

「くどい」

　この場にいると、自分も同行すると言うまで出発しなさそうだ。ディアヴロは片手を挙げて、立ち去ろうとする。

　手を振るシェラと、不安そうなレム。

「行ってくるねー」

「……手紙、出します」

　彼女たちと、しばしの別れとなる。

　離れることに不安はあるが……

　王に謁見するならば、この二人だけのほうが、ディアヴロと一緒よりも上手くやるだろう。

　少なくとも──王に対して魔王ロールプレイをぶちかます以上の危険はないだろう、と思われた。

　ガルフォードが、警備隊の隊長に訓示を垂れる。

「こちらの方々はグリーンウッド王妃であり、陛下に謁見するために王都へ向かわれる。ファルトラ市の名誉にかけて、無事に送り届けねばならぬ」

「この命に代えましても！」

「魔族の大軍が押し寄せたばかりだ。領内とて努ゆめ々ゆめ油断するな」

「了解！」

　物々しいやり取りのあと、馬車が出発する。

　壮行のラッパを背に聞きながら、ディアヴロは宿に戻るのだった。
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　宿屋の階段を上がると、廊下にメイドがいる。

　といっても、宿屋の使用人ではない。

　魔導機マギマテイツクメイドのロゼだった。

　前から見ると、でかい乳に目がいくばかりだが……後ろから見ると、背中がガバッと開いた独特なメイド服？を着ていた。

　その服装には理由があり、彼女は背中に《次元超越装置》を搭載している。

《狭はざ間ま》と呼ばれる、この世界ではない時空から《魔導機兵マギマテイツクソル》を呼び出すための装置らしい。

　強力無比だが、異常に重い。

　それと、通常の治癒が不可能なのが欠点だった。

　先の戦闘で損傷したため、左腕に亀裂が入っている。人ひと族ぞくなら重傷だが、彼女は機械だった。

「お疲れ様です、マスター」

「治りそうか、腕？」

「マスターのお傍に居られるなら、この程度は損傷のうちに入りません」

　質問に答えているようで、答えていない。

　ディアヴロはため息をついた。

「やはり、メンテナンスベッドに戻したほうがよさそうだな」

「……はい」

　ロゼが無念そうにうなずく。

　その肩に、手を置いた。

「しっかり直せ。また、ロゼの力が必要になる」

　ふるふると彼女が身体を震わせる。

「ああ、なんてお優しいのでしょう！　それに引き換え、このロゼは……あの程度の相手と戦って手傷を負ってしまうなど！　情けないかぎりです、どうぞ心ゆくまで罵ってください」

「いや……」

〝あの程度〟と言うが、先日の相手は大魔王モディナラームだ。その夜には、暴走した大魔王から街を守る防衛戦もあった。

　戦っている様子は見られなかったので、伝え聞いた話になるが、ロゼは獅し子し奮ふん迅じんの活躍だったらしい。

「とにかく、休め」

　彼女が深々と一礼した。

　その後、珍しくロゼのほうから話題を変える。

「フフフ……マスター、《結婚指輪マリツジリング》を二人に与えたのですね」

「うっ!?　まぁ、そうだが……」

　この魔導機マギマテイツクメイドはディアヴロに偏執的なまでの忠誠心を持っている。ちょっと病んでいると思われるほど。

〝ディアヴロが結婚した〟と彼女が知ったら、なにをしですか──と警戒していたのだが、予想外なことに平静だった。

「なんという、おめでたいことでしょう！　お二人を祝福しなくては」

「お、おう……」

「フフフ……」

　違和感がある。

　ロゼはディアヴロに絶対の忠誠を誓い、ディアヴロの幸福だけを考えて行動する。

　ただし、彼女が考える〝ディアヴロの幸福〟というのは、必ずしもディアヴロ自身が望んでいる幸福とは限らなかった。

　慎重に質問する。

「──ロゼよ、答えるがいい。俺がシェラとレムと結婚したことを、貴様は心の底から祝福しているのか？」

　機械人形が無表情のまま首をかしげた。

「マスターのおっしゃることが理解できません。今、対ついの《結婚指輪マリツジリング》は、あの豹人族レムとあのエシルエフラが装備しております」

「へ？」

　思わずディアヴロは素の声をあげてしまう。それほど驚いた。

「ですから、結婚しているのは、あの二人です。本当におめでたいことです」

「なんだとぉぉぉぉぉ!?」

「お二人だけで旅に出たようですね。新婚旅行でしょうか。羨ましいこと。マスター、このロゼと一緒に《魔王の迷宮》に引きこもりましょう！」

　ディアヴロはロゼの肩を摑つかんで揺する。

「おい！　《結婚指輪マリツジリング》は、もうないのか!?」

「……マスターは一組しか倉庫に入れていません」

「くっ……そうだな」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて《結婚指輪マリツジリング》は何の効果もない無駄アイテムだった。

　それゆえ、カップルだけが装備するリア充の証だったのだ。

　胸むな糞くそアイテムだが、ディアヴロは蒐集家コレクターでもあったから、一組だけ獲得して倉庫に放りこんでおいたのだった。

　──まさか、異世界に召喚されて、二人に指輪を渡すことになるなんて思わなかったからな。

　ゲームをやっていた頃に、今の状況が予想できるわけがなかった。

「俺は二人と結婚したと思っていたが……」

「マイ・マスターは誰とも結婚していません。ただ、あの二人が結婚しただけです。おめでたいことです」

「ううぅ……」

　ディアヴロは頭を抱える。

　そうなると、グリーンウッド王国は再び国王を失った状態になっているのでは？　あるいは、レムが王に？　女性でもいいのか？

　真実を知ったレムは、どう思うだろうか？

　いろいろなことが脳裏を駆け巡った。

　結論──

　俺は、ダメダメだー。

「うわぁぁぁ！」

　膝をついたディアヴロの傍らに、ロゼが寄り添う。

「マスターには、ロゼがおりますよ。このロゼは《結婚指輪マリツジリング》など必要とせず、永遠にマスターだけに忠誠を誓います」

　一瞬、ほだされそうになる。

　しかし、そういう問題ではなかった。

　ダメダメでヒキコモリのニートな廃人ゲーマーにも、この異世界生活で少しは責任感というものが芽生えている。

　グリーンウッド王国のことを放っておけないし、レムの気持ちも蔑ないがしろにしたくない。




「こうなったら──バレる前に、なんとかしてみせる！」




　情けないことを全力で宣言した。

　ロゼが恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「そんな滑稽なマスターも、素敵です」

　──そうか？

　彼女の価値観は、いまいち理解できなかった。

　とにかく、この損傷した魔導機マギマテイツクメイドを《魔王の迷宮》へ連れて行くことにする。

「行くぞ、ロゼ」

「畏かしこまりました、マイ・マスター」

　シェラとレムは王都へ向かったばかり。戻ってくるまでに、早くとも半月はかかるだろう。それまでに、何か手立てを考えておく必要があった。
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《転移》を使って、ロゼを《魔王の迷宮》へと送り届けてきた。

　拠点のメンテナンスベッドに寝ていれば、あらゆる損傷が修復されるらしい。理屈はわからないが。

　この《転移》の魔術は、行ったことのある街へパーティーメンバーを引き連れて移動することができる。

　ロゼの場合は所持物の扱いだが。

　なぜ、レムとシェラを王都まで《転移》で連れて行かなかったのか？

　理由は簡単で、王都のポータル──つまり《転移》による出現場所が、王宮の中だからだった。

　少なくともＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、そうなっていた。

　いきなり王宮の中に現れたら、不審者もいいところだ。間違いなく、ザ・犯罪者。

　誰でも《転移》が使えるゲームでは、その場所が万人に解放されていたが、《転移》の魔術が普及していないこの異世界ではどうなっているのか？

　わからない。

　だから、王都への《転移》は使えないのだった。

　話を戻して──

　ディアヴロは《魔王の迷宮》から、また《転移》で戻ってきた。ファルトラ市のポータルは広場の中心だ。

　大勢で賑にぎわう場所に、急に現れたせいで、周りにいた者たちがギョッとした顔をする。

　どうやら、新手の大道芸だと思われたらしく、拍手喝采を浴びた。大魔王を倒した英雄だと気付いた者はいなかった。

　逃げるように広場を立ち去り……

　宿《安心亭・隠れ家店》へ戻ったときには、もう昼過ぎだった。

　玄関扉を開ける。

「む？」

「あ……」

　剣を提げた少女が、ちょうど階段を下りてくる。

　ドワーフの剣聖ササラだった。

　いつもの和風な服装で、柄頭に三日月の紋章が彫られた日本刀を腰に提げている。

　大きめのリュックを背負っていた。

「──どこか行くのか？」

　ディアヴロの問いに、彼女が微笑んだ。

「よかった。姿が見えないから、クルムちゃんに言こと伝づてを頼んだところでした」

「言伝だと？」

「大魔王モディナラームを倒して、街も落ちついたようです。役目は果たしたから、私は山へ戻ろうと思います」

　もともと、剣聖は辺境の街ソドマスにある天山に庵いおりを構えていた。

　今回は人ひと族ぞく存亡の危機ということで、特別に力を借りたのだ。

　ディアヴロはうなずいた。

「帰るか」

「はい。義と父う様さまのお墓も作らないと」

「……そういえば、そうだったな」

　彼女は直前に、鬼と化した養父（先代剣聖）と戦い、それを斬っていた。まだ弔いも済んでいない。

「この街が守れてよかったです。それと、あんな強いモンスターがいるなんて、いい勉強になりました。まだまだ修行が足りません」

「ふむ……」

「夜の戦い、私は寝ちゃってましたけど……ごめんなさい。全力を出した日は、どうにも眠くなっちゃいまして」

　──それでも、すごく助かった。

　本心から感謝でいっぱいだ。

　大魔王モディナラームは《必中》《必殺》の武技を常時発動させていた。普通の戦士なら、時間稼ぎもできなかっただろう。

　ササラは敵の攻撃をことごとく〝斬り払って相殺する〟という離れ業をやってのけた。

　彼女がいなければ、もっと大勢の犠牲者が出たかもしれない。より苦戦したのは間違いなかった。

　とはいえ、素直に感謝の言葉を述べるなんて、魔王らしくない。

　ディアヴロは偉そうに腕組みした。

「よい働きだった。褒めてやろう」

　ちょっと尊大すぎたかな、と思ったが……ササラは嬉うれしそうに目を細める。

「本当ですか？　よかったー」

「……《転移》で送るか？」

「いえ。せっかく街から出たので、帰りは歩いてみます」

「それもよかろう」

　女の一人旅は危険ではないか──と思ったが、レベル２００戦士のササラが相手では、襲ったモンスターのほうが可哀想なくらいか。

　野盗が出たとしても、後おくれを取ることはなさそうだった。

　ササラが丁寧におじぎする。

「ディアヴロ、お元気で。貴方あなたは魔術師として素晴らしいけれど、剣の稽古も怠らないように」

「当然だ」

「たまには遊びに来てください。お蕎そ麦ばをご馳ち走そうします」

「気が向いたらな」

「ふふ……それじゃ」

　ササラが玄関扉から、出て行った。

　扉が閉じられる。

　しん、と静かになった。

「……」

　ディアヴロは天井を見つめて。

　足元を睨にらむ。

　ぐっ、と息を吞のんで──

　身を翻ひるがえす。

　宿屋の玄関扉を勢いよく押し開ける。

「ササラ！」

　とぼとぼと歩いて路地の曲がり角にさしかかっていた彼女が、驚いた顔をして振り返った。

「は、はい!?　どうしたんです……か？」

　ディアヴロはしばらく逡しゆん巡じゆんしたが、意を決して口を開く。




「貴様のおかげで、俺は大魔王に勝つことができた！　感謝している……師匠」




　茫ぼう然ぜんとしていたササラの表情に、歓喜が満ちた。

「は、はい！」

　ぽろぽろ、と涙さえこぼす。

　まさか泣きだすとは思わなかったので、ディアヴロは狼狽うろたえてしまった。

「おい、ササラよ……!?」

「うぇ～う～。嬉うれしくてぇ……お役に立てて……よかったですぅ！」

「泣くな、剣聖が！」

「だってぇ……ひーん」

「ああ、やっぱり、ナシだ！　往来で泣くような恥ずかしいヤツを、師匠などと！」

「んぐうっ、ひんぐぅっ……もう、ダメです。呼ばれたの、聞いちゃいましたからぁ」

「チッ」

　泣いてボロボロになった顔で、ササラが笑う。

「わ、私こそぉ、んぐ……ありがとうです。弟子になってくれて……ディアヴロ」

「フンッ……」

　照れて視線を外した。

　ディアヴロの視界の端で、ササラが深々とおじぎする。晴れ晴れとした笑顔を浮かべて。

　今度こそ、彼女は出発する。

　その小さな背中を、ディアヴロは見送るのだった。
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「剣聖は帰ったよーだな？」

　しばらく宿屋の前に立っていたら、そんなことを言いながら、クルムが出てきた。

　魔王クレブスクルム。

　今は、幼女の姿をしているが。

　相変わらず、派手な格好に仮装している。

　つば広の帽子とスカートで、角つのと尻尾を隠していた。この化粧を施しているのは、宿屋の看板娘のメイだ。

　ディアヴロは返す。

「ササラには剣聖としての役目があるからな」

「アレも神に呪われし者なのだ。哀れなものよな」

「神の呪いだと？」

「まさか、生まれつきの才能だけで、あれほどの強さに至ったとは思っておるまい？」

　ディアヴロは考える。

　──たしかに、ササラの強さは普通ではない。

　この異世界では、なかなかレベルが上げにくいはずなのに。

　しかも、一日一回だけとはいえ、あらゆる攻撃からダメージを受けないというのも不思議だ。体質で片付けられることではなかった。

「神が関わっているのか？」

「そーであろうよ。神のニオイがまとわりついておった。あのような小娘に超常を与えた目的まではわからんがな」

「胡う乱ろんな」

　おそらく、ディアヴロが召喚される前に暮らしていた元世界のとは、違う意味での神だろうが……

　この異世界には、神がいる。

　最初に存在した魔王を砕いたのも神。

　レムに魔王クレブスクルムを封印したのも神。

　ルマキーナに奇跡の力を与えたのも神。

　ササラに剣聖としての才を授けたのも神。

　釈然としない。

　ディアヴロは首をかしげた。

「その〝神〟とやらは何を考えている？　気まぐれに、あれほどの才能を与え、最強の魔王を封印できるほど強いならば、危機に瀕ひんした人々を救うことなど造作もなかろうに」

「さてな？　マオーにはサッパリなのだ」

　大だい主しゆ神しん官かんのルマキーナですら〝神のお考えは理解できない〟と言っていた。

　そういうものなのかもしれない。

　神に目的などはなく、自然現象のようなもので……

　まるで意思を持っているかのように感じられるだけ？　そんな可能性もあるのか？

　クルムが手をヒラヒラと振った。

「まぁ、よい。神の話などよすのだ。尻尾がかゆくなる」

「たしかに……魔王が二人して神を論ずるなど、妙なことだな」

「ディアヴロよ、昼ゴハンに行くぞ！」

「よかろう。エデルガルトはどうした？」

「今日からバイトなのだ」

「ああ……」

　そういえば、南地区にあるパン屋《ピーター》が、今日から営業再開らしい。

　だんだんと日常が戻ってきているのを感じた。

　クルムに先導され、北地区へ向かう。

　ふと、道ゆく人々の視線が気になった。

「クルムよ、貴様は出歩いていて大丈夫なのか？　魔王であることは、バレてしまったのだろう？」

　彼女は大魔王モディナラームと戦ったとき、多くの兵士たちに姿を見られた。

　仮装して特徴を隠していても、正体を知っている者は少なくないはず。

　クルムがうなずいた。

「マオーに仇あだなす者は現れておらんな！」

　この子供が魔王だと知ると同時に、街を守るために戦ってくれたことを大勢が見ていたせいか？

　感謝こそすれ、排斥はしないか。

　しかし、世の中には理屈ではなく感情で動く者が、驚くほど多いものだ。

「……人ひと族ぞくにもいろいろなヤツがいる。気をつけるようにな。たとえ、バカなヤツがいたとしても」

「殺すな。死ぬな。命令に従え──であろう？　覚えておるから安心するのだ」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　以前よりも大人びた気がする。

　子供の成長は早いものだ。子供と言っていいのかわからないが……

　前にレムやシェラを連れて食事したことのある北地区のレストラン《アペティサン》を再訪した。

　店に入るなり、オーナーが奥から出てくる。

「いらっしゃいませ、クルム様！」

「うむ！」

　すっかり常連か。

　北地区にしては安価だが、それでも高級料理店に違いはないのだが……

　食費を稼いでいるエデルガルトの苦労が偲しのばれた。

　クルムが言う。

「安心するがよいのだ、ディアヴロよ！　この時間はランチタイムだからな！」

「う、うむ……」

　夜なら一〇〇〇〇Ｆフリスからのコースが、昼なら三〇〇〇Ｆで食べられるらしい。

　──それでも、けっこう高くね？

　この街の相場だと、宿一泊が三〇〇〇Ｆなのだが。

　クルムが鼻歌まじりに席につく。

「よし！　今日はＡランチの気分なのだ！」

　ご機嫌な様子の幼魔王を眺めながら、ディアヴロは自分のポケット内の所持金に思いを馳はせた。

　給仕が訊たずねてくる。

「お客様は、いかがいたしましょうか？」

「フッ……我は食事を済ませてきた故……まぁ、パンと水でも置いておくがよい」

　最小限の注文を尊大に言い放つのだった。
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　昼食を済ませ──

　クルムはエデルガルトの勤めている《ピーター》へビスケットを買いに行った。

　誘われたが、他にやるべきことがある。

　ディアヴロは一人で街を歩く。

　──《結婚指輪マリツジリング》をどうにかしないと！

　宝石屋や魔術道具屋を覗のぞいてみたが、それを売っている店はなかった。

　ため息をつきつつ、何軒目かの店を出る。




「やあ、ディアヴロさん！」




　声をかけてきたのは、痴ち女じよ。

　ではなく、やたら布面積の少ない服装の冒険者協会会長ギルドマスター──シルヴィだった。

「……」

「なんか元気ないね？　レムさんと、シェラちゃんが王都へ行っちゃったから？」

「違う。貴様には関係のないこ…………」

　言いかけて、ふと考える。

　シルヴィは子供に見えるが、経験豊富な冒険者だ。

　顔も広い。

　──《結婚指輪マリツジリング》について、なにか知っているのではないか？　訊きいてみる価値はありそうだ。

　まじまじと見つめる。

　シルヴィがたじろいだ。

「ど、どうしたの？」

　なかなか難しい。魔王ロールプレイをしつつ、魔王の威厳を損ねずに、質問をしなくては。

　ディアヴロは鼻で笑った。

「フッ……我は《結婚指輪マリツジリング》を所望している。寄よ越こすがよい！」

「ええっ!?　ボクがディアヴロさんに!?　けっ……結婚……指輪を!?」

　顔を真っ赤にする。

　どうやら、うまく意図が伝わっていなかった。

「違う！　間違っているぞ、シルヴィよ！　我が望んでいるのは、二つだ！」

「二つも!?」

　誤解が解けない。

　彼女が身体をもじもじさせた。

「ディ、ディアヴロさん……もうレムさんたちと結婚してるんでしょ？　それなのに、そんなことを言うのは、どうなのかなぁ……ボクとしても困るっていうか。年齢だって実はわりと離れてるし……ほら、男と女の前に、お互いに立場ってものが、ね？　ああ、でも、どうしてもっていうなら……」

「待て！　落ち着け！」

　動揺しているのは、むしろディアヴロのほうだったが。

　仕方なく、イチから説明する。

「そ、そもそも、俺は《結婚指輪マリツジリング》を一組だけ持っていたのだがな……」

　立ち話もなんだから──ということで、シルヴィに連れられてオープンカフェに落ちついた。

　小さな店の前の通りに、日除けのパラソルと椅子を並べている。

　中央区の珈琲コーヒー店がはじめた形式で、それを模倣する店が増えていた。
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　木製のマグカップを片手に、シルヴィが言う。

「──つまり、レムさんに渡した《結婚指輪マリツジリング》は、シェラちゃんのと対ついになっていた、というわけ？」

「うむ」

「じゃあ、本人たちが知らないうちに、レムさんとシェラちゃんが結婚したことになっちゃってるの？」

「らしいな」

「うわぁ、ディアヴロさん、酷いことしたねえ！」

「うっ、ぐっ……」

　胸に刺さる一言だった。

　アハハ、とシルヴィが笑う。

「まぁまぁ、知らなかったなら、仕方ないよ」

「むむむ……」

「で、バレる前になんとかしたい、と」

　ディアヴロはうなずいた。

　シルヴィが腕組みする。

「ん～、レムさんが帰ってくる前に《結婚指輪マリツジリング》を用意して、すり替えるのがいいんじゃないかなー？」

「うむ」

「それとも、正直に話して、わかってもらう？」

　──無理です。

　相手に悪く思われるのが苦手でコミュ障を患っているのだ。確実に失望させるなんて、恐ろしいことだった。

　ディアヴロは偉そうに椅子へ背を預けた。

「侮るなよ！　この魔王が、レアリティＳＲ級の指輪ごときを入手できぬだと？　愚弄するか!?」

「アテはあるの？　《結婚指輪マリツジリング》を入手するための」

「…………」

　ないから、シルヴィに相談しているのだ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは指輪を入手するためのカップル専用クエストが用意されていた。

　冒険者協会ギルドに行ってみたが、そんなものは存在していなかったのだ。

　面倒なところばかり現実的で困る。

　シルヴィが苦笑した。

「まぁ、街を救ってくれたディアヴロさんの頼みだし──いいよ？　ボクが手伝ってあげよう」

　──おお!?

　思わず身を乗り出してしまう。

　慌てて威厳のあるポーズに戻った。

「許す、我のために存分に働くがよい！」

「じゃあ、探検に行こうか──《深緑の大聖堂》へ！」





第二章　深緑の大聖堂を攻略してみる




　日を改めて、翌日──

　ディアヴロは《人ひと喰くいの森》の奥にある《深緑の大聖堂》を訪れていた。

　苔こけむした神殿で、半ば崩れかけている。

　ゲームと同じならば、地下にダンジョンが広がっているはずだった。

　早朝にファルトラ市を出発して、今は昼前だ。

　同行者はシルヴィだけ。

「やっと着いたね、ディアヴロさん」

「うむ」

「クエストは、街でも説明したように……」

「任せておくがいい」

　そう難しい内容ではない。

　この《深緑の大聖堂》の最深部にある《エターナルミスリル》という魔術付与エンチヤントされた金属塊を手に入れる。

　それを街の彫金師に預ければ、《結婚指輪マリツジリング》に加工してくれるとのことだった。

　──ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリとは、少し違うな。

　ゲームでは、特定のクエストを男女二人だけのパーティーでクリアすると、成功報酬として《結婚指輪マリツジリング》が与えられた。

　シルヴィが説明する。

「特殊な《結婚指輪マリツジリング》でなければ、そこらの宝石商が扱ってるんだけどね」

「らしいな」

　普通のものは、ただの宝飾品だった。

　ディアヴロが持っていたのは魔導具としての《結婚指輪マリツジリング》だ。

　ゲームでは、たんなる無駄アイテムだったが……

　この異世界においては〝異種族間で子供を作ることができる〟という効果を持っていた。

「この《深緑の大聖堂》に出現するのは……」

「問題ない」

　話を遮るようにして、ディアヴロは先を急いだ。

　石扉を押し開く。

　階段を下りた。




《深緑の大聖堂・地下１階》──

　石造りのダンジョンだった。

　ほんのり苔こけが光っており、おかげで照明の魔術を使わずとも歩くのに支障がなかった。

　シルヴィが念を押すように言う。

「ディアヴロさん、派手な魔術は使わないでね？　生き埋めになるのはイヤだから」

「面倒な……」

「ふふ……妙な感じだね♪　元素魔術師に〝威力を控えて〟なんてお願いしたの、ボクは初めてだよ」

　この異世界では、元素魔術が発達していなかった。魔術師といえば、召喚術士が主流だ。

「まぁ、召喚術士のほうが安全だからな」

　こうしてダンジョンを進んでいても、思う。

　──柱の陰にモンスターが潜んでいるのではないか？　角を曲がった途端に攻撃を受けたりしないか？　床や壁に仕掛けがあったりは？

　召喚獣が使えれば斥候にできる。

　逆に、詠唱チヤージの必要な元素魔術師は、奇襲を受けると弱かった。

　ゲームならモンスターに不意打ちで殺されても、罠わなに掛かって死んでも、ペナルティだけで済む。

　この異世界では、不意打ちだろうが、うっかりミスだろうが……死んだら、終わり。

　大半の魔術師たちが、召喚術士を目指すのは、当然のことだった。

　シルヴィが叫ぶ。

「ディアヴロさん！」

「気付いている！」

　背後から、巨大な爪が振り下ろされる。

　最小限の動きだけで回避した。

　振り向けば、熊だ。

　ファンシーなヌイグルミのクマのような外見のモンスターだった。

《ブレッシングベア》

　かわいらしい容姿に騙だまされてはいけない。

　こいつはレベル99のモンスターだ。

　ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を構える。

「吹き飛ぶがいい！　《ライトニングバレット》ッ!!」

　光弾を放った。

《ブレッシングベア》の胴体に穴を穿うがつ。

　相手を吹っ飛ばした。

　しかし、レベル80程度の魔術なので、一撃で屠ほふるほどの威力はない。

　腹に穴の空いたモンスターが起き上がる。

　そのうえ、相手の背後から、わらわらと何体もの《ブレッシングベア》が押し寄せてきた。

　シルヴィが叫ぶ。

「《ホーリーウッドバインド》ッ!!」

　石の床から、輝く蔓つる草くさが生えてきて、モンスターの一団にまとわりついた。

　ガァァァ！　と敵が吼ほえる。

　支援魔術だった。

　レベル99モンスターなら、六秒は動きを止められるはず。

　ディアヴロは魔術を詠唱チヤージして、放つ。

「燃え尽きるがいい！　《チェインライトニング》ッ!!」

　密集した敵に、まとめて強力な雷撃を喰くらわせる魔術だった。

　バチバチと火花が散り、《ブレッシングベア》の一群が痙けい攣れんする。

　表面が黒焦げになったものの、突進してきた。

　ディアヴロは舌打ちする。

「意外と頑丈だな」

　この異世界では、モンスターもゲームよりは弱い傾向にあった。彼らも現実的には不必要な戦いを避けるせいだろう。

　しかし、この《ブレッシングベア》は、ゲームと変わらぬＨＰ生命力を持ち、とても好戦的だった。

　──魔術によって生み出されたモンスターだからか？

「《アイスストーム》ッ!!」

　突き出した杖の先から、強烈な冷気の突風が生まれ、敵の周囲を荒れ狂った。

　モンスターたちが凍りつく。

　グガァァァ!!

　雄叫びをあげた。

　砕け散る。

　ようやくか──ディアヴロは内心で安あん堵どの吐息をついた。

　気配が消えていたシルヴィが、また声をあげる。

「どんどん来るよ！」

　彼女の言うとおり、すっかり倒したはずが、ダンジョンの奥からわらわらと《ブレッシングベア》が湧き出してきた。

　レベル99モンスターといえども、こう数が多いとやっかいだ。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめた。

「フンッ……望むところだ。ことごとく殲せん滅めつしてくれる。ちょうど、試したいこともあるしな」

　ディアヴロは右手で魔術《ライトニングバレット》を放つ。

　光弾を発生させた。

　ただし、右手で放ち、自分の左手に当てる。《魔術反射》させた。

　反射して戻った光弾を、右手で受ける。

　また反射する。

　両手の間に、魔術の輝く弾丸を封じこめることができた。

　──この異世界なら、こんなことも可能か。

　ゲームよりも応用範囲が広い。

　たんに魔術攻撃を多重化するだけなら、今の主武器《トネールアンペラール》によって可能だ。ＭＰ精神力消費は大幅に増加するものの。

　しかし、この反射を応用すれば……

　ディアヴロは重ねて魔術を唱える。

「《ダークバレット》ッ!!」

　──定番だがな。

　光の弾丸と、闇の弾丸を重ね合わせた。

　ディアヴロの手の中で、純粋な元素魔術が異質なものへと変化する。

　横にいたシルヴィが目を見開いた。

「なっ!?　ディアヴロさん……それは……!?」

「合成魔術だッ!!」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは存在していなかった魔術。

　新しい魔術だ。

　その一端に、ディアヴロは指先を掛けたのだった。

　両手の間の奔流を、モンスターへ解き放つ。

　轟ごう音おんがダンジョンに響いた。
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「爆発はしたな」

　ディアヴロはつぶやいた。

　シルヴィが疲れたような口調で肯定する。

「だねー」

「しかも、けっこう派手にな」

「揺れたよねー」

　光と闇の魔術を合わせた瞬間、ダンジョンを揺らすほどの衝撃波が広がった。

　ディアヴロはため息をつく。

「まさか、手元で爆発するとはな」

「巻きこまれて、死ぬかと思ったからね？　実験は一人のときにして？」

「……うむ」

　自分は《魔王の指輪》の効果で無傷だったが、隣にいたシルヴィが危なかった。

　ぼやきつつも無事なところは、さすが協ギ会ル会マ長スだ。

　レムやシェラを巻きこまなくてよかった──と思う。

　結局、魔術の実験は失敗だったが、レベル差でゴリ押しして《ブレッシングベア》の大群は駆逐した。

　焦げた床に、大量の焼けただれたヌイグルミが転がっている。

《ブレッシングベア》は縫い目がほどけて中から触手をぶちまける──という特殊行動を持っていたが、そもそもディアヴロは敵を近づけないので、あまり関係なかった。

　──ああ、帰りたい。

　ＭＰ精神力が減ると、全ての物事へのやる気が削がれてしまう。

　それまで大切に思えていたことや、強く念じていたことが、どうでもよくなってベッドだけが恋しくなる。

　ディアヴロはポーチからＭＰ精神力ポーションを取り出し、ごぶごぶと飲んだ。

　気の迷いは朝霧のように晴れ、麻ま痺ひしていた感情が戻ってきた。鈍っていた思考が鮮明になる。

　──よし、次だ！

　石扉を開ける。

　それまでの石造りのダンジョンとは違う雰囲気の場所に出た。

　床も壁も天井も苔こけで覆われておらず、艶やかな石壁には魔術による灯ともし火びが光を放っている。

　ディアヴロは記憶している《深緑の大聖堂》のマップと照らし合わせた。

「最深部か」

「そうだね。ここの奥に、ちょっと床が剝はがれてるとこがあって、そこに《エターナルミスリル》があるはずだよ」

「取り尽くされたりはしていないのか」

「理屈はわかんないけど……男女二人で入ったときに、ちょっとだけ採れるみたい」

　──そんなところは、ゲームと同じみたいだな。

　シルヴィが補足する。

「出て入ってを繰り返せば、何度でも採れるみたいだけど、《ブレッシングベア》も他のモンスターも強いからね。ボクもディアヴロさんと一緒じゃなかったら来てないよ」

「なるほどな」

　ファルトラ市の冒険者はレベル20程度が大半だ。

　レベル99モンスターが大量に出現する場所に、そうそう来れるはずもないか。

　ふと気になって尋ねる。

「シルヴィは、ここへ来るのは初めてではなさそうだな……？」

「ふふ……これでも協ギ会ル会マ長スだからね。依頼されれば、ダンジョン探検くらいはするよ」

「なるほど……」

　奥へ進む途中、シルヴィが片手で制する。

「ッ!!」

　やや遅れて、ディアヴロも気付いた。

　──なにか居る？

　やがて、低い声が響く。

「ほう、気付くとは、やるじゃねえか……流石さすがだな」

　柱の陰から現れたのはドワーフの男だった。豊かな髭ひげで顔の大半が隠れているので、年齢はわからないが、声からすると壮年か。

　ドワーフの特徴として犬のような耳と尻尾があるはずだが、鎧よろいに隠れていた。男は全身金属鎧を身につけており、手に鈍にび色いろの斧おのを持っていた。

　ディアヴロは意外に思う。

「このレベルのダンジョンに、先に来ている者がいるとはな」

「……もしかして、ボクたちを待っていたのかな？」

　シルヴィの推測に、ドワーフの男がニヤリと唇を歪ゆがめた。

　考えてみると──

　ここに来る途中に真新しい戦闘の痕跡はなかった。どれも古い戦いの跡ばかり。

　つまり、このドワーフは上層階を飛ばして、この場所にいる。

「《深緑の大聖堂》に抜け道が？」

「グフフ……穴掘りは得意でな」

　そういうことらしい。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「このダンジョンは男女二人で入らないと意味がない。分け前はやれんぞ」

「なぁに、心配は要らん。欲しいものは貰もらっていく」

「む？」

　ドワーフが叫ぶ。

「我はドワーフ氏族ゴッバルの王──ブルタメ！　《結婚指輪マリツジリング》の材料になる《エターナルミスリル》を手に入れようなどという幸せカップルを粉砕するのが──俺の望みだ！」

「うっ!?」

　ディアヴロはたじろいだ。

　頭を抱える。

「お、俺が……幸せ……？　カップル……？」

　シルヴィを見つめた。

　彼女が苦笑する。

「んー……ボクとディアヴロさんは、そういうんじゃないけど……まぁ、《結婚指輪マリツジリング》を欲しがるのは、一般的に言って幸せな人なんだろうね」

「ぐわあああぁぁぁ！」

　ディアヴロは膝をつく。

　薄々、自覚はあった。

　元世界で、ぼっちだった頃に比べると、レムもシェラもいる。最初の頃はともかく、今は明確に好意を向けられている。

　クルムやササラやシルヴィとだって、魔王ロールプレイをしつつではあるが、話せる。

　──リア充なのでは!?

「ううぅ……爆発すべきは……俺なのか？」

「ちょっと、ディアヴロさん、なに言ってんの!?」

　シルヴィが焦る。

　リア充は爆発しろ──という思想は、彼女の価値観の外だったらしい。

　ディアヴロは血を吐くように言う。




「恋愛などという下らぬ感情を持ちこむ愚か者は、爆発させねばならんだろう？」




「人ひと族ぞくが滅んじゃうよ!?」

　正論だった。

　ここはゲームではなく、異世界であっても現実だ。リア充が子供を残さなければ、人ひと族ぞくは滅びる。

　ディアヴロは両手で顔を覆った。

「ううぅ……わかる。わかってはいるのだが……」

「ど、どうしちゃったの？」

　彼女は戸惑っていた。

　ディアヴロは怨嗟の声を絞り出す。




「それでも、俺は……女の子と素のまま楽しくイチャつけるヤツが、憎いのだ！」




　シルヴィが複雑そうな表情を浮かべた。

「ディアヴロさんの過去に……いったい何があったの？」

　──何もなかったんだ！

　魂の慟どう哭こくだった。
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　ガチャリ、と金属鎧よろいの音をたて、ドワーフ──ブルタメが踏み出してくる。

「なにゴチャゴチャと言ってやがる？　まぁ、どうせ貴様はこの《ブレイカーアックス》の餌食になるのだ」

　鈍にび色いろに輝く斧おのを誇らしげに掲げた。

　武器作りに長たけたドワーフ族が自慢するだけあって、上等そうだ。

　ディアヴロの記憶にはない。すなわち、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは登場していない武具だった。

　シルヴィが肩をすくめる。

「野盗かな？　今は忙しいから見逃してあげるよ。でも、ボクらを狙うなんて……もうちょっとマジメに情報収集したほうがいいんじゃない？　今はパニクっちゃってるけど、このディアヴロさんは──」

「大魔王モディナラームを倒した魔術師だろう？　そして、お前はファルトラ冒険者協会会長ギルドマスターだ」

　ブルタメの言葉に、シルヴィが目を細めた。

「へえ……知ってて挑んできたんだ？」

「無論のこと！　英雄を倒したとなれば、我は畏怖され、他の氏族どもは軍門に降くだることであろう」

「馬鹿なことを……」

　シルヴィがうめくように言った。

「……」

　ディアヴロの頭が冷える。

　こちらのことを知ったうえで、しっかり準備をして挑んできたということか。つまり、挑戦者だ。

　敵とはいえ、人ひと族ぞく。

　殺さないよう、ディアヴロは手加減できる装備を選ぶ。

　ポーチから《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》を出した。

「まさか、この真なる魔王ディアヴロに挑んでくる愚物がいようとは……よかろう、相手してくれる。散り様で我を興きようじさせるがよい！」

　精神的に揺れていたが、いつもの魔王ロールプレイで持ち直した。

　挑戦を受けるのは心躍る。

　とくに一対一の勝負の高揚は理屈ではない。

　この対戦の緊張感が、ディアヴロは好きだった。

　ブルタメが突っこんでくる。

「俺の斧おのを知れッ!!」

　速い！

　──《ソードスマイトⅢ》か!?

　相手の斧での斬撃を、こちらは鎌で受ける。

　ブルタメがニヤリと笑った。

「掛かったな！」

　──なに!?

　触れた瞬間《ブレイカーアックス》が輝きを放つ。

　ディアヴロの手の中で《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》が砕け散った。

「武器破壊……だと!?」

　敵の武具が、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに実装されていないのは、当然だった。

　ゲームでは手間暇かけて自分の武器を強化していく。その武器を破壊するなどという効果が、プレイヤーに受け入れられるはずがない。

　しかも、驚きは武器破壊だけではなかった。

　ブルタメの背後から、まったく同じ容姿のドワーフが、もう一人！

　──二人組!?

　そいつは鈍にび色いろの槍やりを持っており、鋭く突いてきた。

　ディアヴロの手には戦うための武器がない。避けるしかなかった。

　どうにか身体を捻る。

　肩をかすったが、致命傷は避けた。

　さらに後ろに、三人目が！

　飛び上がり、両手剣を叩たたきつけてくる。

「英雄の、お命頂戴！」

「調子に乗るな、雑魚が！　《フレアバースト》ッ!!」

　魔術による爆発が発生した。

　その炎のなかで、両手剣のドワーフが嗤わらう。

　──魔術が効いていない!?

　ディアヴロは無意識のうちにバックステップを踏んでいた。そうでなければ、胴体を真っ二つにされていたかもしれない。

　胸元を大きく斬られた。

　血が床に広がる。

「ぐっ……!?」

　三人のドワーフが、ささっと集まり、また一人であるかのように立った。

　仕掛けは単純──大柄なブルタメの背後に、二人の仲間が立っていたらしい。

　グフフ……と相手が笑う。

「大魔王モディナラームを討滅せし英雄も、しょせんは元素魔術師だ。恐るるに足らず！　俺たちには、この全身鎧よろい《ワードイレイス》がある！」

　対魔術に特化した鎧か。

　敏びん捷しよう性せいに劣るはずのドワーフが、驚くほどの素早さを見せたのも、なにかしら装備の効果だろう。

　ドワーフは優秀な武具を作ることができる器用さが特徴だった。

　シルヴィが叫ぶ。

「大丈夫なの、ディアヴロさん!?」

「チッ……」

　──武器破壊の武具と、魔術無効の鎧よろいか。

　相性が悪すぎる。

　頭を使ってくる敵はやっかいだった。

　ブルタメがシルヴィに視線を送る。

「グフフ……待っていろよ。男を始末したあとは、じっくり味わってやる」

「なっ!?」

　シルヴィが背筋を震わせた。

　表情を険しくする。

「どういう意味だい？　まさかキミたち……今までも、こんなことを？」

「言っただろう？　幸せカップルを粉砕するのが、俺の望みだ。男は殺し、女は我らの慰みとする！」

　下卑た笑い声は三人ぶんあがった。

　ディアヴロは対戦の高揚が醒さめていくのを感じる。

　──そういうヤツらか。

　頭の中で、何かのスイッチが切り替わった。

　拳が震える。

　せっかく久しぶりの対戦だと思ったのに……




「がっかりさせやがって」




　例えるなら、パズル付きの箱──謎を解いて正解を入力すれば開く。その謎を解くのが好きだ。

　しかし、時として醒める。

　金かな槌づちで箱を叩たたき壊こわしてしまいたくなる。

　今、そんな気分だった。

　再び、ブルタメが突っこんでくる。

「今度こそ、死ね！」

　ディアヴロは無気力になったかのように棒立ちだった。

　ブルタメの斧おのが脇腹に叩きつけられた。

　深々と斬られる。

　シルヴィが悲鳴をあげる。

「ディアヴロさん!?」

「……まぁ、こんなものだろうな」

　痛みはある。

　しかし、思考はゲームを俯ふ瞰かんしているかのように冷えていた。

　──今のディアヴロは戦士としてもレベル１００を超えている。たとえ、相手が高レベルの戦士でも、一撃での即死はない。武器破壊なんて特殊効果が付与された武具なら、威力そのものは高くないはずだし。

　ブルタメが叫ぶ。

「内臓、えぐったらァ！」

　──遅い。

　相手が斧おのを引くよりも速く、ディアヴロは手刀を叩たたきこむ。

　武技《フィンガーブレイド》はＳ気Ｐ力により、素手を短剣ほどの威力へと変える。

　そして、敵の鎧よろいは対魔術に特化している。つまり、物理攻撃への防御は乏しかった。

　ディアヴロは手刀で、ブルタメの脇腹を貫く。

　──これで、鎧の魔術無効は、無意味。

「《マトイイズナ》ッ!!」

「ゴガアアアアアアアアアアー!?」

　ブルタメが絶叫する。

　風と光の魔術だ。カマイタチと雷で相手を内部からズタズタにする。

　ゲーム的には、一定時間のスリップダメージを与え続けて硬直させつつ、最後に大ダメージを与える攻撃だった。

　大型の召喚獣や高位の魔族を倒すほどの威力がある。高レベル戦士といえど、無事では済まないだろう。

　不思議と〝殺してしまうかも〟という不安はなかった。おそらく、人間的な感情が麻ま痺ひしている。

　もう、ディアヴロの思考は次へ向かっていた。

　二人目の槍やりが来る。

　ディアヴロは自分の脇腹に刺さったブルタメの斧《ブレイカーアックス》を引き抜くと、そいつで迫り来る槍を受けた。

　ドワーフが目を見開く。

「なぁぁぁにィ!?」

　相手の槍と、受けた斧の両方が砕け散った。

　どちらにも《武器破壊》の効果があれば、両方とも破壊される。当然だった。

　お互いに素手であれば、レベルが明暗を分ける。

　二人目のドワーフが拳を突き出してくるよりも速く、ディアヴロの拳が相手の顔面を殴りつけていた。

　直接触れれば魔術が効くのは、ブルタメのときに確認済みだ。

「《アブソリュートゼロ》ッ!!」

　その前に放った《マトイイズナ》の硬直中だったので、《詠オ唱ミ省ツ略ト》で隙を消してから唱える。

　顔面がひしゃげたドワーフが、氷の彫像となって床に転がった。

　──次、三人目。

　満を持して敵は両手剣を高々と振り上げていた。

《アルプスフォールⅢ》

　攻撃力を数倍に引き上げている。

　そのうえ、さらに両手剣のドワーフが叫ぶ。

「《必中》ッ!!」

　攻撃の届く距離で発動すれば、回避を許さない──そういう武技だった。

　両手剣の斬撃がディアヴロの肩へと落ちてくる。

　喰くらった。

　肩当てが砕け、服が裂ける。

　ディアヴロの膝が、ガクッと落ちた。

　けれども、ダメージは受けてはいない。

　──武技《鉄壁》

　戦士としてレベル１００を超えるということは、人ひと族ぞくの範はん疇ちゆうを超えるということだ。

　岩をも両断する攻撃だろうと、Ｓ気Ｐ力だけで耐えきる。

　ドワーフが歯は嚙がみした。

「ぐぐ……そんなら、もう一発ッ!!」

「こっちは、七発だ」

　ディアヴロはポーチから《トネールアンペラール》を出していた。魔ま杖じようから魔剣へと変形させる。

　ドワーフの二撃目に対して、魔剣を振るった。

　ＭＰ精神力と引き換えに、七連撃へと変わる。

　三人目の鎧よろいが粉々になった。

「グガガガガガガッ!?」

　相手が膝をつく。

　鎧の破片が、ばらばらと床に散らばった。

　ディアヴロは魔剣を振り上げる。

「ククク……その有様の鎧よろいで、我の魔術を防げるかを……さて、試してみるか」

「ヒィッ!?」

「そ、そこまでー!!」

　シルヴィが声をあげた。
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　負傷したドワーフ三人が、がっくりと肩を落としている。

「ううぅ……ただの魔術師じゃ……なかったのか……」

「これが英雄か……」

「……だから、やめとけ言うたんや」

　恨み言を垂れていた。

《マトイイズナ》や《アブソリュートゼロ》を手加減なしに叩たたきこんだのに、まだ立ち上がることができるとは、なかなかのＨＰ生命力だ。ドワーフ氏族の王を名乗るだけのことはあった。

　シルヴィが腕組みして睨にらみつける。

「ディアヴロさんの勝ちだね？」

「くっ……」

「ボクたちを襲ったことも犯罪だけど、キミたちには余罪がありそうだ。街でじっくり話を聞かせてもらうよ」

　面倒な──とディアヴロは頭を搔かいた。

「こいつら、連れて帰るのか？」

「ボクに任せて」

　シルヴィが拳大の水晶を取り出す。

　今、服の下から？

　彼女は紐ひもみたいな面積の少ない衣装を着ている。どこに仕舞ってあったのか、謎だった。

　シルヴィが深い青色の水晶を手にし、ドワーフたちに問う。

「心して答えるように。偽りを述べたら容赦はしないよ──キミたちの本名は？」

　三人とも名前を言った。

　その途端、なんとドワーフたちが水晶へと吸いこまれる。

「「「ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～!?」」」

　シルヴィの手にした水晶の中へ。

　よく見れば、三人が中でうろたえていた。

　ディアヴロは目を見開く。

「なんだ、それは!?」

「《狭はざ間ま》に閉じこめる水晶らしいよ。ボクも詳しいことは知らないけど……昔、魔女を名乗る人にもらったんだ」

「魔女……」

　プレイヤーやキャラクターを閉じこめるアイテムなど、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには存在しなかった。

　発動条件は、名前を答えることか？　自分の場合は〝ディアヴロ〟で発動するのだろうか？　それとも、元世界の名前で？

　シルヴィが服の下に水晶をしまいこむ。

「警戒しなくても、ディアヴロさんに使ったりしないよ」

「どうだかな？　貴様は油断できん」

「信用してほしいなぁ。これでも感謝してるんだよ？　今の三人にだって、ボク一人じゃ勝てなかったろうし」

　たしかに、これまでの戦闘を見ているかぎり、シルヴィは支援魔術の使い手だ。

　魔術無効の鎧よろいを着込んだ三人とは相性が悪かっただろう。

「しかし、何を持っているかわからんしな」

「あはは……たいした仕掛けじゃないんだよ？」

　シルヴィは服の下から、小さな袋を取り出した。彼女の子供のような掌に収まるくらい小さい。

　見覚えがあった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで、最初に所持しているアイテム入れだ。けっこうな数が入る。

　課金して拡張すると、ディアヴロが所持しているようなポーチになって、何倍も多くのアイテムが持てるようになるが。

「……ま、まさか、貴様もプレイヤーなのか!?」

　シルヴィが首をかしげた。

「ぷれいやあ？　これも、その魔女に貰もらったんだよ。この世界の理ことわりから外れた存在なんだって」

　だとすると、その魔女がディアヴロと同じようにプレイヤーなのか？

「魔女は、どこにいる？」

「死んじゃったよ。ずっと昔の話だからね」

　シルヴィが小袋を差し出した。

「ディアヴロさんがボクを信用できないっていうなら、これを渡しておくよ。そしたら、安心できるでしょ？」

　ゲームでは初期所持品でも、この異世界では超級の魔導具だ。

　しかも、中に入っているのも超常のアイテムに違いない。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「不要だ」

「そ？」

「我は誰も信用しないし、小物のごとく怯おびえたりもせぬ。それより、つまらぬ邪魔が入って遅くなった。先を急ぐぞ」

　背を向け、歩き出す。

　テテテとシルヴィがついてきた。

「ふふ……ありがと」

　ディアヴロたちは《深緑の大聖堂》の最深部の一番奥──床板の剝はがれた場所へと辿たどり着つく。

　ただの土に見える。

「これは……!?」

「掘ってみようか」

　シルヴィが土をどけると、鈍にび色いろが頭を出す。

　ディアヴロも手を伸ばした。

　──この俺が、素手で土を掘るなんてな。

　まるで銀を溶かしたような金属の塊が、土の中で待っていた。





第三章　王都へ行ってみる（再）




　シルヴィは冒険者協会ギルドへ戻った。

　午前中の仕事を放り出してきたので、午後は大忙しなのだという。

　捕らえた三人の取り調べもあるし──ということで別れた。

　ディアヴロは教えてもらった腕利きの彫金師を訪ねる。ドワーフのロンベルというらしい。

　──またドワーフか。

　仕方がない。

　器用さが必要な仕事は、たいていドワーフが務めていた。たまに人間ヒユーマンがやっていることもあるが。




《ロンベルの彫金屋》──

　煉れん瓦が造づくりの建物に精緻な意匠を施した金属扉がついている。そいつを引き開けた。

「いらっしゃーい」

　聞こえたのは、女性の声だ。

　メガネをかけた年上の女性だった。巨乳だ。

　ドワーフの女性の特徴で、背が低くて巨乳で、犬っぽい耳と尻尾がある。

　彼女は栗くり毛げで、柴しば犬いぬっぽい小さな三角耳があった。

　ディアヴロは尋ねる。

「ロンベルとは？」

「あ、私です。どんなご用でしょう？」

「おやおや、男の客なんぞ、珍しいなァ」

　そう言ったのはカウンターにいた男だった。こちらは人間ヒユーマンだ。ファルトラ市の南地区には、あまり多くない。

　いわゆる、常連客だろうか。

　無視しておく。

　ディアヴロは《エターナルミスリル》をポーチから出して、店主の前のカウンターに置いた。

「これを頼みたい」

　ロンベルがメガネを掛け直す。

「わぁ、すごい！　これって本物ですよね!?」

「それがわからないようなら、他へ頼む」

「いえいえ、大丈夫です。男の人がこれを持ってきたってことは……《結婚指輪マリツジリング》ですか!?」

　内心でたじろぐ。

　しかし、ディアヴロは無表情を貫いた。

　魔王は照れたりしない！

「うむ」

「あらあら、おめでとうございますー」

　常連客らしき人間ヒユーマンが、《エターナルミスリル》ではなく、ディアヴロのことを凝視する。

「んん？　なあ、あんた……もしかして……」

「む？」

「英雄ディアヴロじゃ!?」

「うっ……」

「間違いないぜ！　角つののある混魔族デイーマンなんて、そうそういねえもんなァ！」

「だったら、なんだ？」

　ディアヴロは照れ隠しもあって、不機嫌そうに答えた。

　しかし、この人間ヒユーマンは異常に鈍感なのか、図太いのか、威圧に気付いた様子もない。

　相好を崩して近寄ってくる。

「あんたのおかげで、魔族に殺されなかったんだァ！　街のみんなが感謝してるよォ」

「う、む……」

　彫金師のロンベルまで感激していた。

「わぁ！　英雄が依頼に来てくれるなんて！　故郷のみんなに自慢しなきゃ！」

　──おい、個人情報！　コンプライアンスは!?

　異世界の個人商店に、そんな職業倫理は存在しないらしい。

　英雄なんて良いことないな──と思う。

　ため息をついた。

「我の依頼について話すがいい。納期と彫金代は？」

　ロンベルが笑顔で答える。

「この街を救ってくださった英雄から、お金なんて取れませんよー。他の仕事はうっちゃっちゃって今すぐ取りかかるんで、明日の朝までにはバッチリ仕上げます！」

「うむ」

　──英雄も悪くない。

　人間ヒユーマンの男が、ジャケットの下からメダルを出した。

「えへへ……ここ、オレのダチが経営してる店なんだ。機会があれば寄ってくれよ。このメダルがあれば無タ料ダだからさァ？」

「む？」

　貧乏が染みついているせいか、無料と聞いて、つい受け取ってしまった。

　メダルそのものは、銅貨くらいの価値しかなさそうだ。

　中心に人魚の絵があり、外周には文字が書かれているけれども、ディアヴロは読めなかった。

「何の店だ？」

　へらへら笑った男が、ナイショ話のように言う。




「モン娘むすソープだよォ」




「…………なん……だと？」

　ディアヴロは男の顔をまじまじと見てしまう。へらへら笑っているが、冗談を言っている様子ではなかった。

「まぁ、場所が王都なんだけどなァ」

「王都」

「モンスター娘むすめとズコンバコンだよォ」

　へこへこと男が腰を動かす。

　ロンベルが唇を尖とがらせた。

「いかがわしい！」

「んだよォ。その店からの注文を持ってきてやったじゃんか？」

「《結婚指輪マリツジリング》を依頼に来た男の人が、そんなお店に行くわけないでしょ！」

「ロンベルは男ってもんがわかってないねェ！」

「しかも、英雄が！」

「英雄は色を好むってなァ」

　わーわーと言い争う二人を残し、ディアヴロは彫金屋を出る。

　手には、メダル。

　──モンスター娘ソープランド!?

　なんという、いかがわしい響きなのか！

　まるで、はじめてのダンジョンを前にしたような高揚感と緊張感に包まれていた。
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　年末年始の祭日を挟んで、五日後──

　ガラガラ、と馬車を走らせる。

　手綱を持つディアヴロの隣には、シルヴィがいた。

「ロンベルさんは腕のいい職人でしょ？」

「おしゃべりなのが気になるがな」

「お酒が入らなければ、けっこう口は堅い人だよー」

　──お酒が入ったら緩いのかよ。

「まぁ、仕事に文句はない」

　美しい《結婚指輪マリツジリング》を一組、しっかりと作ってくれた。

　シルヴィがうなずく。

「指輪が完成した途端に、ディアヴロさんが王都へ行くなんて言い出すから、驚いちゃったよ♪」

「フンッ……べつに指輪を作ったからではない。それに、俺とて予想外だ──馬ま草ぐさと一緒に協ギ会ル会マ長スがついてくるとはな」

　馬車屋に預けておいた馬車を使えるように用意させたら、当日にはシルヴィまで待っていた。

「一緒に行く、って言ったでしょ？」

「協会ギルドは放っておいていいのか？」

「んー……まぁ、そろそろ新しい人に慣れてもらったほうがいいからね。しばらく代理でやってもらうくらいは、ちょうどいいんじゃない」

「代理か」

「うん、エミールさんにね」

「……大丈夫なのか？　ヤツはバカだぞ」

　シルヴィが苦笑する。

「いやいや、アレでけっこう頭は回るほうなんだよ？」

「だとすれば、冒険者協会ギルドが人材難すぎる」

「ははは……なにより大切なのは、人望だから」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　人望ということなら、自分に語れることはない。

　エミールはよくパーティーメンバーと一緒にいる。人をまとめるコミュニケーション能力には長たけているのかもしれなかった。

　シルヴィが景色を眺め、言う。

「ボクは後ろから、あれこれ指示するタイプで……エミールさんは率先して困難に立ち向かっていくタイプかな。仲間たちがついていくような」

「……」

「ディアヴロさんに似ているね」

「フンッ……俺は仲間なんぞ率いた覚えはない」

「そう？」

「戦うときは、一人で充分だ」

　大魔王モディナラームと戦ったとき、ササラやロゼが前衛を務めてくれて楽だと感じた。

　それは事実だが、今はいない。

　結局、状況にすぎない──とディアヴロは思う。

　天候や地形と同じ。

　前衛がいれば、いるなりの戦い方をする。いなければ、いないなりだ。

〝治ヒ癒ー術ラ士ーがいないから今日はボスに挑めない〟とか〝ダンジョン探索だから探索者シーカーが欲しい〟とか。

　自分のことなのに他人に依存するのが、理解できない。

「たとえ、この世界が、他者と協力し合うように作られていたとしても……俺は一人だ」

「今は、ボクがいるじゃん？」

「貴様は信用できない」

「ひどい!?」

　シルヴィが泣きそうな顔をする。

　噓うそくさい。

　──そういうところだぞ。

　会話を打ち切るような意味で、ディアヴロは指で耳穴を搔かいた。

「フンッ……」

「ディアヴロさん、そんなことしちゃダメだよ！」

「なに？」

「耳はデリケートなんだから」

　ひょこひょこ、とシルヴィがウサミミを動かす。

　グラスウォーカーは最も聴力の優れた種族だ。先祖は草原で暮らしており、自分たちよりも強い野獣から逃げるために、察知能力と敏びん捷しよう性せいを高めたという。

　耳の手入れには熱心なのだろう。

　それより、お説教されたのなんて、この異世界に来てから初めてかもしれない。

　敵対する者は多かった。本気で怒らせたことも。殺意を向けられたことも一度や二度ではない。

　しかし、𠮟られた記憶はなかった。

「ディアヴロさん、お昼にしようよ♪」

「昼？　まだ早いが……」

「ちょうど川があるし、せっかく良い天気なんだから、美お味いしい料理が食べたいでしょ」

「ふむ」

　べつに王に謁見する気はない。

　例の店は気になっているものの、行くと決めたわけでもなかった。なんとなく王都に足が向いただけだ。

　とくに急ぐ用事もないから、彼女の言うとおり馬車を駐とめた。

　シルヴィが荷台から調理道具を持って降りる。

「ボクは竈かまどを作るから、ディアヴロさんは鍋に水を汲くんできてね！」

　──俺も手伝うのか？

　レムとシェラと一緒のときは、だいたい干し肉をかじるか、木の実をかじるかだ。

　スープを作るときもあるが、火を熾おこすくらいの元素魔術はレムも使える。結局、ぼーっと見ているだけだった。

　料理に関わるのは、自作ダンジョン攻略以来か。

　使い込まれた鉄鍋を川の水で軽く洗って、そこで水を汲んで戻る。

　もう煉れん瓦がを積んだ簡易な竈が作られていた。

　シルヴィが笑みを浮かべる。

「ありがとう、ディアヴロさん！　次は、お皿を洗っておいて」

「……うむ」

　戻ってくると、もう鍋は火に掛けられており、彼女は野菜を切っていた。まな板を使わず、手で持った野菜を器用に切って、そのまま鍋の中へ落とす。

　これが熟練の冒険者か。

　彼女が服の下から、黄色い粉を取り出した。

「んふふ♪」

　かすかに香る。

「それ、カレーか!?」

「お、よく知ってるねえ、さすがディアヴロさん。南国の料理らしいね」

　粉を入れ、しばらく煮込んだら、スープカレーが完成した。

　シルヴィが皿によそって、差し出してくる。

「熱いから気をつけて」

「うむ」

　堅焼きパンをちぎり、ひたして口へ。

　カレーの風味に満たされた。

　同じようにしたシルヴィが耳をびりびり震わせる。

「ん～辛くて美お味いしい～!!」

「うむ……」

　やや薄味だが、しっかりスパイスが効いていた。舌がピリピリする。

　何十分も煮込んだわけでもないのに、ニンジンやジャガイモも食べやすくやわらかくなっていた。

　よく見れば、ただ一口大に切ってあるだけでなく、食べやすいように切り込みが入れてある。隠し包丁というやつか。

　料理の腕だけで、野外の料理に、ここまで味の差があるとは……

「はわぁ、久しぶりだなー。これを食べると、冒険に出たぁって気分になるんだよね」

「いつも作っているのか？」

「時間と食料に余裕のあるときはねー」

「今回のは、冒険とは言えないがな」

「そんなことないよ。王都までだって、何があるかわからないよ？」

「……大魔王よりも危険が？」

「あるかもしれないね」

　思いのほか真面目な口調で言われ、ディアヴロは肩をすくめた。

「臆病ではないか？」

「そうだよ。だから長生きできたんだもん。勇敢な仲間は、みんな死んじゃったさ」

　ディアヴロは異世界に召喚されたときには、もうこの強さだった。ちょっとやそっとで死ぬような貧弱さではない。

　強敵に追い詰められたこともあるが、臆病なほど警戒して物事に当たったことはなかった。

　この異世界でも、ゲームと同じように、効率重視。ダメージや消耗があろうとも、成果を最優先に考えてきた。

　しかし、死んでしまえば、もうやり直しは利かない。

　ゲームとは違う。

　ディアヴロはスープカレーのやわらかく煮られたニンジンを咀そ嚼しやくし、嚥えん下げする。

「……学ぶべきところがある、か」

「ん？　なに？」

　にこっ、とシルヴィが笑った。
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　料理を片付け、ふたたび出発した。

　拠点ごとに換えの馬が用意されている駅馬車と違って、こちらは今引いている馬だけが頼りだ。

　無理はさせられない。

　早めに野営地を決めた。

　宿場町もあるが、さすがに大都市を結ぶ街道だけあって治安はいいし、天気も悪くない。

　水と馬ま草ぐさだけ買って、町外れで野宿することにした。

　野宿といっても、馬車の客室だ。下手な宿屋よりも快適だった。

　ふらっ、と外に出ていたシルヴィが、馬車の中へ戻ってくる。

「周りに仕掛けを作っといたよ。野獣や賊が近付いたら、音が出るやつ」

「トイレではなかったんだな」

　彼女が赤面する。

「ち、ちがうよ」

「この人数だ。不寝番が要らないのは、助かる」

「ディアヴロさんとこは、いつも交代制？」

「そういうことになっているが、シェラは寝てしまうことが多いのでな。何日も野宿するようなクエストは避けている」

　言いながら、ディアヴロは長椅子に横になった。

　ベッド代わりとしては狭いものの、湿った地面や、ごつごつした砂利の上よりは何倍も快適だ。

「寝ないとＭＰ精神力は回復しないもんねー」

　シルヴィが、ディアヴロの枕元にやってきた。

「なんだ？」

「今日、耳をいじってたでしょ？　ボクが本当の耳ケアってのをやってあげよう」

　思い出す──

　そういえば、耳穴を指で搔かいたら、わーわー𠮟りつけてきた。

「不要だ。子供ではない」

「まあまあ、ボクの耳かきは、ちょっとしたものだよ？　冒険者を引退したら、耳かき屋もいいんじゃないかと思ってるくらいさ」

「もう夜だぞ？」

　シルヴィが指を鳴らすと、天井に光が灯る。《ライト》の魔術か。

　この異世界の魔術師たちは総じて魔力が弱く、火力が出ないと貧弱な元素魔術は蔑ないがしろにされている。

　しかし、基礎学習として初歩の元素魔術は学ばれていた。日用品の代わりになる程度だが。

　こう明るくては寝苦しい。

　ディアヴロは観念して任せることにした。

「どうすればいいのだ？」

「じゃあ、ここへ頭を乗せて寝てね」

　シルヴィが長椅子の端に座り、ぽんぽんと細い太ももを叩たたく。

「……本気か？」

「ディアヴロさんに、こんなこと冗談で言わないよー」

「むむむ」

　からかっているわけではなさそうだ。

　身体を横にして、頭をシルヴィの膝に乗せる。

「あ、角つのがちょっと邪魔だね。これ、取れたりしないの？」

「ととと取れるわけなかろう!?」

　今さら、実は飾りでした──なんて格好悪すぎて、魔王ロールプレイ的に無理だった。

「まぁ、いいか。じゃあ、横を向いててね」

　頰ほおにシルヴィの太ももが触れる。

　言動からすると、ディアヴロより年上のはず。

　しかし、子供の肌のようにすべすべもちもちだった。

　グラスウォーカーという種族は何歳になっても、子供の容姿のままというが、肌まで変わらないらしい。

　寿命は人間ヒユーマンと変わらないというから、不思議なものだ。

　体温も子供のように高かった。じんわりと伝わってくる。

　そして、よく見ると──膝小僧には極細の猫ねこ毛げのような毛が生えていた。白色のせいもあって、ここまで近付かないと気付かないくらいだが。

　ディアヴロの耳の穴に、何かが触れてくる。

「うっ……」

「あ、痛かったかな？」

「くすぐったい」

「あはは……ちょっと我慢してね」

「まぁ……それほどでもないが……」

「まずは、木製の耳かきで、耳みみ垢あかを取るからねー」

　やさしく耳穴を掃除してもらう。

「……」

「ふんふんふ～ん♪　次に、綿棒で細かい汚れを取るね」

「綿棒!?」

「こういうのだよ」

　見せてくれたのは、細い木製の棒の先に、木綿が巻きつけてある道具だった。

「あ、ああ……」

　元世界で綿棒というと、プラスチックの棒に脱脂綿を接着したものだが、別物だ。

　耳穴を丁寧にぬぐってもらう。

　やわらかくて気持ちがよかった。

「痛くないでしょう？」

　外耳の内側もこすられる。裏側に手を添えて、細い指に巻いた木綿で丁寧に起伏をなぞられた。

　くすぐったいような、心地好いような……

　ただ耳を触られているだけなのに、太ももから伝わる体温もあって、まるで温泉で湯船に浸つかっているよう。

　身も心も蕩とろける気分だ。

「最後に、ホホバオイルで仕上げるよ」

　小瓶から透き通った金色の油を一滴だけ指先に取り、それを耳に塗りこんでいった。

　なんだか、ディアヴロは体温が上がった気がする。

「はい！　じゃあ、逆を向いて」

「……なに？」

「反対側の耳もやらなきゃ」

「そ、そうだが」

「こっち向いてね」

　──これは耳かきだ。やましいことは何もない。

　内心で念仏のように唱えてから、ディアヴロはシルヴィのお腹のほうへ顔を向け、横向きに寝る。

　直前まで太ももに触れていたほうの頰ほおから、すーっと熱が失われて寒くなった。

　逆側の頰が、温められる。

　そして、今度は鼻にシルヴィのお腹がぺとりと当たった。

　──そういえば、こいつの格好、ほとんど裸も同然だ。

　彼女の身体が小さいせいもあって、密着しての耳かきとなった。

　すべすべのお腹に、顔をうずめているかのよう。

　温かい。

　耳は心地好く、彼女の鼻歌が子守歌のようだ。

　一日の疲れも手伝って、ディアヴロは意識が眠りへと沈んでいくのを感じる。

　──ああ、耳かき、きもちいいもんだなぁ。

　さすがは協ギ会ル会マ長スだった。
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　リフェリア暦一六五年一月九日──

　数日かけて、ディアヴロの馬車は王都セヴンウォール《第九地区》の城門に到着する。

　警備兵に呼び止められた。

　──前回は、ここで魔族に間違えられたんだよな。

　嫌な記憶が蘇よみがえった。

　面倒なことになる前に、シルヴィが金で装飾された水晶の短杖ワンドを見せる。

「ボクはファルトラ冒険者協会会長ギルドマスターのシルヴィだよ。積み荷を改めるかい？」

「いえ！　お通りください！」

　警備兵が揃そろって形のいい敬礼をした。

　ディアヴロは内心で安あん堵どのため息をつく。

「さすがだな」

「昔は、身分晶クリスタルの制度がなくて大変だったんだけどねー。ボク、なかなか信じてもらえなくて」

「それは苦労しただろうな」

　門をくぐる。

　店のならぶ通りをゆっくり進んだ。

　道はタイル張りで、ゴトゴトと車輪が音をたてる。ファルトラ市の大通りよりも広いのに、それでも人が溢あふれていた。

　また人に酔ってしまいそうだ。ディアヴロは人混みが苦手だった。

「チッ……なにかの祭りか？」

「新年祭だよ。年明け十日くらいは、お酒を吞のんだり、歌ったり、踊ったり。この時期しか出ない露天商も多いね」

「年が明けたくらいで、なにを祝うのか。毎年のことではないか」

「あはは……そうだけど、昨年末は魔王復活の報や、負け戦なんて噂うわさもあったからね。余計に盛り上がってるんだと思うよ？」

「む……」

　ファルトラ市も戦勝祝いで何日も騒いでいるが、こんな遠くまで伝わっているのは驚きだった。

　シルヴィが唇の端に笑みを浮かべる。

「ディアヴロさんの、おかげだね」

「べつに、ここの連中を助けるために戦ったわけではない。モディナラームが我が拠点に攻めてきたから蹴散らしてやっただけのことだ」

「みんなが救われたんだよ」

　真剣な顔で言われた。

　ディアヴロは照れてしまいそうになり、話題を変える。

「レムとシェラは、どこだ？」

「連絡は取れてないけど……たぶん、王城グランディオスだと思うよ。謁見のために王都に向かったんだから」

「そうか」

「普通、謁見は長々と城内で待たされるんだよね。年明け早々は王も忙しいし、十日くらいは滞在してるんじゃないかな。行ってみるかい？」

「いや……その気はない」

　王都までは来たが、王と会いたいとは思わなかった。

　シルヴィも承知しているようで、食い下がったりはしない。

「じゃあ、宿が必要だね。ボクだけなら、王都の冒険者協会ギルドを頼れるけど、ディアヴロさんは、知らない人がいっぱいいる場所は好きじゃないでしょ？」

　黙ってうなずいた。

　さほど長い付き合いではないが、すっかりバレている。

　もしかすると、魔王ロールプレイが演技であることも勘付かれているかもしれない。

　──だとしても、押し通すしかない。

　これでなければ満足に会話もできないのだから。

　少し思案して、ディアヴロは言う。

「……レムたちは、王都でアリシアやルマキーナに会うと言っていた。どちらかと連絡を取ってみるべきか」

「じゃあ、ルマキーナさんがいいと思うよ。宿を決めたら、手紙を出そう」

「任せる」

　シルヴィは、アリシアを信用していないようだ。

　考えてみれば当然で、クルムが魔王クレブスクルムに覚醒してしまったとき、仕組んだのはアリシアだった。

　国家騎士でありながら、彼女は人ひと族ぞくの滅亡を目論む魔王崇拝者だ。今は改心して、ディアヴロに忠誠を誓ったものの、まだ人ひと族ぞくへの憎悪は残っている。

　──はっきり言って、危険人物だ。

　ディアヴロとて、レムが許さなければ、敵として扱っているだろう。

　シェラも同じだが、あの二人は優しいというか、甘いというか……冒険者なのに人道主義者だった。

　嫌いではないが……

　結局、ディアヴロたちは《第九地区》で宿を取ることにした。馬車を預けられる宿屋が多いからだ。

「ここがいいと思うよ！」

　シルヴィが指さした。

　宿屋《プリンセス・ラフィーナ》──

　たいそうな名前だったが、店構えは古くてやぼったい。

　ディアヴロは首をかしげてしまう。

「泊まったことがあるのか？」

「いい宿だよー。大昔に隣国のラフィーナ王女が泊まったという老舗でね。もう三回は建て直してると思うけど」

「大昔すぎる」

「馬車を預かってくれるし、安くて、朝食が美お味いしい」

「ふむ……」

　安いのは美点だ。

　大魔王を倒したとき、ファルトラ市の貴族たちから〝戦勝祝いの支度金〟を貰もらったが、無駄遣いをできるほど多くはなかった。

　他にアテもないので、《プリンセス・ラフィーナ》に部屋を借りる。

　外見と同じく、内装も古くて質素だった。

　──本当に王族が宿泊したのだろうか？　よっぽど貧乏な王族だったのか？　あるいは作り話では？

　そこそこの広さの部屋に、小さめのベッドが二つだった。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「同じ部屋なのか？」

「気にしない、気にしない。宿代はファルトラ冒険者協会ギルドが出すからさ」

「……監視か」

　大魔王モディナラームを倒したことで、ディアヴロの評価は上がっている。良い意味でも。悪い意味でも。

　冒険者協会ギルドとしても警戒を強めているのは、想像に難くなかった。

　シルヴィが手をヒラヒラ振る。

「否定はしないよ？　それだけ大きな成果を挙げたってことだね。悪いようにはしないから。ね？」

「好きにしろ」

　監視されているのは、楽しいものではない。

　しかし、こそこそと逃げ隠れするのは面倒だ。今のところ、害意はないようだし。

　シルヴィがペンと紙を用意する。

「ルマキーナさんに連絡を取ってみるね？　この宿に、しばらく滞在するのをレムさんたちに伝えてもらえばいいかな？」

「そうだな。王に会う気はない──とも」

「書いておくね」

　さすがに事務仕事に慣れているらしく、シルヴィは淀よどみなくペンを走らせる。

　ディアヴロはベッドに横になった。

　わざわざ王都に来てみたが……いざとなると、例のお店に行くのは気き後おくれする。そういう遊びをした経験がないし。

　かといって、観光を楽しむようなアクティブな性格でもない。

　見慣れぬ街への興味はあるが、通りの人混みがすごすぎて、もう宿屋に引き籠もっていたい気分だった。

「寝る」

「まだ昼だよ？」

「疲れた」

「……けっこう長旅だったもんね。おつかれ、ディアヴロさん」

　目を閉じて──

　一眠り。

　気がつけば、窓の外は暗い。西の空がかすかに赤く、もう日が沈んだ後だった。

　夕飯前には起きられるかと思ったが、意外と旅の疲れが溜たまっていたらしい。長寝してしまった。

　部屋には一人きり。

　──シルヴィは出掛けたのか。

　空腹を覚える。

「せっかくの王都だし、メシくらい食っておくか」

　ファルトラ市にはない珍しい料理を出す店が、王都にはいっぱいあるらしい。

　前回は身を隠していたのと、ホテルの料理が素晴らしかったので、外食しなかったが、それなりに興味はあった。





†






　宿の従業員が教えてくれる。

　──メシかい？　夜遅くまでやってるのは、第十地区だな。賑にぎやかな街だぜ。ちょっと治安が悪いから、気をつけてな！

　隣の地区までは、徒歩だと三十分以上もかかる。夕飯のためだけに、そんなに歩けるものか、と思ったら……

　なんと馬車が無料で巡回していた。

　王都、すごい。

　便利だ。

　ディアヴロも片田舎の小国とはいえグリーンウッド王国の王になったのだから、こうした行政から学ぶべきところがあるわけだが……

　政治なんて関わりたくないので、考えないのだった。

　バス停ならぬ馬車駅で待っていると、大型の箱馬車が来て停まる。時刻表がないのは、ご愛あい敬きようだ。

　切符を買うこともなく乗れて、降りたい人は次の駅に停まったとき、あるいは、目的地の近くで勝手に飛び降りる方式だった。ワルイドなインフラだ。




《第十地区》──

　中央には大きな歓楽街があった。

　縦横に走る複数の道にバーやレストランが軒を連ねており、とても賑にぎやかだ。店の呼びこみが声を張り上げる。

　道端では酔っ払いがうろついたり、歌ったり、おしゃべりに興じていたりする。

　男も女も、若いのも年寄りも。

　グラスウォーカーのせいで、一見すると子供が酒瓶を傾けているから、ギョッとしてしまうが、自分より年上かもしれない。

　──賑やかというか……無秩序な街だな。

　ディアヴロは通りを眺めた。

　王都の規模は思っていたよりも大きく、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリとは様子が異なっている。

　ゲームでは大幅に簡略化されていた。

　それは当然で──最初の街が、途中の都市の十三倍も大きかったら、ファンタジー世界を冒険するＲＰＧではなく、都市の事件を解決するシティアドベンチャーになってしまいそうだ。

　中央の王城から、正門を出るまでに一時間くらいかかったら、クソゲーどころではないし。

　この異世界は中世欧風ファンタジー世界だが、この王都セヴンウォールの規模は中世ヨーロッパの都市とは比べものにならないほど大きかった。

　魔族や魔獣など危険な存在が多いから、人ひと族ぞくが安全な場所に集まりがちなのか？

　しかし、中世の文明レベルで、あまり大勢が一ヵ所で暮らすと、農地や牧草地が足りなくなる。面積あたりで養える人口には限りがあるはず。

　王都の食糧事情は良好なようだ。

　とすると、面積あたりの収穫が多い農作物があるのか？　大規模な輸送手段が整備されているのか？

　ディアヴロは政治に関心はないが、ファンタジー世界は好きなので、街の成り立ちには興味が湧くのだった。

「それはともかく、どこかで食べるか……ん？」

　目抜き通りを歩くうち、ふと看板が目に入った。文字は読めないが、マークに見覚えがある。

　あの人魚の絵は!?

　ディアヴロはメダルを取り出した。

　間違いない。

　──モンスター娘ソープランドだ！

　じっとり、手に汗をかいた。

　どうする？

　なんか、いかがわしい感じがするし……

　扉が閉まってるから営業してないかも？

　いや、扉にＯＰＥＮを示す文字が出てる。それくらいは読める。

　この異世界の店は、営業中でも扉を閉じていることが多く、やっていないときはＣＬＯＳＥＤを示す掲示があるはず。

　つまり、今は営業中。

「むぐぐぐ……」

　でも、変な店だったら恐いしな。

　立ち尽くしていると、店の扉が向こう側から開かれた。

　胸元の大きく開いた衣装を着た女性が姿を現す。エルフのようで、長い耳があった。金色の髪を長く伸ばし、顔の半分を隠している。

　エルフは瘦身で胸は薄い。

　スカートの腰骨まで届きそうな大胆なスリットに、つい視線が引き寄せられ──目が合ってしまった。

「あら、お客さんかしら？　いらっしゃい。今なら、すぐに入れますよ」

「いや……その……俺は……」

「わっ！　メダル！」

　ディアヴロの手にしていたメダルを、彼女が指さした。

「あ、いや……これは……」

「スペシャルゲストの証ではありませんか！　さあさ、奥へ！」

「ちが……ダメ……」

「お代は不要ですよ。今いる娘こを見てみるだけでも、かまいません。どうぞ、どうぞ！」

　お姉さんがディアヴロの腕を抱きしめてくる。

　ぺったんこかと思っていたら、意外とやわらかい感触があり、ＣＧのごとく整った顔を近づけられると、思考が麻ま痺ひしてしまう。エルフは〝神に近い〟と讃たたえられるほど美形揃ぞろいだった。

　抵抗できない。

　むしろ、誘惑に負けたい。

　気がつけば、ディアヴロは店の中へと踏み入ってしまっていた。

　赤色のカーテンをくぐると、薄暗い店内が視界に入る。

「ッ!?」

　思わず息を吞のんだ。

　円形に並べられたソファーでくつろいでいるのは、想像していたような少女たちとは全く違っていた。てっきり、モンスターのコスプレをした娘たちがいるお店だと思っていたのだが。

　そんなぬるいものではなかった。

　鬼っぽい娘の角つのは、しっかり肌が隆起していて本物の角にしか見えない。

　緑肌の娘はドリアードか？　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、女性型モンスターとして登場していたはず。

　そして、下半身が蛇の娘は、おそらくラミアだ。蛇の質感がリアルすぎてＳＦＸだった。

　どう見ても本物。

「……どう……いう!?」

　賑にぎやかな王都の真ん中で、モンスター!?

　呼び込みをしたエルフのお姉さんが、受付カウンターに立った。

「んふふ……どのモンスター娘がお好みかしら？」

　ごくり、とディアヴロは喉を鳴らす。

　ドクドクドクドク……と自分の心臓の音がうるさい。

　汗が噴き出し、喉がカラカラに渇いた。

　視線が店の中を泳ぐ。

「……好み？」

　カサカサの声で、それだけを絞り出した。

　お姉さんがうなずく。

　ディアヴロの耳元に唇を寄せてきた。

　甘い艶声で、甘い口調で、甘い言葉をささやく。

「そう。お客さんはぁ、どの娘こと……し・た・い・の？」

「ッ!?」

　考えてみれば、こういう店を楽しめるような性格だったら、シェラとの初夜から逃げ出していないし、レムを三日も待たせずに済んだだろう。

　自分に自信が持てない。

　だから、素を晒さらすような行為が恐ろしかった。

　──不慣れなせいで無様を晒して笑われ、馬鹿にされ、恥をかくのではないか？　いや、恥をかく！

　ガクガクと身体が震えてしまう。

　ディアヴロの様子に、お姉さんが何かを察したらしい。

「あらあら、メダルを持っているからてっきり……それじゃあ、マッサージだけにしておきましょうか？」

　──マッサージ？

　いくらか冷静になれた。

　呼吸を落ち着け、受付のお姉さんに尋ねる。

「あれは、本物のモンスターではないか？」

「あらー……お兄さん、本当の本当に初めてみたいね。あれは獣人族よ。ほとんど人ひと族ぞくと変わらないんだけど、人ひと族ぞくとは認められていないの。数が少なすぎたりとか、人ひと族ぞくと対立していたりとか」

「野獣に分類されるモンスターだな」

「でも、ここにいる娘こたちは、みんな人ひと族ぞくが大好きな良い娘こたちばっかりなのよ？」

「……ふむ」

　人ひと族ぞくのなかにも、人ひと族ぞく滅亡を望むようなヤツがいる。野獣とされるなかにも人ひと族ぞくに友好的な者がいてもおかしくはないか？

「みんな、人ひと族ぞくの●●●●●大好きっ娘こばっかりよ♪」

「ぶっふぉ!?」

「あらら……お兄さん、見た目のわりに初ウ心ブねぇ。もしかして、童貞ちゃん？」

「どどど童貞ではないわ！」

　プロの目は誤魔化せなかった。

　完璧なアウェイである。

　お姉さんに背中を押された。

「まあまあ、それなら体験コースってことで、マッサージだけでも。ね？」

「マッサージか……」

「肩こり、眼精疲労、腰痛、筋肉痛、関節痛に効果てきめんよ。美肌効果に、老化防止もできちゃうから」

　適当に言ってそうだ。

　ディアヴロはカーテンで仕切られたベッドに案内された。

　お姉さんと入れ替わるように、さっきソファーでくつろいでいたモンスター娘たちが、入ってくる。

「いらっしゃーい♪」

「ディー……マン……メズラシイ」

「それ、ウチらが言う～？」

　甲高い声の鬼娘と、片言のドリアード娘と、語尾も胴体も長いラミア娘と。

「とりあえず、鎧よろいは脱いでね」

「テツ……ニガテ」

「お兄さん、イケメ～ン！　肌、ツヤッツヤ！」

　手慣れた様子で、あっという間に鎧を外され、服を剝はがされてしまった。

　ディアヴロは圧倒され、固まっている。

　──これが……モンスター娘との!?

「ほら、マッサージだけだから」

「イタク……シナイ」

「むしろ、昇天しちゃうよ～」

　本当の本当にマッサージだけだろうな？　と思ったが、ディアヴロは言葉が出なかった。

　肩を指圧する鬼娘の力が、けっこうガチだ。痛いのと気持ちいいの中間くらい。

「うっ」

　そして、ドリアード娘の手が、ディアヴロの頰ほおに触れてくる。

　森の中にいるような香りが漂い、ほどよい湿度に身体が包まれた。筋肉から緊張が抜けていく。

　しっとりと湿っていて吸い付くような肌の感触も、初めての体験だった。

　ラミア娘がディアヴロに触れてくる。

　なんと、舌で。

「ん～～～れ～～～ろん」

「うっ、くっ」

　やわらかくて温かな刺激に、つい声がもれた。

　ラミア娘が照れたように言う。

「あ、これもマッサージだからね～？　アタシ～手の力ないし～鱗うろこが痛いから、舌で気持ちよくしてあげる～」

　鬼娘がグイグイと指圧してくる。

「それ、味見してるようにしか見えないんだよね」

「む～～～。そっちこそ、また骨を折らないようにしてよね～」

「何度も練習したから大丈夫だって」

「アタシも～、いっぱい練習したも～ん」

「あんたの場合、マッサージでイカせない練習でしょ」

「えへ、えへへ～。んれろ、んれろ、ぺろぺろ」

　ディアヴロは三重奏の、心地好いような痛いような官能的なような混ざり合った刺激を受けてうめく。

「ううぅ……」

　そして、ふつふつと身体が熱くなるのを感じた。

　以前、激しく感情を昂たかぶらせたとき、ぶわっと外に魔力が溢あふれるような感覚があったが、それに近い。

　身体をふれさせているモンスター娘たちに、ディアヴロの魔力が伝わる。

　舌を這はわせていたラミア娘が、びくんっと身体を震わせた。

「はんううぅぅぅー!?」

「ちょっ!?　なにやって……んんんっ!?」

　今度は腰を指圧していた鬼娘が、背筋を反り返らせる。

　目を白黒させた。

「なに!?　魔力!?　こ、こんな……いっぱい!?」

　声を震わせつつも、彼女は手をディアヴロから離さない。ぞくぞく、と顔を紅潮させ、嬌きよう声せいをあげる。

「くはううぅぅぅー!!」

　ドリアード娘がたじろいだ。

「……マリョク……スゴイ」

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　ディアヴロは荒い呼吸を繰り返した。

　理解できない刺激により、意識が朦もう朧ろうとしている。

　上手いマッサージを受けると気持ちよすぎて寝てしまうことがあるが、それに近かった。

　とくに意図せず、手を伸ばす。

　ドリアード娘の腕を摑つかんだ。

「ヒッ!?　ンンンンンンンンンンッ!!」

　雷に打たれたように、彼女が身体を痙けい攣れんさせた。

　ガックリ、と床にへたりこむ。

　ディアヴロはようやく意識を取り戻す。気がつけば、モンスター娘たち全員がへばっていた。

　──何が起きたんだ？

　カーテンが開かれ、受付のお姉さんが覗のぞきこんでくる。

　惨状を目の当たりにして、目を丸くした。

「まあ!?　貴女あなたたち、どうしたの!?」

「ううぅ……お客さん……しゅごかったの」

「イッチャ……タ」

「んはうぅん～、もっとぉ～」

　鬼娘もドリアード娘もラミア娘も絶頂しており、恍こう惚こつとした表情で脱力していた。

　お姉さんが顔色を青ざめさせる。

「……ウソでしょ。この娘こたちを……あっという間に!?　でも、マッサージをしてたはずじゃ」

　ディアヴロは何が起きたのかわからない。

　しかし、何かしてしまったらしい。

　いそいそと服を着る。

「フッ……なかなか良かったが、まだ我の相手をするのは早かったようだな！」

　適当に尊大なことを言い放った。

　お姉さんが後ずさる。

「貴方あなた、何者……!?」

「心して聞くがいい──我はディアヴロ！　異世界の魔王である！」

　これ系のお店でドヤ顔で名乗りをあげるのは、自分でもどうかと思ったが……器用に振る舞えるようなら、数々の苦労をしていないのだった。

　お姉さんがたじろぐ。

　しかし、その顔は上気していた。ギラギラした瞳で見つめてくる。

「夜の……魔王様！」

　──それは、ちょっと違うんじゃね？

　今さら訂正もできないが。

「フゥーハッハッハッ！」

　誤魔化すように高笑いして、ディアヴロはお店から出る。

　モンスター娘たちによるマッサージの余韻があり、ちょっと視界がフラついた。

　しかし、レベル１００戦士の肉体が、無様にバランスを崩すような失態を防いでくれる。

　受付のお姉さんが、瞳を潤ませたまま店の外まで追いかけてきた。

「魔王様！　ぜひ、またいらしてください！　もっと、かわいいモンスター娘たちが、待ってます♪」

　プロだった。

　しかし、繁華街で周りの視線を集めてしまい、狂おしいほど恥ずかしい。

　ディアヴロは赤面しそうになるのを必死でこらえ、不敵に笑う。

「フッ……なかなかの饗きよう宴えんであったぞ」

　圧倒されて、呆ほうけたまま、マッサージしてもらっただけですけど。

　自分の不慣れな言動を思い出すと、顔から火が出そうだ。脳内では、早くも一人反省会が開催され、情けない記憶として積み上げられる。またコミュニケーション失敗か。

　ディアヴロは足早にお店から離れるのだった。
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「はぁ……はぁ……はぁ……」

　べつに走ったわけでもないのに、まるで大魔王と戦ったときのように疲弊している。

　じっとり汗をかき、心臓が脈打っていた。

　行為の直後より、思い出したときの羞恥心で、体調がおかしくなりそう。

「……ばかめ」

　誰に届くこともない悪態をつく。

　自分自身の不ふ甲が斐いなさに対してだった。

　もうすこし気概があれば、モンスター娘たちと、もっとちゃんと……

　しかし、女の子たちと上手くやれる自分の姿が想像できなかった。

「くっ……」

　──もっと、ちゃんと、おしゃべりしたかったなぁ。

　モンスター娘について聞いてみたいこともあったのに。無念だった。

　ふと近付いてくる者に気付く。

　うつむいたディアヴロの視界に、革靴ローフアーを履いた小さな足が、入ってきた。

　女の子？

　ディアヴロは顔をあげる。

　あどけない表情の、豹ひよう人じん族ぞくの少女が立っていた。




「こんばんは、おにいさん。あの……お花はいかがですか？」




　ドクン、とディアヴロの心臓が跳ねる。

「ッ!?」

　目を瞠みはった。

　小さな三角の豹ひよう耳みみで、髪はオレンジ色でツインテールにしており、ちょっと寄り気味で睫毛が長い。質素な緑色のローブ。裾から尻尾が出ていた。手にしたバスケットには紫色の花束が入っている。

　あまりにジロジロと見つめたせいか、その少女が頰ほおを赤らめてうつむいた。

「ん……」

「き、君は……!?」

　ディアヴロは思わず彼女の両肩を摑つかんでしまう。

「ひっ!?」

　人ひと族ぞくとしては巨きよ軀くの男が、どちらかといえば小柄な豹ひよう人じん族ぞくの少女を摑んでいる様子は、不穏でしかない。

　悲鳴まであげられたせいで、周りの視線を集めてしまった。

　ディアヴロは慌てて手を離す。

「おっと……すまんな。つい……知っている者に似ていたのだ。許せ」

「お知り合いに？」

「いや……うむ……」

　知り合いではなかった。

　一方的に知っているだけだ。

　ディアヴロの知識の中にある豹ひよう人じん族ぞくの少女。

　それは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに登場する《花売り》のＮＰＣだった。

　恐がらせないように配慮しつつ、ディアヴロは少女を眺める。

　──やはり、似ている。

　目の前で、豹ひよう人じん族ぞくの少女が首をかしげた。
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『破壊神エウロパ討伐』

　夏休み期間限定クエスト！

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ運営より、高レベル向け討伐イベント開催のお知らせ。

　王都の魔術学院に、極めて強力なモンスターが召喚された！

　充分に高レベルな冒険者たちでパーティーを組み、討伐に向かわれたし！

（開催期間８月１日～８月31日。導入ストーリーのあと討伐クエストに参加可能です）




　そういう、ゲームのイベントだった。

　当然ながら、ディアヴロはパーティーを組まずに、単ソ独ロで挑んだわけだが……

　──それはいい。

　問題は、そのイベントは導入ストーリーが無駄に凝こっていたことだった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、初期から王都の広場に《花売り》のＮＰＣが実装されていた。

　なんということのない、街人の一人。

　そのＮＰＣが、目の前にいる豹ひよう人じん族ぞくの少女と、そっくりだった。この少女を３Ｄモデル化したら、あのＮＰＣになるのではないか、という感じ。クロスレヴェリはそこまでリアル系のモデリングではなかったが、よく特徴を捉えられていた。

　純朴な容姿で「赤いお花はいかがですか？」というセリフのわりに、ゲームだと花は買えない。

　べつに欲しくはないが……

　プレイヤーの間で、このＮＰＣが密かな人気者となった。

　清せい楚そでかわいらしいお花屋さん。

　しかし、口の悪いプレイヤーもいて〝中世の花売りなんて、売春の隠語やぞ〟などとバカなことを言いだして、ネット上で論争になった。

　ディアヴロは？

　──むろん、清せい楚そ派でした。

　心の穢けがれた者には、あのＮＰＣがいかがわしく見えてしまうのだ。馬鹿馬鹿しい。

　ところが！

　イベント『破壊神エウロパ討伐』が開始されると、花売りのＮＰＣは《紫色の花》を売りはじめる。

　手にした花の色が違うだけだが……妙な胸騒ぎがあった。

　同じ頃──

　冒険者たちは、魔術学院の学院長から〝生徒が十三名も行方不明になっているから捜してほしい〟という依頼を受ける。

　どうして、そんなになるまで放っておいたんだ!?

　べつにクロスレヴェリは探偵ゲームではないから、ちょっと調べると怪しい魔術師がわかる。

　尾行すると、いかにもな旧校舎の一室。

　床に描かれた魔術陣の上に、行方不明になった少女たちが囚われている。

　そのなかには、制服姿ではあるが、あの花売りの少女らしき姿も!?　どうやら彼女は魔術学院の生徒だったらしい。

　冒険者たちが救出しようと思った矢先に、犯人である魔術師が儀式を発動する。

　定番の〝プレイヤーは何もできないムービー〟により、少女たちは生いけ贄にえとして捧ささげられ、破壊神エウロパが異界から召喚されてしまうのだった。

　そこからはバトル。

　運営が警告するとおり、なかなかの強さだった。

　むしろ、魔王よりも強いという感想もあったくらい。ディアヴロも初戦は何もできずに敗退している。

　そのぶん報酬が豪華だったから、イベントとしては好評だった。

　ディアヴロも周回した。

　しかし、エウロパをどれだけ倒そうと、イベントが終了したあとも、生け贄にされた少女たちは戻ってこなかった。

　淡々と討伐の報酬を受け取って、終わりだ。

　どうやっても少女たちを助けられないストーリーに、クレームを入れたプレイヤーもいる。

　しかし、所詮は名ナシのＮＰＣだった。

　バトルを盛り上げる導入ストーリーのための犠牲者だ。通行人Ａだ。妙な感情移入をしたプレイヤーが悪いのだろう。

　わかってはいるが……話しかけると常に笑顔で応じてくれるＮＰＣに、気持ちが救われた日もあったのだ。

　ディアヴロは思っていた。

　──どうにか、あの子を助けられなかったのか？





†






　ディアヴロは花売りの少女を見つめる。

　ふと、嫌な考えが過よぎった。

　──この子が、紫色の花を売っているってことは、イベント『破壊神エウロパ討伐』が進行中では!?

　どう確かめる？

　なにより、ディアヴロは女の子に話しかけるのが苦手だった。

　やはり、魔王だ。

　魔王ロールプレイしかない。

　尊大な態度で、腕組みをして、見おろす。

「我が名はディアヴロ。異世界の魔王である！」

「えっ!?」

　唐突に魔王を宣言したため、少女が目を白黒させた。

「許す、小娘。名乗りをあげるがよい！」

　ディアヴロが慣れているのは、挑戦者に対する口上なので、花売りに向ける言葉としては微妙だった。

　彼女が困ったような表情を浮かべる。

「あー……あたしは、メルチ」

「ふむ、メルチか……花を売っているそうだな？」

「はい」

「よかろう、買ってやろうではないか」

「……え？」

　イベントが進行しているのかを調べるつもりだったのに……

　つい口走ってしまった。

　プレイヤーの頃に、どうしても知りたかったことを。論争まであったことの真実を。

　メルチが戸惑ったような顔をしている。

　ディアヴロはギロッと睨にらむ。

「どうした？　よもや、俺には売れぬ、とは言うまいな？」

「……えっと……いくら、あるの？」

「フッ、我を見くびるな」

　ポーチから小袋を出して、硬貨を何枚か取り出した。銅貨も銀貨も金貨もある。

　ちなみに、金貨一枚は八〇〇〇〇Ｆフリスだ。節約すれば一ヵ月は暮らせる。

　それが、十枚以上はあった。

　王都での花の相場は知らないが、これより高いということはないだろう。そもそも、街の外に行けば道端に咲いているような花だし。

　メルチが目を見開いた。

「金貨!?　そんないっぱい！　おにいさん……お金持ちなんだ」

「ディアヴロだ」

「その名前……どっかで……まぁ、いいや。じゃあ、こっち来て！」

「む」

　──花売り、なんだよな？

　実は、バスケットに入っているのは見本で、近くに花屋があるのか？　きっと、そうなのだろう。

　ディアヴロは彼女を追いかけた。

　建物と建物の間の細い裏路地へと入る。

　かろうじて月明かりが、その場を照らしていた。

　メルチが緑色のローブを脱ぐ。

「んしょ」

　ディアヴロはギョッ、としてしまう。ローブに隠されていた彼女の服装は、清せい楚そとは無縁なものだった。

　胸元が大きく開いており、扇情的な格好だ。

　見つめてくる瞳が潤んでいる。

　ペロリ、と薄い色の唇を舐なめた。

　彼女の手が、ゆっくりと自身のスカートを持ち上げる。紫色の下着が見えた。

「お口なら一〇〇〇〇Ｆフリス、最後までするなら三〇〇〇〇Ｆね？　下着だけなら五〇〇〇Ｆでいいよ★」

「………………そうか」

　ディアヴロは静かに星空を見上げる。

　──今夜は、月明かりが、妙に目にしみやがるな。

　ほろり、と目から汗がこぼれた。

　ぐぐぐっ、とメルチが身体を寄せてくる。

「早く決めてよ。国家騎士にでも見つかったら、おにいさんだってマズイでしょう？」

「あ、いや……」
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　こんな裏路地で、少女とお楽しみできるような豪胆さがあるなら、一人反省会をしながら広場を彷徨さまよっていなかった。

　当然、彼女の期待に応えられるようなメンタルは持ち合わせていない。

　戸惑うばかりだった。

　大胆にもメルチが身体を押しつけてくる。

「それじゃあ、これはサービスにしてあげる★」

　ディアヴロは手を摑つかまれ、彼女の胸元へと持っていかれた。手の平にまんまるくてやわらかい感触が！

　ブラウスの上からでもわかる。

　彼女は小柄なわりに、なかなかのボリュームの持ち主だった。

　指がしずむほど大きいというわけではないが、若さゆえか張りがある。ぱんぱんに詰まっている手触りだ。

　冬場だというのに布地は薄めで、ディアヴロは手に彼女の体温を感じた。

　下着すら着けていないのか。

　指先に、ちょこんと尖端の突起が触れた。

　メルチが艶っぽい吐息をもらす。

「ハゥン……えっち」

　淫猥な笑みを浮かべた。

　──ここまでやってしまって、どう言って逃げ……いや、どう言ってこんな行為を止めさせるべきか？

　ディアヴロはうなる。

　メルチの手が、下へ伸びてきた。ズボンの中心部をなでさすられる。

「あら、もう準備よさそう？」

「うっ!?　いや……」

「じゃあ、そろそろ……決めてもらおっかな」

　彼女のもう一方の手が、ディアヴロの耳元にくる。

　パチン！　と指を鳴らした。

　メルチの瞳が怪しく光る。

「《ヒュプノ》」

　そう彼女はつぶやいた。

　ディアヴロはピンク色になっていた思考に、冷や水をかけられた気分だ。

「魔術!?」

　同時に、左手の《魔王の指輪》が光を灯した。
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　メルチが棒立ちになる。

「……」

　立っているのに、まるで寝ているかのような様子だ。目は開いているが、表情がない。

　ディアヴロは焦って声をかける。

「お、おい!?」

「……はい」

　平へい坦たんな口調で返事があった。

　いったい、どういうことなのか全くわからない。

「貴様、何かの魔術を使ったか？」

「……うん」

「説明するがいい」

「……《ヒュプノ》。あたしの場合は、三分くらい……催眠」

「催眠だと？」

「……命令を聞いてもらったり、ヤッてないのにヤッたと思いこませたり、みたいな」

　むむ、とディアヴロは考えこむ。

　命令の強制に、記憶の改かい竄ざんまでとは！　明らかに様子がおかしくなるのは欠点だが、なかなか強力な魔術だ。

「発動条件は？」

「……三十秒以上の接触。肌と肌で」

「え？　直には触ってな……」

　胸をもんだのは、服ごしだったのに──と言いかけ、ずっとメルチがディアヴロの手に触れていたことを思い出した。

　そんな場合ではないが、少女の胸の感触まで思い出して、照れてしまう。

　ディアヴロは頭を振って、淫気を払った。

「フンッ……なかなか強力な魔術だが、相応の発動条件だな。状態異常バツドステータス系の魔術は、抵抗レジストされる可能性もある」

「……デレデレしてる男は……抵抗が弱いから」

　そういうものか。

　試したことはないが、ありそうな話だ。

　魔術を反射できてよかった。

　わざわざ王都まできて、こんな少女に催眠で操られてしまったら、情けないどころではない。

　三分経った頃──

　ハッ！　とメルチが元に戻った。

「あ、あれ？　あたし……？」

　ディアヴロは腕組みし、ため息をつく。

「あの花売りの子が、まさか《ヒュプノ》で売春詐欺とは……」

　メルチがうろたえた。

「なっ!?　なんで……バレて……!?」

「我は魔王だと言ったであろう？　貴様の小こ賢ざかしい魔術なんぞ、効かぬ」

　たんに《魔王の指輪》の効果で反射しただけだが、わざわざ教えたりはしない。

　彼女の狼ろう狽ばいは酷かった。

「や……ごめ……だめ……ゆ、許して……」

　ガタガタ震える。

　そこまで怯おびえさせるつもりはなかったのだが。

「貴様、魔術学院の生徒だな？」

「ひっ!?　やめて……学院には言わないで！　退学になっちゃう！」

　やはり、生徒か。

　あの《花売り》のＮＰＣと同じ設定だ。

「退学になるのが嫌ならば、なぜ下らない真似をした？」

「うっ……あたしん家ちは貧乏だから、学院の教材費……母さんの稼ぎだけじゃ、払えないし……入学金や授業料の他にも、いっぱいお金が必要なんて……知らなくて」

　ディアヴロは内心で舌打ちした。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのイベントで、花売りをしていたＮＰＣも、そんな理由で広場に立っていたのだろうか？

　そして、生いけ贄にえにされた。

　救えなかった。

　この異世界でも『破壊神エウロパ討伐』イベントが進行しているというのなら……

　──あんなクソなストーリーは、粉砕してくれる!!

　問う。

「小娘よ、死にたくなければ、我が質問に答えるがいい」

「ひっ!?　あたし、殺されるの!?」

「答えろ！」

「は、はひ……」

　ガタガタ震え、ぽろぽろと泣いている。本当に、ここまで脅す気はなかったのだが。

「魔術学院で、生徒たちが行方不明になっていないか？」

「ふぇ？　えっと……あ……なってる。そう先生が言ってて……一人では出歩かないようにって」

　思いっきり一人で、しかも夜の街を徘はい徊かいしているではないか。バカ者めが。

　──魔術学院に乗りこみ、儀式を邪魔してやるか。生いけ贄にえが不十分なうちに犯人を撃破してくれる！

　震えているメルチに視線を戻す。

　危ないことを繰り返させるわけにはいかない。

　ディアヴロはポーチから、再び小袋を取り出した。

　差し出す。

「もう下らぬ真似は止めるがいい」

「え!?　え!?　え!?」

「金などくれてやる。足りなければ、マジメに働け」

　──俺、自分は元世界でニートだったのに〝マジメに働け〟とか、言っちゃうかぁ。

　ちょっと恥ずかしかった。

　メルチが小袋を受け取って、中の金貨を見て、顔を紅潮させる。

「あ、あの……あたし、本当は、ナニもデキないよ!?」

「そんな目的で渡したのではない！」

「じゃあ……？」

　べつに見返りは必要としていないのだが。

　ふと思いつく。

「我の言うとおりにするがいい。死にたくなければな！」





幕まく間あい




《王城グランディオス》──

　どこからともなく香こうが漂ってくる。

　アイボリーの壁布には、金糸でキルティングが施され、広大な敷地内に所狭しと美術品が飾られていた。

　案内の老執事が、白手袋に包まれた手を伸ばし、解説する。

「こちらの、フリードランツ伯爵による絵画は王国暦三五年に描かれた写実主義の傑作です。あちらの彫像は建国以前の作品で、北の魔術師の塔で発見されました。この回廊は、評論家としても高名なブリッケン公爵により厳選された美術品が展示されております」

「……左様ですか」

「ふーん」

　レムは礼儀作法から爪の先ほどもハミ出さない相あい槌づちを打った。

　シェラは興味なさそうに空返事をする。

　二人の少女たちは、王城グランディオスに到着し、今は城内を老執事に案内されていた。

　老執事が言う。

「現在は年が明けたばかりで、リフェリア王国内外の王侯貴族が祝賀に訪れておられまして、ダルーシュ・サンドロス陛下は非常にご多忙であらせられます」

「……陛下のご健康と、新年をお祝いしたく思います」

　レムはお約束の祝辞を述べた。

　シェラが首をかしげる。

「ダルーシュって？」

　さすがに、老執事が顔を険しくした。

「……」

　レムはため息をつく。

「はぁ……今のリフェリア王は、ダルーシュ・サンドロス陛下でしょうに」

「あ、そっか。どこかで聞いたなぁ、って思ってたんだけど」

「……王族の振る舞いは、幼少期に教育されなかったのですか？」

「まぁ、エルフは王妃になると、国から出ないしね。グリーンウッド王国は小国だから、外から偉い人が来ることもないし」

「……平和ですね」

「でしょー」

　ちょっとした皮肉が通じるはずもなく。

　逆に、シェラが尋ねてくる。

「レムって、ずっと冒険者でしょ？　そういうの、どこで覚えるの？」

「……わたしは両親が他界して家を出ましたが、王侯貴族と交流があるような門地でしたから」

　老執事が立ち止まった。

　まじまじとレムを見つめてくる。

「レム・ガレウ殿……もしや、貴女あなた様さまはガド一門の……？」

「…………故郷は捨てた身ですが……今代の師範は叔父のはずです」

「なんと」

　老執事が姿勢を正した。

　シェラが驚いたように目を丸くする。

「ええっ!?」

「……」

「ガド一門って、なに!?」

「……そこからですか、そうですか。いずれ、話します」

「あたしが訊きいたことを忘れないうちに教えてよー？」

「……そこまで興味がないなら、聞かなくてもいいでしょうに」

「レムのことは気になるもん！」

　元気いっぱいに理不尽な主張をされた。

　また、ため息が出る。

　老執事が廊下の先にある部屋の扉を開けた。

「この区画は、王侯貴族や特別に重要な客人だけを迎えるための貴賓棟です。ご不便は、おかけしないでしょう」

「わぁ！」

　豪ごう華か絢けん爛らんな内装に、シェラが弾んだ声をあげ、部屋の中へと入っていく。

　さわやかな香こうが漂い、刺繡が施された壁布やカーテンに、精緻な意匠の調度たち。天蓋付きのベッドは広く、大きなテーブルとソファーがあり、食器棚にはガラスのグラスの他に、ワインのボトルまで並んでいた。

　老執事がテーブルの上のベルを指さす。

「ご用がおありでしたら、そのベルを鳴らしていただければ……」

「これ？」

　チリリン！　とシェラが鳴らした。

　レムは額を押さえる。

　ほどなく、メイドが一人やってきた。深々と礼をする。

「ご用を承うけたまわります」

　シェラが「あらー」と耳の後ろを搔かいた。

　老執事が小さく咳せき払ばらいをする。

「このように、ご用を伺いにメイドが参ります」

　わざわざ呼びつけて何も頼まないのも申し訳ないので、レムは「水を頂けますか」と声をかけた。

　メイドが一礼して、奥へ引っこむ。

　老執事からトイレやバスの使い方も教えてもらった。

　しかし、肝心のことは話してくれない。

　レムは尋ねる。

「……お忙しいそうですが、ダルーシュ陛下との謁見は、いつ頃になりますか？」

「十日ほどは、お待ちいただくことになるかと存じます」

「……左様ですか」

「えー!?　十日って十日だよね!?」

　シェラが驚くのも無理はない。

　そもそも、ダルーシュ王が呼びつけたから、自分たちは来たというのに。

　しかし、王族とはそういうものだ。

　レムは文句を垂れなかった。

　老執事が申し訳なさそうに言う。

「ご要りようでしたら、お部屋まで仕立屋でも美容師でも楽師でも吟遊詩人でも、ご用意いたします。お料理は国中より取り寄せた最高級の食材を使い、国一番のシェフが調理したものが朝昼晩いつでも、ご賞味いただけます。もちろん、世界最高のワインも。さらに、王城グランディオスには十日かけても鑑賞しきれないほどの美術品が展示してあり、こちらは案内と共にご観覧いただけますので」

「……外出は禁止ですか？」

「王城から出ることは可能ですが、その場合には謁見が先になるかと」

　順番は並び直しか。

「……手紙は？」

「もちろん、自由に出していただけます。こちらで、便せんもペンも用意いたしましょう。ただし封ふう蠟ろうはお任せいただけましたら」

「……わかりました」

　手紙は出せるが、中身は確認されるらしい。

　となると、連絡を取るのは大だい主しゆ神しん官かんのルマキーナだけにしておいたほうがいいだろう。

　国家騎士のアリシアや学生のホルンと、自称魔王のディアヴロの関係を勘ぐられるのは避けようと思った。

　老執事が一礼して、部屋の扉を閉めた。

　シェラがベッドに飛びこむ。

「ふっかふかー」

「……ふぅ……あなたには、マナーというものを覚えてもらう必要がありそうですね」

「くかー」

「……もう寝て!?」

　しばらく、王城に滞在するしかなさそうだった。





第四章　名探偵ホルン？




　ディアヴロが花売りと知り合うより前、リフェリア暦一六五年一月六日のこと──

　午後三時。

　時計台の鐘が鳴る。

　王都魔術学院の敷地は広い。

　通称《青煉れん瓦が》と呼ばれる校舎は、白色の石柱と、青色の煉瓦で造られた新しい建物だった。

　いくつもある校舎のひとつ──中等部棟の一階にある第一学年Ｆ組。

　そこの一番後ろの窓際が、ホルンの席だった。

　組分けは成績順で、Ａは優等生、Ｆ組は落ちこぼれのクラスと言われている。

　ホルンは中途入学で、それまで魔術の勉強をほとんどしていなかったため、魔術師としての実力は最底辺なのだった。

　実は《盗賊シーフ》としてはレベル80なのだが……それは隠しておく、と後見人のルマキーナと約束している。

　一日の授業の終わりに、眼鏡めがねをかけた女性教師が連絡事項を話していた。

「本日、生徒数名と連絡が取れなくなっていることが判明いたしました。行方がわからない状況です」

　生徒たちがざわつき、教室内で小声が交わされる。

　ノイズから有益な情報だけを聞き取るのは、盗賊シーフの基本能力のひとつだった。意識せずとも入ってくる。

　どうやら、高等部二年Ａ組の子と、三年Ａ組の先輩二人が行方不明らしい。

　──三人も。

　ホルンの机の上で、掌サイズの小さな少女が、筆箱を椅子代わりにして足を組んだ。

『これで十人じゃん？　このガッコーマジヤバじゃない？　ガチめ～』

　名はババロン。

　自称、異世界のレベルアップを司る女神らしい。

　もしも、ディアヴロが見れば、それが元世界の女子高生っぽい制服姿であることに気付いただろう。

　だが、ババロンの姿は《聖杯》の所有者であるホルンにしか見えない。声も他人には聞こえないのだった。

　ホルンはうなずく。

　おそらく何かしらの事件だと思われる。女生徒ばかり、行方不明が十人。

　昨年末からはじまって、年末年始の長期休暇を挟んで、新学期の初日にまとめて三人もだ。

　連休中に行方不明になったということか？

　パンパン！　と威圧的に女教師が手を叩たたいた。

「静かに！　みなさん、学院内であろうとも、一人で行動しないように。いいですね？」

「はーい」と声を揃そろえるが、言うことを聞く生徒は少ないだろう。

　ホルンも、その一人だった。

　教師が教室を出て、解散したあと、誰と連れ立つこともなく、戸口へ向かう。




　校舎間の渡り廊下──

　ホルンは一人で、別棟へ向かう。

　厳密には、手にした鞄かばんの中に聖杯があり、肩にババロンが乗っているが。

『ねーねーホルンちゃん、誘拐犯って、どんなヤツだと思う的な？』

「……誘拐っすかね？」

　周りからはババロンが見えないので、会話していると独り言だと思われてしまう。

　根暗だと誤解されないように、ホルンは唇を動かさず、肩に乗るババロンだけに聞こえるよう小さな声で話した。

　おしゃべりな彼女のために、練習して身につけたのだ。

『バッチリ、ガチ誘拐でしょ！　今日の三人は知らないけど～、前の七人は書き置きもなくて、悩み相談されてた子もいなかったってゆーハナシ』

「……そういう噂うわさっすね」

　生徒の数は多いが、それでも閉じた世界だ。

　とくに、こんな事件性のある噂は、あっという間に駆けめぐる。

　失踪ではなく、誘拐。

『事件じゃん♪　事件じゃん♪』

　なぜ、ババロンは楽しそうなのか？

「……魔術の勉強に集中したいんすけどねえ」

『キミ適性なくなーい？』

「やめてほしいっす！　まだ、わかんないっすよ!?」

　思わず声が大きくなったせいで、渡り廊下ですれ違った別の生徒に、驚いた顔をされてしまう。

　あわわ……とホルンは逃げるように足を速めた。

　ゲラゲラとババロンが笑う。

『あの顔！　チョーウケる！』
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「……この呪い、いつ解けるんすかね？」

『アタシィ、呪いとかじゃないしー。聖杯の女神だぽよ』

「効果時間は永続か」

　ホルンはため息をついた。

　ババロンが目を細める。

『キミが聖杯を手放しちゃったら、他のトコに行く系だけどね』

「……まだレベルアップしてもらってないっす」

『そだねー。アタシも次の所有者を待つの退屈すぎだし？　Ｗｉｎ‐Ｗｉｎみたいな？』

　ババロンは聖杯の所有者を一回だけレベルアップさせる能力がある。

　そのためには、処女の血液が二リットルは必要だった。

　ホルンは記憶が確かなら未経験者なのだが……血液二リットルは致死量だ。かといって、誰かを犠牲になんてできない。

　しかし、手放すのは惜しい。

　結果、今もババロンに取とり憑つかれているのだった。

　職員棟を訪ねる。

　この王都魔術学院には、教師たちを一ひと纏まとめにした職員室というものは存在しない。

　教師たちは優秀な魔術師であり、魔術の研究者でもあった。それぞれが庵いおりとなる部屋を持っている。

　まず、担任の研究室を訪ねたのだが……

「不在っすかね」

『あのイライラメガネに、なんか用ありですかー？』

「……行方不明になった生徒のことを調べたいっす。落ちついて魔術の勉強ができないっすから」

『メンディー。警察みたいなのにオマカセでよくね？』

　ケイサツ？

　ババロンはときどき知らない言葉を言う。

　そうでなくても、崩れた言葉遣いなのだが。

「……冒険者は見かけないし、国家騎士は何度か調査に来てるみたいだけど、解決できてないみたいっす」

『萎えるー』

「噂うわさだと、旧校舎に……あ……」

　ホルンは廊下の端に寄る。

　歩いてきた老婆は、入学前の面接で一度だけ会ったことがある。

　この魔術学院の学院長だった。

　その老婆が、ホルンの前で足を止める。

「貴女あなたは……」

「こ、こんにちはっす」

『チョリーッス！』

　見えも聞こえもしないのをいいことに、ババロンが舐なめくさった挨拶をした。

　学院長が片かた眼鏡めがねを掛け直す。

「たしか、ホルンさんでしたね？　教師に質問でも？」

　しゃがれた声だが、明瞭な発音だった。

　適当に誤魔化そうかと思ったが、ちょうどいい。学院長に相談することにした。

「えっと……ウチ、行方不明事件が気になって……名簿を調べたいっす。でも、それには先生の許可が要るっすから」

「事件を調べる？」

「あー……」

　ただの生徒が、何を言っているのか──と思われるか。

　事件があれば調査したい、というのは冒険者の習性だった。

　ホルンは十三歳になったばかりで、今は魔術学院の生徒だが、以前は冒険者をしていた。人ひと族ぞくをあらゆる驚異から守るのが冒険者だ。

　学院長がうなずいた。

「いらっしゃい」

「え？」

　手招きされる。

　後をついて行った先は、学院長室だった。





†






　思ったより質素な部屋だ。

　贅ぜい沢たくな調度はなく、広いだけで学生寮の一室と大差ない。学院長の机は大きくて、壁一面の本棚には難しそうな本が並んでいた。

　学院長が樫かしの木の椅子に腰掛ける。

　机に両肘をつき、指を組んだ。

「今回の事件について、どの程度まで調べているのかしら？」

「年末に七人、今日は三人。おそらく誘拐で、そう思う理由は──書き置きも、失踪するような相談を受けていた友人もいない……という噂うわさだからっす。あと、旧校舎に行くのを見たって話もあるっすけど」

　今は使っていない旧校舎は、厳重に施錠されている。教師の許可なく立ち入ることはできない。

「国家騎士の方々が、旧校舎も調べていますよ」

「だとは思うんすけど」

　それどころか、学園の敷地内は、隈くま無なく調べているはずだ。

　しかし、何も見つかっていなかった。

　ホルンは言う。

「でも、まだウチが調べてないんで」

　学院長が意外そうな顔をした。

「そう……貴女あなたの後見人から、少し事情は聞いています」

「あ……」

「他の者には教えていませんが……実は、ホルンさんは高名な冒険者だそうですね？」

　高名!?

　否定しようかと思ったが、今は誤解させておいたほうがいいか。

「はいっす」

「西方の街を魔王軍から救い、教会の腐敗を正す戦いで、大きな活躍をした──と聞いています」

「まぁ、聖騎士と戦ったりしたっすね」

　ぷぷぷ……とババロンが笑う。

『さりげに逃げ回ってただけだし。リアルガチめに斬られたし』

「……」

　ホルンは赤面した。

　学院長が目を伏せる。

「本当は、学院内の問題は、私や教師たちが解決するべきなのですけれども……どうか、手を貸していただけませんか？」

「お任せくださいっす！」

　冒険者の頃のクエストを受けたときを思い出し、ホルンは軽い高揚感を覚えた。

　学院長が許可をくれるなら、調査もやりやすいだろう。

　彼女が鍵を差し出した。

「魔術学院のマスターキーです。それでも入れない場所を調べたければ、また相談してちょうだい」

　調査の協力者も用意してくれるという。

　ホルンは事件解決を請け負った。

　わぁ！　とババロンがテンションを上げる。

『アレでしょ!?　真実はいつもなんとかで、名にかけちゃう系のアレでしょ!?　テンアゲヤバババ』

　──なんのことかわからないけど、危険な発言はやめてほしいっす！




　背後から、殺気!?




　嫌な気配に、ホルンは振り返る。

「ッ!?」

　学院長室のドアが、何者かに開けられた。

　ノックもしないとは！

　身構える。

　入ってきたのは、真っ赤なロングコートに身を包んだ金髪の男だった。耳が長くて、細面。エルフか。

　くすんだ青い瞳で睨にらみつける。

「お前が、魔術学院のトップだな？」

　学院長が目を細めた。

　片かた眼鏡めがねの奥で、金色の瞳が輝く。

「どちら様かしら？　来客の予定はなかったはずなのだけれど」

「俺は王宮騎士──不死身のタナトスだ」

　ホルンは身を固くした。

　王宮騎士！

　この王都に来たばかりのとき、一度だけ接触したことがある。

　あのときは、パレードに見入ってて気付かなかったが……あとでアリシアから、危険な連中だと教えられた。教会の枢すう教きよう院いんの人たちを殺したのも王宮騎士だ、とレムが言っていた。

　タナトスが部屋に視線を巡らせる。

「この一帯に、邪悪な魔力が満ちている……そいつを調べに来た」

「どなたの命令です？　魔術学院には自治権が……」

「知らんな。文句があるなら陛下に奏上するがいい。我ら王宮騎士は、王国に仇あだなす者を排除するための全権を与えられている。つまり、陛下の御命令も同じということだ。立ちはだかるなら、誰であろうと容赦はしない」

「そう。いいでしょう……貴方あなたに学園での調査を許可します。その代わり、理不尽な行為があれば陛下に報告させてもらうわ」

「俺の邪魔をするな。それを部下たちにも伝えておくことだ」

　高圧的な態度だった。

　男は腰に黒塗りの長剣を吊つるしている。それを見せつけるように、コートを払ってから、背を向けた。

　言いたいことだけ言って、タナトスが学院長室を出て行く。

　扉が閉じられた。

『チョームカ、チョベリケロンパ！　キワメンマジ卍！』

　ババロンが、シュッシュッと拳を突き出す。左、左、右。

　ホルンは肩をすくめた。

「事件を解決してくれるんなら、誰でもいいんすけどね。あの調子だと、事件を増やしそうっす」

　学院長が首肯する。

「そうね……でも、この学院内に不可解な魔力が発生しているのは本当よ。巧妙に隠蔽されていて発生源はわからないけれど」

「学院長にもっすか？」

「特定には、少し時間がかかりそうですね」

「今回の事件に、その魔力が関係してて……犯人も、いずれ特定されると承知してるとしたら……」

　もう、さほど時間は必要ない、ということか？

　調査を急いだほうがよさそうだった。





†






　ホルンは職員棟の特別資料室を訪れる。

　行方不明になった生徒の情報が、ここにあるはずだった。

　多忙な学院長に代わり、調査の協力者として用意されたのは──

　長く艶やかな黒髪の女生徒だった。すらっと細くて背が高いが、エルフではなく人間ヒユーマンらしい。

「生徒会長をしている高等部三年Ａ組のアンジュレンだ。学院長から直々に調査に協力するよう言われたが……君は何者だ？」

　男性のような言葉遣いをするが、綺き麗れいな声の女性だった。

「ウチは中等部一年Ｆ組のホルンっす。まぁ、いろいろ事情がありまして」

「ただの落ちこぼれではなさそうだな」

「Ｆ組にいる生徒は、ちょっと魔術が苦手なだけっすよ」

「それを魔術学院では、落ちこぼれと言うのだが……まぁ、いい。私としても、行方不明の生徒たちを何としても見つけたい。調べたいことがあれば言ってくれ」

「じゃあ、行方不明の生徒たちのプロフィールを」

「それなら、まとめてある」

　アンジュレンが本棚に手を伸ばして、なにやら呪文と番号を口にした。

　シュッ、と本棚から紙束が飛び出してくる。

　彼女の手に収まった。

　ホルンは瞳を輝かせる。

「おお、カッコイイっす！」

「え？　いや……珍しいことはしていない。高三なら、これくらい、誰でも……そ、それより、資料を見てくれ。私なりに、行方不明の生徒たちの情報をまとめてみた」

「さすがっす」

　長机に資料を広げ、ホルンたちは椅子に腰掛ける。

　目を通した。

　行方不明の生徒は半数が高等部の三年生だ。

　共通点は意外と多くて、まず成績優秀者。魔力が強く、Ａ組ばかり。

　種族はバラバラ。

　混魔族デイーマンやグラスウォーカーが目立つが、エルフや人間ヒユーマンもいる。
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　そして全員が、ある教師の講義を選択していた。

　ちなみに、王都魔術学院は、受ける講義を自分で選ぶ方式だ。組分けは必修科目のときや学内イベントのときだけ意味があり、基本的には各自が好きな知識を身につけることができる。

　学院にいる間、時間のかぎり講義を受けてもいいし、自主研究に励んでもいい。卒業試験をクリアできさえすれば、魔術学院の卒業証書がもらえるのだった。

　ホルンは資料を指差す。

「儀式魔術科の教師ビヒャック……混魔族デイーマンっすか」

『チョー怪しい！　顔がエロイっぽ！』

　ババロンが横から覗のぞきこんで、人物画を見て適当なことを言った。

　うーん、とアンジュレンがうなる。

「……やはり、気になるか」

「気になるっていうか、クソ怪しいっす。行方不明者の全員が、この教師の講義を選択してるなんて」

「ビヒャック先生は、この魔術学院において有数の実力者だ。その儀式魔術の理論は、世界の最先端と言ってもいい。受講の希望者は多く、Ａ組の生徒が大半なのは不思議なことではない」

　受講希望者が定員よりも多い場合、Ａ組の者から優先的に受講できる。成績上位者には、そうした特典があるのだった。

　ホルンはアンジュレンの表情を読み取る。

「尊敬してるんすね」

「……そうだな……否定はしない」

「でも、全員ってのは、無視できないっすよ」

　断言した。

　アンジュレンがうつむいて、しばらく考えこんでから──声をひそめて言う。

「実はな……」

「はい？」

「昨年末のことだ。私はビヒャック先生から〝放課後に実験を手伝ってくれないか〟と頼まれた」

「何かあったんすか？」

「残念ながら、私は生徒会の集まりがあったので、応じられなかった」

「ふむふむ」

「代わりに、手伝いを買って出た生徒が……私の幼おさな馴な染じみでな。彼女も優秀な生徒なんだが」

「まさか……」

　アンジュレンが、資料中の一人を指さした。

「行方不明になってしまった」

「……そうだったんすね」

　ホルンは席を立つ。

「ウチ、ビヒャック先生を調べてみるっす」

「待て」

「いきなり研究室に押しかけたりはしないっすよ。まずは、様子を見るってことで」

「それは承知した。私も同行するから、待つんだ」

「どうして、待たないといけないんすか!?」

　アンジュレンが資料をまとめて、本棚へと納めた。ちょっと困ったような顔をする。

「本を取り出す魔術はあるが、片付けるための魔術はないからだ」

「……すみませんっす」

　椅子を元に戻し、窓の施錠を確認し、カーテンを閉めて、部屋を後にした。
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　監視を開始して三日目の放課後──

　ホルンは立木に登り、校庭を挟んだ職員棟を眺めている。廊下の窓から、ビヒャックの部屋の入り口が見えていた。

　ちなみに、部屋にある窓は昼も夜も厚手のカーテンが閉じられている。日差しがあると書物は日焼けするし、魔術の素材には光を苦手とするものもあるから、珍しいことではなかった。

　──ルマキーナさんとは、盗賊シーフの技能は使わないって約束したっすけど。

　今は放課後だし、学院長から冒険者として依頼を受けている。許してもらいたい。

　ホルンは《隠蔽ハイデイング》によって気配を断っていた。

　レベル80の盗賊シーフが本気で隠れたら、魔術師に発見される可能性は、極めて低い。

　探知能力のある召喚獣でも喚よべば別だが。

『ホルンちゃん！』

　ババロンが頰ほおを叩たたいてきた。

　うっかり居眠りしかけていたホルンが、ハッ！　と目を開く。

　廊下の一番奥にあるビヒャックの部屋に、誰か女生徒が入っていくのが見えた。

　時刻は午後の六時だ。

　冬場だけに、もう暗くなっている。

　いくら教師の研究室とはいえ、放課後に二人きりというだけでも、充分に問題のような気はするが……

　一人で行動しないように──と学院側から通達しているというのに。

　しかし、ここで乗りこんでも、行方不明事件との関連性は証明できないだろう。

　せいぜい、配慮不足を注意して終わりだ。行方不明になった生徒たちを見つけられなければ、意味がなかった。

「…………」

　ホルンは待つ。

　部屋の前まで行ければ、室内の会話を盗聴することも可能だが、警戒されたら手掛かりを失うかもしれない。

　慎重に慎重を重ねる必要があった。

『出てきたじゃん！』

「そっすね」

　ビヒャックの手にした燭しよく台だいが、夜の校舎内を照らす。

　彼はフード付きのローブを着ていた。臙えん脂じのローブだ。魔術師がよく使う、魔力の色であり、錆さびた鉄の色であり、乾いた血の色だった。

　白髪の交じった赤毛で、顔には深い皺しわが刻まれている。

　刺すような目つきの男だった。

　右頰ほおから額まで、色濃く刺青いれずみのようなものが広がっている。混魔族デイーマンの証だった。

　混魔族デイーマンは、人間ヒユーマンと魔族の混血だと言われている。

　言われているだけで、証拠はない。ただの決めつけで多くの差別を受けている種族だった。

　ホルンが最も尊敬している人は、ディアヴロ──彼も混魔族デイーマンだ。

　だから、混魔族デイーマンに偏見はない。

　そのつもりだったが……

　ビヒャックの横顔は、人ひと族ぞくではなく、魔族のように見えてしまった。

　ホルンは目元をこする。

　教師の後ろを、女生徒が追いかけていた。少し前に、研究室へ入っていった少女だ。

　その動きを見て、ホルンは思わずつぶやく。

「……操られてる」

『ほえ？』

　ババロンが首をかしげた。

　校庭を挟んでいるから、絶対に声は届かないはずだが、それでもホルンは声をひそめる。

「……研究室に入る前と歩き方が違うっす。足の運びに無駄がない」

『それ、いいことなんじゃん？』

「……普通の人は、意識が肉体の邪魔をするんす。視線がふらふらと定まらないから、微妙に重心がブレるっす。それがないのは、歩く訓練をしている軍人とか戦士系の冒険者とかだけで」

『微妙なブレ～？　こんな遠くて、そんなん見えるワケないっぽくね？　みたいな？』

「遠い？　雨天や霧ならともかく、このくらいの距離なら──目の前にいるのと変わらないっすよ」

『うわ……キモ』

「ちょっ!?」

　盗賊シーフや探索者シーカーという職業クラスは、パーティーの耳目だ。超人的な感覚を持っていて当然なのだった。

　とにかく、もう立木の上にいる必要はない。

　するすると降りる。

　地面に着くと、やや離れた茂みの陰から、アンジュレンが出てきた。

「ホルン、どうだった？」

「……動いたっす。もうすぐ校舎を出てくると思うから、ウチは後をつけるっす」

「私も……行く」

「え」

「君に迷惑はかけない。私は、親友を助けたいんだ。それに、ビヒャック先生が本当に犯人なのか……この目で見なければ、納得できない」

　アンジュレンは、あの教師を尊敬していると言っていた。まだ犯人だと思いたくないということか。

『すでに邪魔じゃね？　メーワクなんですけどー？』

　ババロンは辛辣だった。

　ホルンは頭を搔かく。

　彼女の行動は、生徒会長としての責任感や、結果的に身代わりにしてしまった幼おさな馴な染じみへの罪悪感からなのだろう。

　そういう、力不足だけれども何かしたい──という感情は、痛いほどわかる。

　以前の自分も、同じだったから。

「……いいっすよ。ウチの後ろをついてきてください。ただし、大きな音を立てたり、声を出したりしないように」

「約束する」

　彼女は真剣な表情でうなずいた。

『ちょっと、ちょっと、ホルンちゃん!?　マジヤバくない!?』

「……《全体隠蔽ハイデイングオール》があるっすからね。レベル80の盗賊シーフは、短時間ならパーティー全体を隠蔽できるっす」

『あ～、あるよねー。盗賊シーフレベル80なら使える的なやーつ。さりげにズルっぽ』

「……ズルっすかね？」

　レベル80でも魔術師ならば、クリスタルを投げただけで、ドラゴンと戦えるくらいの召喚獣を喚よべる。

　その召喚獣を倒せるくらいの武技をレベル80の戦士なら使える。

　つまり、レベル80というのは、集団戦を左右できるほどの能力を持つものだ。

　パーティー全体の隠蔽ハイデイングが、さほど突出した技能とは思えなかった。

　むしろ、物足りない。

　ホルンの場合、この高いレベルは、努力して身につけたものではなく、ディアヴロとの《主従契約》によって得られたものだ。

　首に嵌はめた黒革の首輪により、主格者の半分のレベルになった。

　代償に、ディアヴロが死ぬとホルンも死んでしまうのだが。

　──ウチは積み重ねてない。

　アイテムを使って一息にレベルアップしたせいで、持てる能力を活かし切れていないのかもしれない。

　せめて、指導してくれる先輩盗賊シーフがいれば……と思いかけて、ホルンは首を横に振った。

　──ウチはディアヴロさんみたいな魔術師になるっす！

　それは人生の目標だった。

　今は、冒険者として力を尽くす。

　ビヒャックと女生徒が、職員棟から出てきた。もう周りは暗いが、ホルンの目には関係ない。

　後を追うのだった。
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　──旧校舎。

　ビヒャックが女生徒を連れて向かったのは、学院の敷地の奥のほうにある旧校舎だった。

　古い石壁の建物で、二階建て。屋根裏を含めれば三階まである。

　青色に塗った屋根板は、所々が破損して雨漏りしていた。屋根裏から屋根の上に出られる位置に窓がある。

　ビヒャックが正面玄関の鍵を開けて、女生徒と一緒に中へ。

　ホルンは足を止めた。

　立木の陰から、様子を窺うかがう。

　旧校舎の廊下を、燭しよく台だいの灯りが進むのが、窓越しにわかった。

　木製の格子窓なので、漏れる光と影だけしか見えない。詳細は摑つかめないが……

　歩調からビヒャックだということはわかった。女生徒も変わらず一緒に。

　一階の中央にある教室へと入る。

「どうする？」

　ホルンは悩む。

　ババロンが拳を突き出した。

『イクっきゃナイっしょ!!』

「むむむ……」

　旧校舎は国家騎士が調べたと言っていた。何も見つからなかったという話だ。

　しかし、何の理由もなしに旧校舎の一室なんぞにビヒャックが女生徒を連れこむわけがない。

　ぐっ、とアンジュレンが身を乗り出す。

　その目が、決意に満ちていた。

　行こう！

　そう言っているかのようだ。

　ホルンはうなずいた。

　慎重に、音を立てないように旧校舎へと近付く。玄関扉に手をかける。

　古い木造の扉だ。

　うっかりすれば蝶ちよう番つがいが悲鳴をあげる。

　風の音より静かに、ホルンは扉を開けた。

　外壁に比べると、内装の傷みは、さほどでもない。

　板敷きの廊下を進む。

　一階中央の教室──

　戸の隙間から、淡い光が漏れていた。

　ホルンは呼吸を止める。

　目を閉じ、耳に意識を集中させた。

《聴音デイクテーシヨン》

　意外なことに、物音はない。ただし、室内からの呼吸音は一人ぶん。

　──一人ぶん!?

　あとは、肩に乗っているババロンと後ろにいるアンジュレンのものしかなかった。

　女生徒の存在が感じられない？

　けれども、間違いなく旧校舎に入っていくのは見た。

　ホルンは扉に手を伸ばす。

　引き開けた。

「ッ!!」
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　燭しよく台だいの灯りだけの薄暗い教室に、所狭しと本が積み上げられていた。

　学生用の椅子に座り、老教師が本を眺めている。

　彼の視線が、ホルンたちに向けられた。

「驚いたな。何をしているのかね？」

「ビヒャック先生……」

「うむ。僕に用が？　君は？」

「あ……ホルンっす。一年Ｆ組の」

「そうか」

『アタシは異世界の女神ババロン様ぽよ♪』

　見えも聞こえもしないのに、わざわざ名乗りをあげた。

　ホルンに続いて部屋に入ってきたアンジュレンが、深々と頭を下げる。

　ビヒャックが意外そうな顔をした。

「君まで……」

「す、すみません」

「どれほどの用事かは知らないが、こんな場所まで追いかけてくるのは感心できんな。旧校舎は生徒の立ち入りを禁止している」

　ホルンは思わず一歩前へ出た。

「でも！　さっき、一緒に入っていったじゃないすか!?」

　ビヒャックが首をかしげる。

「僕は一人で来たが？」

「ッ!?」

　改めて室内に視線を巡らせた。

　教室に、燭台一つという薄暗さではあるが、人が潜んでいれば見逃さない。

　床に本が積み上げられているだけだ。

　他にも魔術に関わりそうな物が、いくつもあった。

「ここは僕が物置として使わせてもらっている。もちろん、学院長の許可を取ってね。君たちは、アレと見間違えたのではないか？」

　壁際に置かれた物を指さす。

　等身大の人形だった。

　しかし、それを女生徒と見間違えるはずはない。

　人ひと族ぞくの骨や筋肉や内臓をわかりやすく手に取ることができる皮膚のない人体模型だった。

　調べてみるが、ただの木製の模型だ。

　血の一滴も臭わない。

　ビヒャックが肩をすくめた。

「やれやれ……中等部にまでなって、国家騎士ごっこかね？　生徒会長の君まで？」

「す、す、すみません！」

　アンジュレンは羞恥に顔を赤らめている。

　ホルンは嫌な汗をかいていた。

　尾行した。

　確信を持って、踏みこんだ。

　しかし、怪しい人物はいるのに、肝心の女生徒の姿がない。

「へ、部屋を調べても……いいっすか？」

「好きにしたまえ。ただし、何も出てこないようなら、担任には報告させてもらうよ？」

　ホルンはうなずいた。

　小一時間。

　レベル80の盗賊シーフが、これだけ入念に調べても、何の仕掛けもない。

　回る壁も開く床も動く天井も何も。

　魔術的な仕掛けもない。

　積んである魔術書の大半は、埃をかぶっていた。

　そうでない本は、アンジュレンに見てもらったが、高度な内容ではあるものの、どれも市場に流通しているものばかり。

　事件に関係しそうな物はなかった。

　ホルンは女生徒の髪の毛を見つけたが、もともと教室だ。それくらい落ちていても不思議はなかった。

　がっくり、とうなだれる。

　ビヒャックが椅子に腰掛けたまま、犬でも追い払うかのように手を振った。

「帰りたまえ……僕には、君に使う時間はない」

「す、すみませんでしたっす」

　歯は嚙がみして、ホルンは教室を出る。

　肩に乗ったババロンが何かを言おうとして、しかし言葉が出なかった。





幕まく間あい




　ホルンが教室を出て行った。

　アンジュレンはすぐには後を追わない。

　改めて、ビヒャック先生に深々と頭を下げる。

「お忙しいところ、大変失礼いたしました」

「君らしくなかったね？」

「私たちは、学院長のご指示で、行方不明の生徒たちを捜していまして」

「ほう……？　ということは、先程のアレは普通の生徒ではない、というわけか」

「ホルンは冒険者だそうです」

「……グラスウォーカーの年齢はわからないな。中等部で一年なら、記録上は十五歳以下のはずだが、怪しいものだ」

　ぶつぶつとビヒャック先生がつぶやいた。

　アンジュレンは安あん堵どの吐息をつく。

「でも、よかったです」

「ふむ？」

「ビヒャック先生は、やっぱり潔白だったんですね！」

「君も疑っていたのでは？」

「すみません。けれど、そんなはずはない……とも思っていました」

「なぜかね？」

「私は、先生ほど正しくあろうとする人を知りません。講義の内容が素晴らしいだけでなく、人としても素晴らしい方だと尊敬を」

　少し頰ほおが熱くなった。

　ビヒャック先生が肩をすくめる。

「僕の講義は、難しすぎると不評だがね？」

「生徒たちの努力が足りないのです」

「ふふ……」

　彼は立ち上がる。

　すぐ目の前まで来た。

　両手を伸ばし、アンジュレンを抱きしめてくる。

「ッ!?」

「ありがとう。僕は人に疑われることに慣れている」

　ビヒャック先生の指先が、アンジュレンのうなじに触れた。彼の体温を感じただけで、胸が熱くなってしまう。

　呼吸が荒くなってきた。

「せ、先生!?」

「そのぶん、人に信じてもらえることに、強く感動するのだよ」

「私は……先生のこと……信じています」

　老人とはいえ、ビヒャック先生は男性だ。

　女生徒である自分を抱きしめるなんて──そう思いつつ、拒めなかった。

〝信じている〟と口にしておいて、拒むなんて……

　別のことのはずなのに、そうはできない雰囲気だった。

　先生が、抱きしめる以上のことはしなさそうだったのもあり、アンジュレンは身を任せる。

　互いの体温のせいで、冬場だというのに汗ばむほどの時間が過ぎた。

「先生……」

「ああ、そろそろ、充分だ」

　身体を離すのかと思ったら、逆に抱きしめる力強さを増す。

「え!?」

　アンジュレンの耳元に、ビヒャックが口を寄せてきた。

　頰ほおに唇が触れる。

「人間ヒユーマンの肌は、なじむな……」

「先生!?」




「《ヒュプノ》」




　アンジュレンの意識は闇へと落ちていった。

　棒立ちになった女生徒を前に、ビヒャックは本性を曝さらけ出す。

「ククク……生徒会長ともあろう者が、催眠を抵抗レジストできないとは、情けない。まぁ、あれだけ長く触っていれば、当然か」

「……」

「冒険者を送りこんでくるとはな。学院長め、自身の下らぬ研究にだけ没頭しておればいいものを」

　舌打ちした。

　そして、目を開いたまま眠っているような表情のアンジュレンに手を伸ばす。頰に触れ、黒髪をなでた。

「僕のことを信じているかね？」

「……はい」

「君は優秀だが、愚かだな。喜ばしいことだ……計画を早める必要がある。協力してもらうよ？」

「……わかりました」





第五章　儀式を阻止してみる




　翌、一月十日──

　魔術学院は、これまでになく不穏な空気に包まれた。

〝会長が行方不明らしいぞ〟

　高等部からの話は、瞬く間に広がり、昼には知らぬ者がいなくなる。

　全ての講義が自習となり、教師たちは緊急の会議のため、誰も職員棟から出てこなかった。

　中等部一年Ｆ組の生徒たちも、落ち着かない。

　誰もが不安を抱え、それを口にする者や、逆に笑い飛ばす者や、怒る者など、教室は混こん沌とんとしていた。

　片隅で、ホルンは押し黙っている。

「くっ……」

　自分の失敗が、彼女の今の状況を招いたのだと痛感していた。

　昼休みになって、担任の女教師がやってくる。

　騒がしい生徒たちを一喝することもなく、ホルンの前へと歩いてきた。

「学院長がお呼びです」

「……わかったっす」

「貴女あなた、何をしたのかしら？」

「……何も……できなかったから」

　不安げな顔で、机の上のババロンが見つめてくる。

『ホルンちゃん』

「……それでも……ウチが何とかしないと」

　早退するかもしれない、と担任に告げて、革かわ鞄かばんを持って職員棟へ向かった。

　渡り廊下を歩く。

　向こうから、臙えん脂じ色いろのローブを纏まとった男がやってくる。

　ビヒャック！

　一歩、一歩、距離が近付く。

　疑念ですらなかった。

　もう確信している。

　しかし、ホルンは証拠を摑つかめなかった。

　睨にらみつける。

「……絶対に許さないっす」

「君には、どうせ何もできない」

　こちらを見ることもなく、ビヒャックは中等部棟へと消えていった。
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　悔しい。

　けれども、どうしたらいいのか。

　学院長にどう話すべきか。ホルンは悩んだまま、とうとう部屋の前に着いてしまった。

　扉をノックする。

　どうぞ──と中から学院長の声がして、ホルンは扉を開ける。

　前と変わらない質素な部屋だ。

　しかし、中に居たのは、学院長だけではなかった。

　ソファーに腰掛けているのは──

　黒マントを纏い、不気味な角つののある混魔族デイーマン。鋭くも涼しげな目が、こちらを見た。

　わずかに彼の口元が緩む。

　ホルンは夢でも見ているのかと思った。

　唇が震える。

「ダ……ダンナ！」

　その男は、ディアヴロだった。

　隣に、ひらひらと手を振るグラスウォーカーがいた。たしか、ファルトラ冒険者協会ギルドの会長マスターで。

「おひさしぶりだねぇ、覚えてるかな？　ボクは、シルヴィ」

「は、はいっす。おひさしぶりっす」

　ホルンは頭を下げた。

　学院長がうなずく。

「お知り合いだそうですね」

「はいっす」

「驚きました。こちらのディアヴロ様は、ファルトラ市に侵攻してきた魔王を退けた英雄だとか」

　ホルンも噂うわさだけは聞いていた。

　──西方で魔王が復活し、大魔王を名乗っている。かつてない魔族の大群に、旧魔王領にあった街はことごとく壊滅させられ、おそらく人ひと族ぞくは勝てないだろう。

　いずれ、王都まで攻めてくるに違いない。

　そう恐れられていた大魔王を倒した冒険者がいる！　混魔族デイーマンの魔術師らしい。

　名前までは伝わってきていなかったが、ディアヴロが勝ったのだとホルンは確信していた。

「あたしが連れてきたんだからね。じゅーぶん感謝して」

　ドヤ顔でディアヴロの隣に座っている女生徒に、今さらになってホルンは意識を向ける。

「誰っすか？」

「あんた、先輩に向かって……高等部二年Ａ組のメルチよ、覚えときなさい。まぁ、Ｆ組じゃ、来年は学院にいないかもしれないけど」

「むむむ……」

　対抗心が首をもたげたが、今は措おいておく。

　学院長が目を細めた。

「高名な冒険者のホルンさんに、英雄のディアヴロさん、協会会長ギルドマスターのシルヴィさん。三人いらっしゃれば心強いわ。行方不明になっている生徒たちを見つけてくださいな」

「は!?　高名な冒険者!?」

　メルチがホルンのことを凝視した。

　ディアヴロが首をかしげ、シルヴィが口元を押さえて笑いを堪える。

　──めちゃめちゃ恥ずかしい！

　高名というのは、もともとルマキーナが言い出したことだ。彼女にとっては、そうなのだろう。

　学院長も悪気はない。

　しかし、実力を知っているディアヴロやシルヴィの前で〝高名な冒険者〟だなんて。

　穴を掘って飛びこみたかった。

　ディアヴロが言う。

「フンッ……全て、我に任せておくがいい」

　学院長がうなずいた。

　ホルンは思わず身震いする。

　優しさの欠片も感じない、むしろ恐ろしい雰囲気だったが、それが心の底から頼もしいのだった。
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　学院長室を出て、ホルンは特別資料室に案内する。

　生徒でここに入れるのは、ごく一部だけ。

　アンジュレンの姿は、もうない。

　そして、今は教師も誰もいなかった。

　同行しているのは、ディアヴロとシルヴィだけ。メルチは教室へと戻った。

　──どういう関係なのだろう？

　二年Ａ組なら優等生だ。そんなメルチが、どうしてディアヴロたちと知り合ったのか？　経緯が気になったが、本題を優先する。

「えっと……この魔術学院で行方不明になってる生徒がいるっす」

「何人だ？」

「十人。あ、今朝で十二人っす」

「ふむ……十三人ではないのだな？」

「え？　はい。間違いなく行方不明は十二人っす」

　ディアヴロが思案顔になる。

「……全てが同じではないということか。それとも、先手を打てたのか？」

　ホルンは説明を続ける。

「ウチは調査して、教師のビヒャックが怪しいと思ったっす。監視して、ビヒャックが旧校舎に女生徒と入っていくのを見たっす」

「ほう？　旧校舎か」

「絶対に何かあると思って踏みこんだんすけど……」

　ディアヴロがいぶかしむ。

「まさか、何もなかったのか？」

「はいっす……」

　昨夜のことを思い出し、奥歯を嚙かんだ。

　また、ディアヴロが考えこむ。

「どういうことだ？　旧校舎に何もなかっただと？　他の教室は？」

「ウチが見たかぎりでは……」

　シルヴィがうなずいた。

「レベル80盗賊シーフが調べて何もなかったなら、そこには何もないんだろうね。幻覚でも見せられたなら別だけど」

「それはないっす」

　なぜなら、ホルンはババロンと一緒だったからだ。

　彼女の自称になるが、異世界の女神には魔術が一切効かないらしい。

　もしも、ホルンが魔術によって惑わされていたとしても、ババロンが看破するはずだった。

『ふふん……このババロン様の目はダマせないってゆーカンジ！』

　ずっと鞄かばんの中にいたババロンが顔を出し、そう言った。

　説明を続ける。

「そのとき、この学院の生徒会長のアンジュレンさんも一緒にいたんすけど……今朝から、行方不明になってるっす」

「寮に帰るまで一緒だったのかい？」

　シルヴィが確認した。

「いえ……ウチだけ帰されて、アンジュレンさんは残ったみたいで」

「ありゃ、それはミスだね。クエストに素人を連れて行ったのも、その安全を充分に確保しなかったのも」

「……はい。そのとおりっす」

　ホルンは項うな垂だれる。

　失意のあまり、肝心なことが疎おろそかになった。

　レベルは上がっても、自分は経験不足の新米冒険者なのだと痛感する。

　ディアヴロは長考していた。

　ぶつぶつ……何か言っている。

　ホルンの聴覚なら聞き取れるのだが、どうもリフェリア王国の言葉ではないため、意味がわからなかった。

　彼はときどき恐ろしい魔王でも、熟練の魔術師でもなく、遊びに没頭する子供のような表情を見せることがある。

　よし、とディアヴロが顔をあげた。

「そこまで露骨に正体を見せたということは、もう時間的に猶予はない──と考えるべきだ。本来、旧校舎に乗りこんだところでラスボスが出てきているはずだしな」

「え？」

　ホルンの戸惑いの声を無視して、ディアヴロが指示を出す。

「手遅れかもしれんが、シルヴィよ」

「わかった。今朝、言ってたことだね？」

「うむ。早急にな」

「任せて！　行ってくるよ！」

　事前に何か決めてあったらしい。シルヴィが足早に部屋を出て行った。
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　ホルンは、ディアヴロに魔術学院を案内する。

　地形を頭に入れておく必要があるらしい。

　建物の配置や造りや、人の多い場所などを確認している様子だった。

　校庭に出る。

　ディアヴロが旧校舎を眺めた。

「あれの裏手はどうなっている？」

「裏山っす。雑木林で……掃除道具をしまっておく小屋と、井戸と、薪まきの置き場と……」

「井戸？」

「もう使われてない古い井戸っすね」

「ふむ……」

　ディアヴロが何を気にして、何を気にしないか、いまいちホルンにはわからなかった。

「どうしたんすか？」

「エウロパは土と水の属性のモンスターなのだ」

　ホルンは首をかしげる。

「……えうろぱ？」

「気にするな」

　説明を打ち切って、ディアヴロは歩き出した。

　旧校舎のほうへ向かおうとしたとき──

　高等部棟から男が一人、歩み出てくる。

　真っ赤なロングコートを纏まとっていた。

　金髪のエルフだ。

　ホルンは思わず身構える。

「王宮騎士！」

「ほう？」

　ディアヴロが唇の端を歪ゆがめた。

　立ちはだかるように、赤コートの男が足を止める。鋭い目つきで睨にらみつけてきた。

　威圧的に言い放つ。

「俺は王宮騎士──不死身のタナトスだ」

　真っ赤なロングコートの裾を撥はね上げた。その腰に吊つるした黒塗りの長剣を見せつけてくる。

　ディアヴロが息を吞のんだ。

「ッ……貴様、なかなかの趣味ではないか。だが、我を魔王ディアヴロと知って、名乗りをあげたのだろうな？」

　──魔王って言っちゃった!?

　大丈夫なのだろうか、とホルンは心配になる。

　タナトスが目を瞠みはった。

「魔王ッ!?　そうか……お前がディアヴロか。なるほど……〝黒き英雄〟の噂うわさは本当らしいな」

「黒き英雄だと？　フフンッ……無粋な異名をつけおって」

　相手が指さしてくる。

「俺は、お前など、認めない。その瞳は、人ひと族ぞくに仇あだなす者の眼だ。その本性を現したときには、この不死身のタナトスが屠ほふってくれる」

　宣言して、こちらに向けていた指を妙な感じに曲げ、自身の顔の前にかざした。

　ディアヴロが応じ、自身の顔半分を片手で隠す。指の間から、血走った鋭い眼光を投げた。

「ハッ！　貴様などが、我に敵うはずもない。その黒き剣を抜いたときは、絶望を味わわせてやろう」

「魔王め……我が魔剣に目をつけたか。さすがだな」

　フフフ、ククク……と二人とも押し殺した笑いを交わす。

　ホルンは難しい顔をした。

　──この二人!?

　ババロンも同じような顔をして言う。

『仲良さげっぽ』

　そんなはずはない。本物の殺気をぶつけ合い、一触即発の雰囲気のはずなのに、なぜか和やかさを感じてしまうのだった。




　不死身のタナトスがカッコイイ感じの捨すて台詞ぜりふを残して、去って行く。

　どこに向かっているのかは、謎だ。

　先日から、ずっと〝邪悪な魔力〟とやらを探しているはずだが……おそらく、発生源を特定できずにいるのだろう。

　学院長ですら、しばらく時間が必要と言っているのだから、そう簡単なはずがなかった。

　──意外と何も問題を起こしてないから、いいんすけど。

〝変な人が学院をうろついてる〟というのが、今のところのタナトスの評価だった。

　時計塔から、鐘の音が響いてくる。

　ディアヴロが旧校舎のほうを睨にらんだ。

「暗くなる前のほうがいい。そろそろ行くか」

「いいんすか？　まだシルヴィさんが戻ってきてないっすけど」

「問題ない。シルヴィならば、必要なときまでには、なんとかするだろう」

　信頼しているのだな──と伝わってくる口調だった。

　ホルンは思う。

　自分も、いつか、こんなふうにディアヴロに信頼してもらえるようになりたい。

　そのために、今は目の前のことに全力を尽くす。





†






「旧校舎っすか？」

　ホルンの問いに、ディアヴロがうなずいた。

「念のためだ」

　借りているマスターキーを使って、旧校舎の玄関扉を解錠する。

　扉を開くと、ギィィィと音が鳴った。

　前に来たときは、音をたてないように、ずいぶんと気を遣ったが、今は配慮しない。

　昼間に見ても、やっぱり隠し通路のようなものはなかった。

「ここっす」

　ホルンは自然と手に力が入った。

　ビヒャックが物置として使っている教室だ。

　変わらない。

　本が山積みになり、魔術に関係しそうな道具が並び、壁際に人体模型が置いてある。

　ディアヴロが床を確かめた。

「……魔術陣は、ないか」

「ウチも念入りに確認したっすけど」

　本の山をどかしても、魔術陣の痕跡すら見つからない。

　ディアヴロはうなずいて、窓際へ寄った。

　窓を確かめる。

「ふむ……」

「どうかしたっすか？」

「部屋に仕掛けはないと言ったな？」

「はいっす」

「ならば、女生徒が消えたのは……ここから出たとしか、考えようがあるまい？」

　彼が窓を開けた。

　ホルンはたじろぐ。

「そ、そりゃ……そう考えるのが自然っすけど……」

「許す。思うところを語るがよい」

「えっと……旧校舎の裏は、小さな山と、ちょっとした小屋しかないっす。もちろん、そこも調べたし」

「行ってみるとしよう」

　開けた窓から、ディアヴロが旧校舎の裏側へと身を躍らせた。

　ホルンも慌てて追いかける。

　旧校舎の裏は日陰になっており、薄暗い。

　下草が生えていて、裏山は雑木林になっている。ただし、今は冬なので、大半の樹木は枯れていた。

　裏山も入念に調べている。

　人が隠れる余地はない。

　ディアヴロが足元を調べた。

「……足跡はないが……けっこうな人数が通っているようだな」

　下草があるので、足跡は残らない。

　それなのに、なぜ？

「けっこうな人数が通ってるって、わかるっすか？」

　彼が窓の下と、少し離れた場所とを指さす。

「こちらのほうが、下草が青々として元気があるだろう？　あちらは草が茶色い」

「あ、そうかも……ってことは、あっちのほうが踏まれてるってことっすか？」

「違う。背の低い草の場合、ほどほどに踏まれたほうが、よく育つのだ。生きようとする力が強まる」

「そうだったんすか!?　すごいっす。さすが、ダンナは物知りっす」

　ホルンはディアヴロの幅広い知識を素直に賞賛した。

　彼が肩をすくめる。

「……まぁ……配信の雑談からの受け売りだがな」

「ハイシン？」

　ときどき意味のわからない言葉を──そんなところは、ババロンと同じだな、とホルンは感じた。

　ディアヴロが下草を眺めて。

「山から続いていれば、獣道と考えられるが、窓の下からということは……」

「行方不明の生徒たちが、あの窓から旧校舎の裏に!?　でも、どうして、そんな……!?」

　ディアヴロがホルンに視線を向けてきた。

「尾行を警戒したのではないか？　混魔族デイーマンで魔術師だと感覚値は最低ランクだ。例えば、グラスウォーカーの盗賊シーフあたりに尾行されたら、まず察知できないからな」

「うっ……」

　ホルンが相手の準備を甘く考えたのが、失敗の原因か。

　そもそも、旧校舎は調べたという情報もあったのに、なぜ踏みこんでしまったのか？

　後悔ばかりが募った。

　しかし、そうなると疑問も湧く。

「旧校舎の裏には、何人も隠しておけるような場所はないっすよ？」

　ディアヴロは小屋を見て、次に井戸を覗のぞきこんだ。

　身長が低いので苦労したが、ホルンも同じように覗きこむ。

　──まさか、井戸の中に!?

　ところが、その古井戸は、すっかり涸かれていた。

　底の土が見える。

　深さは、人間ヒユーマンの成人男性三人分くらいだった。二階建ての屋根よりは、井戸の底のほうが近い。

　石造りの側面には、苔こけが広がっていた。

　横穴や仕掛けは、見つからない。

　これなら数名どころか、行方不明の生徒が一人でもいたら、間違いなく発見できる。

「ふぅー……」

　ホルンは安あん堵どの吐息をつく。

　ハズレなのは残念だが、こんなところに押しこまれた生徒十二人なんて見たくなかった。

　ディアヴロが片手をかかげる。

「ホルンよ……下がっておけ」

「え？」

「井戸の底には……苔こけくらいは生えるものだ」

「あ……」

　そういえば、石造りの側面には、びっしりと苔が生えている。

　──なぜ、古井戸の底に、綺き麗れいな土が？

　ディアヴロが魔術を詠えい唱しようする。
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　ディアヴロは魔術を詠唱チヤージする。

　──確証はないが、ここが怪しい。確かめる。

「光よ集え、《シャイニングランス》ッ!!　もっと！　もっとだ！」

　かざした手に、輝く槍やりを発生させた。

　やや特殊な魔術で、発生は遅い。

　最初は手投げ槍くらいの長さだったが、この魔術は魔力を注ぎこむことで巨大化させ、威力と効果時間を増加できる。

　ディアヴロの手の先にある槍が、倍ほどにもなった。

「もっとだ！」

　校舎の屋根に届くほどの長さになり、手持ちの槍というより、攻城兵器のような大きさになる。

　破は城じよう槌ついだ。

「あ、あわわ……」

　ホルンがおののき、後ずさった。

　ディアヴロは手を振り下ろす。

「貫き！　砕け！　《シャイニングランス》ッ!!」

　これでハズレなら古井戸が消滅するだけのことだったが……




　耳をつんざくような絶叫が、学院どころか第十一地区に響き渡る。




　地面が裂けた。

　ディアヴロは背後へと飛びすさる。

　ホルンも慌ててついてきた。

「あばば！」

「下がっていろと言ったであろうが！」

「こんなの、予測不可能っす！」

　井戸は魔術により吹き飛んだ。その下の地面から、土色の蛇のようなものが現れる。ただし、あまりに巨大な。

　もしも蛇なら、大人でも丸のみできそうな大きさだ。

　中央を貫通して《シャイニングランス》が突き刺さったままになっていた。

　さらに、地面の裂け目が広がっていき、そいつが蛇などではなかったとわかる。

　舌だ。

　地上に出てきたのは、人のような形をした頭であり、そいつの舌だった。舌の表面だけでも、古井戸の底にある土に見えたくらいの巨大さ。

　皮膚がなかった。

　まるで旧校舎の一室にあった人体模型のように、筋肉や筋や骨や内臓が露あらわになっている。

　巨大な頭だけでなく、身体も這はい出てくる。

　骨格は人ひと族ぞくとは大きく異なっていた。

　腕は四本あり、足が六本ある。

　背骨が蛇のように長く伸びており、尾の先はまだ穴の中にあった。

　ホルンが指さして叫ぶ。

「化け物っすー!!」

「あれが、破壊神エウロパだ。未完成のようだがな」

「未完成!?」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで登場したエウロパは、金属質の鱗うろこで覆われていた。

　ホルンが周囲に視線を巡らせる。

「ダ、ダンナ！　行方不明の生徒たちは……!?」

　声が震えていた。

　ディアヴロは舌打ちする。

　やはり、ゲームとは部分的に異なっていたらしい。より簡潔に、よりわかりやすく、より劇的な演出にしていたのか。

　この異世界で行われた魔術儀式は、より陰湿で、より難解で、より気色悪かった。

　ディアヴロは拳を握りしめる。

「こいつを異界から喚よんだ魔術師は……女たちを集めて生いけ贄にえに捧ささげるのではなく……半端な状態で喚んだ破壊神に──次々と生け贄を捧げた！」

「そ、それじゃ……行方不明になった生徒は!?」

「クッ……」

　諦めろ──という言葉を吞のみこんだ。

　わざわざ言う必要もない。

　それよりも、このおぞましい化け物を一刻も早く始末することが優先だった。

　ディアヴロはポーチから《トネールアンペラール》を引き抜く。

「この異世界では、どれほどのものか試してやろう。破壊神エウロパよ、こいつを喰くらえ──《グランドトルネイド》ッ!!」

　ゲームどおりなら、敵は土と水の属性。

　有効なのは、風だった。

　局所的に台風のような勢いで大気が荒れ狂う。

　エウロパが絶叫をあげた。

　バキン！　と金属が折れたような音が、悲鳴に混じる。

　魔術の嵐が消えた。

　エウロパの四本ある腕の一本が、地面へと落ちる。ガラス細工のように砕け散った。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめる。

「フッ……例のシールドがなければ、やはり脆もろいようだな」

　状態が不完全なせいか、最もやっかいな特殊行動もしてこない。

　──これなら、押し切れる!!
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「やってくれたな、冒険者」

　背後から、声があがった。苛いら立だたしげな響きがある。

　この状況で、そんなことを言うのは、もう一人しかいなかった。

　ディアヴロは振り返る。

「エウロパの魔術師か」

　混魔族デイーマンの老人だった。臙えん脂じ色いろのローブを着ている。

　聞いた話だと、たしか──

「ビヒャック！」

　名を叫んだのは、ホルンだった。

　相手が不敵な笑みを浮かべる。

「〝先生〟を付けたまえ」

「行方不明の生徒たちを……本当に、こんな化け物の生いけ贄にえにしたんすか!?」

「学院中を捜しても、見つかった生徒はいなかっただろう？　ならば、その質問には意味がない。不出来な者ほど無意味な質問をする」

「おまえは……ッ!!」

　激発するホルンを無視し、ビヒャックがディアヴロを睨にらみつけてくる。

「来るという話は聞いていたが……まさか、こうも早く看破するとは……ただの冒険者とは思えないな。先程の驚くべき威力の元素魔術といい、何者だ？」

　ディアヴロは名乗ってやる気にはならなかった。

　自分でも驚くほど、怒りの感情が溢あふれている。

「なぜ、こんなものを喚よび出した？」

「この世界は歪ゆがんでいる。人ひと族ぞくを苦しめるためだけに設計された拷問器具のような悪趣味さだ。壊さねばならない」

「だから、女生徒たちを化け物に食わせたのか？」

「魔力はあっても、知恵がなくては、どうせ他人に利用されるだけのこと。ならば、僕が有効利用してあげたほうがいい」

「下らぬ妄想に取とり憑つかれおって。貴様は、ただの殺人鬼だ」

　ディアヴロは魔ま杖じようを向ける。

　ふと思い出した。

　たしか、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの演出で、破壊神エウロパは召喚主の魔術師を吸収して完成する。

　背後にいる巨大なエウロパは、今は何の行動もしていなかった。

　──破壊衝動を持っているのは、この男？

「ならば！　貴様を倒して、儀式を阻止する！　よもや、今さら命乞いなどするまいな、ビヒャック!!」

「君は、どこまで知っている？　なぜ、エウロパの名どころか、儀式の全容まで……これは僕の開発した儀式魔術だというのに」

　ゲームで知った、と説明したところで理解できまい。

　あるいは、こんなものを喚び出せるほどの魔術師であれば、何かわかるかもしれない。

　ディアヴロが、この異世界に喚ばれた意味も。

　しかし、それほどの力を持つがゆえに、この場で倒しておかねばならない。

　人ひと族ぞくを守るのが、冒険者だ。

「燃え尽きろ、《フレア──」

「そんなことをしていて、いいのかね？」

　ビヒャックが視線を旧校舎に向ける。

　ディアヴロは詠唱チヤージを中断した。

　屋根の上に、女生徒がいる。

　一瞬、花売りの少女──メルチのことを思い出した。

　しかし、別人だ。

　黒髪で理知的な印象の人間ヒユーマンの少女だった。魔術学院の制服を着ている。

　ホルンが叫ぶ。

「アンジュレンさん!?」

　先程の話に出ていた生徒会長か。

　今朝から行方不明になっているというから、てっきり彼女も生いけ贄にえにされたのだと思っていたが。

　ビヒャックが言う。

「彼女には〝名前を呼ばれたら、五つ数えてから飛び降りるよう〟命じてある。君は彼女を見殺しにして、僕を殺すのかな？」

「クッ……!!」

　ディアヴロは駆けだした。

　魔術を放って、それから走っても間に合うかもしれない。

　しかし、間に合わなかったら？

　少女たちを生け贄にして世界を壊そうとするビヒャックと同じではないか。

　正義の味方のつもりはない。

　それでも、目の前で助けられる命くらいは、助けたかった。

　ホルンも駆けているが、遅い。

　ディアヴロは武技《ソードスマイトⅢ》を使う。爆発的な加速で、一気に旧校舎まで駆けた。

　さらに、横よこ薙なぎをキャンセルし、ブーツ《虚空の舞踊》により飛ひ翔しようする。

　ほぼ同時に、躊ちゆう躇ちよなくアンジュレンが身を投げた。

　ディアヴロは受け止める。

「っと！」

「……はうっ」

　うめき声をあげ、腕の中に収まった少女が、目を見開いた。

　驚いたような表情。

　どうやら、《ヒュプノ》が解けたようだ。

　効果時間が経過したのか、強い衝撃でも解けるのか。

　ディアヴロは地面に降り立つ。

「生きているか!?」

「は……はい……わ、私は……いったい……？　ビヒャック先生に、抱きしめられて……え？　貴方あなたは、いったい？」

「あの外道め」

　──偉そうに世界を語っておいて、たんなるセクハラ教師か！

　やっと、ホルンが駆けてきた。

「ダ、ダンナ！　アンジュレンさん！」

　遅い。盗賊シーフにも加速系の武技があるはずなのに、まるで使いこなせていない。

　とはいえ、ホルンは急速にレベルアップした。

　しかも、魔術の勉強中だ。

　自分が失敗ばかりだと思っているから、ディアヴロは他人の失敗を咎とがめないようにしていた。

　ホルンにアンジュレンを預ける。

「しっかり守れ」

「あ……わ、わかりましたっす!!　絶対に！」

　当人は困惑していた。

「え？　ホルンさん、どういうこと!?　何が……ッ!?　ヒッ!?　な、何なのアレは!?」

　やっと、エウロパに気付いたらしい。

　時間も場所も状況も唐突に変わり、知らない人がいて、しかも見たこともない巨大な化け物がいる。

　正気を失わないだけでも、なかなか見上げたものだった。

　ディアヴロは二人をかばうように立つ。

　破壊神エウロパの前に、臙脂色ローブの魔術師がいた。

　──結局、ゲームの配置と同じか。

　既視感があった。

　ビヒャックが笑う。

「さらばだ。この悪意に満ちた世界が壊れるのを見られないのだけが、心残りだよ」

　まだ《シャイニングランス》の刺さっている舌は使いにくかったのだろう。

　エウロパは手でビヒャックを摑つかむと、無造作に口へ放りこむ。

　アンジュレンが悲鳴をあげた。

　ホルンも顔を歪ゆがめる。

　ディアヴロは戦いの用意をした。

「くるぞ……ここからが、破壊神エウロパ討伐だ！」
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　巨体に魔力が満ちる。

　皮膚のなかった身体が、金属質の鱗うろこによって覆われた。

　エウロパの背と胸から二本ずつ角つのが生える。

　キシャアアア！　と叫んだ。

　角の先端が輝く。

　半透明の球体が発生し、エウロパを包みこんだ。

　公式設定の名称は《終末の帷とばり》──通称〝バリヤー〟だった。

　あれが張られている間は、物理攻撃も魔術攻撃も属性攻撃も貫通攻撃も全て完全に防御される。

　攻略サイトでは〝強力な防御手段というより、ダメージを受けない状態の表示〟と考えられていた。

　ラスボスらしく睡眠スリープや石化などの状態異常バツドステータスは受け付けないものの、攻撃力低下や速度低下の弱デ体バ化フは与えられる。

　ディアヴロは、それらに頼らないが。

　破壊神エウロパが面倒なのは、この《終末の帷》だけではなかった。

　自身に、無数の強バ化フを盛る。

　攻撃力倍増、移動加速、硬直無効、攻撃回数増加、貫通効果付与……

　素のステータスは大したことがないが、これら無数の自己強化によって、破壊神エウロパの瞬間最大ステータスは歴代の魔王を凌りよう駕がする。

　ゴアアアアア！　と威嚇してきた。

　ディアヴロは装備変更を終えている。

　手には短杖ワンドを持っていた。

　本体は銀色で、先端に王冠のような飾りがついている。そこに塡はまった宝石が、鈍く光っていた。

　ホルンが問うてくる。

「ダンナ、それは!?」

「ＳＳＲ級の装備《アスタリスクディスペルワンド》だ」

「え？」

「今の破壊神は、あらゆる攻撃を無効化し、幾重もの支援魔術で強化されている」

「とんでもないっす！」

「それら全てを──剝はぎ取る！」

　ディアヴロは《アスタリスクディスペルワンド》を振った。

　閃せん光こうが走る。

　ドンッ！　と空気が震えた。

　エウロパを包んでいた《終末の帷》や、その他の強バ化フが霧散する。

　ディアヴロは内心でガッツポーズをした。

　──よし！　ゲームと同じ攻略が通じるぞ！

　ホルンが身構える。

「ウチだって一撃くらいは！」

「やめろ！　エウロパは攻撃を与えると、再び《終末の帷とばり》を張ってしまうのだ」

「やばいっす！」

「だから、極大魔術の一撃で……」




　真っ赤なロングコートの男が、エウロパの前に立った。




「……不死身のタナトス!?」
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　彼がエウロパに向かって口上を述べる。

「ついに見つけたぞ、邪悪な魔力の根源め！　なんという禍まが々まがしい姿……だが、運がなかったな。お前は、この不死身のタナトスが倒す！」

「お、おい、やめろ！」

　ディアヴロの声は届かなかった。

　先に攻撃できればいいが、巨大なエウロパを一撃で倒すような魔術には、相応の詠唱チヤージが必要となる。

　タナトスはもう黒塗りの剣を手にしていた。

「くらえ！　秘剣《覇オ王ー暗ヴ黒ア殺ー龍キ斬ル・滅》ッ!!」

　ちょっとカッコイイ──とディアヴロは思ってしまう。

　ホルンが半眼だった。

「なんで、あの人、武技を大声で叫んでるんすか？　魔術すか？　詠えい唱しようなんすか？　必要なんすか？」

　タナトスの黒塗りの剣から、黒色の炎があがる。

　その炎が龍の形となり、渦を巻いた。

「はああああああッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、斬撃を叩たたきつける。

　あらゆる防御も強バ化フもないエウロパの胴体に、深々と斬撃が突き刺さった。

　タナトスが叫ぶ。

「やったか!!」

　──なぜ、その台詞せりふを言ってしまったのか。

　殺やれていないときの定番だった。

　あんなんでも王宮騎士だけあって、なかなかの威力だったが、一撃で倒せるほどの火力ではなかった。

　ギィヤアアアアア！　とエウロパが叫ぶ。

　そして、再び四本の角つのが輝いた。

　半透明の球体《終末の帷とばり》が異形の巨体を包みこむ。

　何も知らないタナトスが、再び武技を放った。

「ならば！　秘剣《邪破滅殺地獄斬ライジングフオース・改》ッ!!」

　大地を震わせる斬撃だ。

　彼のレベルは決して低くはない。間違いなくレベル１００以上。叫んでいる技名は勝手に命名しているだけで、定番の武技による怪力戦士系の高火力前衛だった。

　しかし、《終末の帷》が攻撃を遮断する。

「ばかな!?」

　タナトスが驚きよう愕がくの声をあげた。

　初めてエウロパと戦った多くのプレイヤーたちが、同じような声をあげたことだろう。

　典型的な初見殺しだ。

　巻きこまれた側は、たまったものではない。

　ディアヴロは身を翻ひるがえす。

「走れ、ホルン！」

「は、はいっす」

　言いながら、彼女はアンジュレンを抱え上げた。体格差は小学生と中学生だが、レベル80盗賊シーフともなれば、大柄な男性だって運べるほどの筋力はある。

「ひゃっ!?」

　アンジュレンが小さな悲鳴をあげたが、この状況で暴れない程度の理性は保っていた。

　エウロパが三本になった腕のうち二本を振り上げる。両手に、岩の剣と氷の剣が生み出された。

　タナトスに叩たたきつける。

「ッ!?」

《終末の帷》と同時に数々の強バ化フも復活していた。

　魔王よりも強力な攻撃──一撃で地面までが砕けるほど。

　それが複数回だった。

　赤色のロングコートが千切れ飛び、タナトスは血ち飛沫しぶきと肉片と化す。

　余波だけで、旧校舎が崩れはじめた。

　強化状態のエウロパの攻撃は、まるで極大魔術のような威力だ。それが、間断なく連続で繰り出されてくる。

　無策で対たい峙じするのは、自殺行為だった。

　使っている武器は剣に見えるが、ダメージ対象は範囲内全体。とにかく距離を取るしかない。

　走りながら、ホルンが訊たずねてくる。

「ダンナ、さっきの杖つえは!?」

「《アスタリスクディスペルワンド》は次に使えるまでに、魔力充じゆう塡てんで一時間かかる！」

　使用回数は無制限だが、時間が必要な装備だった。

「ダメっす！　あんなの一時間も放っておいたら、学院が……いや、王都がむちゃくちゃになっちゃうっす！」

「わかっている！」

　騒ぎに気付いて、青煉れん瓦がの校舎から生徒や教師たちが校庭へと出てきた。

　異形の怪物。

　しかも、一撃で旧校舎を半壊させた。

　さすがに、暢のん気きに眺めている者は一人もいない。悲鳴をあげて、逃げていく。

　エウロパが動きだした。

　──速度は!?

「くそ！　速いか！」

　巨体なので、ゆっくりした移動を期待したが、どんどん距離を詰めてくる。

　おそらく、標的にしているのはディアヴロだった。

　ビヒャックの意識が影響しているのか。

《シャイニングランス》を撃ちこんだせいか。

　ディアヴロは校庭の先にある通用門へと走る。

　そこに、一台の馬車が駆けつけた。





†






　白塗りの馬車から、飛び出してきたのはシルヴィだ。

「うわぁ！　また、すごいのが出てきたね！」

「なんという禍まが々まがしい……」

　声を震わせ、馬車から降りたのは、純白の聖職者服を纏まとった少女だった。

　白に近いプラチナブロンドに、なめらかな肌。

　ヘーゼルの瞳で見据える。

　手には、大だい主しゆ神しん官かんのみに許される白銀の錫しやく杖じようがあった。

　ディアヴロは彼女たちのところへ走りこむ。

「ルマキーナよ！」

「ああ、ディアヴロ様！」

　跪ひざまずこうとする彼女を制して言う。

「話は後だ！　必要なことは、シルヴィから聞いているな!?」

「はい」

「ぶちかませ！」

　少し遅れて、ホルンがアンジュレンを抱えてやってくる。息があがって倒れこむ彼女をシルヴィが抱き留めた。

「おつかれさまー。あとは、任せてね♪」

「ゼェ……ゼェ……ゼェ……」

　すさまじい勢いで、エウロパが突っこんでくる。

　六本の足が地面を蹴りつけ、もうもうと砂さ塵じんが舞った。三本の手に剣を持ち、それを振り上げる。

　叩たたきつけられたなら、ディアヴロですら耐えられるか怪しい。他の者たちは絶望的だ。

　ルマキーナが集中する。

　錫しやく杖じようを立て、標的を見つめた。

「ディアヴロ様のお言葉とあらば、たとえ命尽きようとも──天にあられる大おお神かみよ、この地と神の子たる人々に災いなす邪よこしまなる者に、御お力ちからもて清めたまえ。祓はらいたまえ。災厄を除き、祝福を与えたまえ……」
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　──間に合うか？

　信じるしかない。

　ふと思う。

　自分は一人で戦う。仲間には頼らない。ずっと、そうしてきたはずなのに……

　今は、彼女を頼りにしていた。

　弱くなった？

　そうかもしれないが、不思議と嫌な気持ちではなかった。

　ディアヴロは自分の魔術に集中する。

　ポーチから、もうひとつ指輪を取り出した。

　ファルトラ市で作ってもらった《結婚指輪マリツジリング》ではなく──

　もうひとつの《魔王の指輪》だ。

　大魔王モディナラームを倒したとき、その消滅した場所に、ぽつんと落ちていたアイテムだった。

　ゲームなら、最速討伐報酬のドロップか。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、ディアヴロは手に入れられなかったが、モディナラームのソレだとすれば……

《乱心の指輪》

　左手の人差し指に装着する。

　身体の内側から、ふつふつと湧きあがる魔力を感じた。これは攻撃のステータスを跳ね上げる。

　ただし、防御のステータスは無に等しくなる。

　もとより、エウロパの一撃を受けたら、おそらく助かるまい。

　防御など気にしない。

　ディアヴロは昔から攻撃される前に倒すスタイル。先手必勝の《殲せん滅めつ魔術師》だ。

　右手を掲げる。

「闇の槍やりよ──《ダークネスランス》ッ!!」

　自分でも驚くほど、いきなり強大な漆黒の槍が現れた。まるで空間の裂け目のような。そこに穴が空いたかのような闇だ。

　世界を侵食するかのように、闇が広がっていく。

　手が震えた。

　ルマキーナが声をあげる。

「ディアヴロ様、整いました！」

「やれ！」

「いきます！　《ホーリーフレッシュ》ッ!!」

　魔術学院を丸ごと吞のみこむような強烈な光が、天から降ってきた。

　効果は《アスタリスクディスペルワンド》に近い。

　しかし、ルマキーナが標的と見なした全てが対象となる。今回の場合は、エウロパだけなので、その差異はないが。

　もうひとつの違いは、《アスタリスクディスペルワンド》が抵抗レジストされることがあるのに対して、《ホーリーフレッシュ》は絶対成功だった。

　伊だ達てに詠唱時間チヤージタイムがバカ長いわけではない。

　エウロパを包んでいた《終末の帷とばり》や、その他の強バ化フが消し飛ぶ。

　動きが格段に遅くなった。

　ゆっくり、三本の剣が振られる。

　もう敵は目の前だ。

　狙いは、外しようがなかった。

「行け！　《ダークネスランス》ッ!!」

　ディアヴロは漆黒の槍やりを解き放つ。命中させたのは、エウロパの舌に刺さったままだった《シャイニングランス》。

　光の槍と闇の槍。

　それが交わった瞬間、両者を合わせた以上の魔力の爆発が起きる。
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　昔、ディアヴロが《ダークネスカノン》を。聖騎士長バドゥタという男が《シャイニングブロウ》を放ってきたとき、予想以上の衝撃波が発生したことがあった。

　シルヴィとダンジョンに潜り、実験したときも。

「合成魔術だ！　爆はぜろッ!!」

　純粋なエネルギーの奔流が、破壊神エウロパを塵ちりと化す。

　金属質の鱗うろこは砕け、人の形をしていた頭が消し飛び、三本の腕も四散する。最初の消滅を免れた下半身部分を衝撃波が砕いた。

　揺れる。

　校庭に無数の地割れが走った。

　青煉れん瓦がの校舎がぐらんぐらんと揺れはじめ、歴史ある学院の外壁が倒壊する。

　通用門も吹き飛んだ。

　馬車の周りだけは、どうにか耐える。

　ディアヴロは即座に《エアウォール》を唱えていた。空気の断層を造る魔術で、衝撃波の類いなら遮断する効果がある。

　それでも、ホルンやアンジュレンは悲鳴をあげていたが。

　ルマキーナは信じ切った表情で、ディアヴロを見つめていた。





エピローグ




　魔術学院は、爆心地と形容したほうがいい状態になっていた。

　破壊神エウロパは跡形もない。

　それどころか、裏山も旧校舎も校庭も、すっかり元の姿がわからない状態になってしまっていた。

　──ここまでの威力とは。

　逃げていたとはいえ、これでは生徒たちにも被害が出てしまったのでは……

　不安に駆られるが、見れば青煉瓦の校舎は無傷だった。

　その裏側に避難していた生徒たちも、わらわらと出てきて、校庭などの変わりように驚きよう愕がくの声をあげる。

　よく地面を見てみると、おそらく校舎の前で衝撃波が遮断されたのだ。

　学院長か、教師の誰かか？

　ここは魔術学院だ。それくらいの魔術師はいるか。

「ふぅ……」

　ディアヴロは安あん堵どのため息をついた。

　ルマキーナがうなずく。

「邪悪は滅びました。子供たちも無事なようです。さすがは、ディアヴロ様ですね」

「フンッ……あれくらいのモンスター、我の敵では……」

「はい」

「まぁ、貴様も、なかなかの働きだった」

「ありがとうございます！」

　本心から感動した様子で、ルマキーナが満面の笑みを浮かべた。

　ディアヴロはホルンたちに視線を向ける。

　どうやら、無事か。

　とんでもない状況になってしまった魔術学院に、ホルンもアンジュレンも愕がく然ぜんとなっているが、ケガをしている様子はなかった。

　次にシルヴィへ。

「《ディスペル》を用意するように言ったが……」

「王都の冒険者協会ギルドって手続きが面倒で、急ぎだと募集をかけにくいんだよね。だから、ルマキーナさんに聖職者を借りようと思ったんだけどさー」

「……まさか、本人が来るとは、か？」

　シルヴィが肩をすくめた。

「今頃、大教会堂は大騒ぎになってんじゃないかな」

　ルマキーナが微笑む。

「大丈夫です。全ては神様の思おぼし召めしだと、信徒たちも理解しているはず」

「いや……いきなり、大だい主しゆ神しん官かんがいなくなったら、大丈夫じゃないと思うよ？」

　ぶんぶん、とシルヴィが手を横に振る。

　その意見にディアヴロも同感だった。

　とは言っても、飛び出してきてしまったものは仕方ない。無事だったのだから、善しとしよう。

　ふとディアヴロは騒いでいる生徒たちに目を向ける。

　──メルチ。

　花売りの少女は、友人たちと一緒にいた。

　やはり、この状況に驚いて、目を白黒させて大騒ぎしている。

　元気そうだ。

　なんでもかんでも思い通りにはいかなかったが、少なくとも彼女を守ることはできた。

　自然と笑みがこぼれる。

　シルヴィが頭の後ろに両手を置いた。

「どうする？　学院長に報告する？　報酬をくれるかもよ？」

「……請求書と一緒にか」

「旧校舎と裏山はともかく、校庭がねー。ちゃんと整備したら億を超えそうだよねー」

「よく見れば、青煉れん瓦がの校舎も、それなりに傷んでいそうだしな」

「ディアヴロさんの魔術が強すぎるんだよ」

「一撃で倒さなければならないモンスターだったのだ。あれくらいは当然であろう」

「ねー、ファルトラ市に帰ろうか？」

「……うむ」

　ルマキーナが驚く。

「もう行かれてしまうのですか、ディアヴロ様……!?」

　ダンナ！　とホルンが声をあげた。もう泣きそうな顔をしている。

「ウ、ウチ……また……助けてもらってばっかで……あ、あの……!!」

「学ぶことだ。力不足の者に、それを嘆くような余暇などない」

「はいっす！　がんばるっす！」

　よろよろ、と立ち上がり、アンジュレンが頭を下げた。

「正直、事情はよく吞のみ込めていませんが……私自身も学院も助けてもらったのだと思います。本当にありがとうございました」

「うむ」

　ディアヴロはうなずいた。

　帰ろうかと踵きびすを返したシルヴィが、「ひっ!?」と悲鳴をあげる。

　同時に──




　パチパチパチパチ……と、半端な拍手をする者がいた。




　ルマキーナの乗ってきた教会の馬車の屋根に、巨きよ軀くの男があぐらをかいていた。

　人間ヒユーマンとは思えないほど筋骨隆々だ。

　屈強な肉体とは不釣り合いなことに、顔は理知的で、黒髪を七三分けにし、黒ぶち眼鏡をかけている。

　マッチョな銀行マンといった雰囲気だった。

「すごいものだ。あの化け物を一撃で屠ほふるとは、素晴らしい」

「ううぅ……王宮騎士団の……」

　シルヴィがたじろぐ。

　相手は笑みを浮かべた。

「自分は、団長のマキシマム・エイブラムス侯爵だ。会うのは、二回目だな」

　その視線はディアヴロを見ている。

「フンッ……いちいち覚えてなど……ッ!?」

　馬車の陰から、もう一人現れた。

　真っ赤なロングコートの男だ。金髪のエルフで、黒塗りの剣を提げている。

　無傷だ。

「この男は危険だ、団長。いずれ、この俺──不死身のタナトスが倒す」

「うん……そうなるかもしれないが、今ではないな」

　ディアヴロは思わず口に出す。

「貴様、死んだはずでは？」

「何度も言わせるな。俺は不死身だ」

　──言い張っているだけではなかったのか。

　理屈は不明だが。

　王宮騎士、面めん倒どうそうな連中だ。できれば戦いたくない相手だった。団長の実力も不明だし。

　マキシマムが目を細める。

「戦いを見ていたが……どうやら、ディアヴロ殿は、あの化け物との戦い方を熟知している様子だった」

「フッ……それくらい、見ただけでわかる。無策で突っこんだ貴様の部下が無能なだけではないか？」

「なに!?」

　タナトスがいきり立つが、マキシマムが片手で制した。

「いいや、団員は有能だ。貴方あなたが怪しいほどに優れているだけで」

「どうとでも思うがいい」

　これまでと同じく〝ディアヴロと対立するのは危険だ〟と思わせておきたい。そのために、魔王ロールプレイを貫いた。

　しかし、マキシマムは引かない。

「まぁ、人じん智ちを越える優れた力というのは、凡人からは怪しく見えるものだ。ディアヴロ殿に会いたいと言っている御お方かたがいらっしゃる。ご存ぞん知じないかな？」

「ぬ……」

　彼が片手を差し伸べた。

「陛下がお待ちだ。一緒に来ていただきたい」

「断ったら？」

「まさか。ディアヴロ殿は断らない」

　そう言って、彼は視線をホルンに向ける。次にアンジュレンに。

　ディアヴロは魔ま杖じようを構えた。

「貴様！」

「平和的に解決することを望むのは、どちらか……貴方あなたは知っている。そうでしょう？」

「チッ……」

　脅迫してくるとは。

　かなりの実力がありそうなのに、交渉事も得意か。

　そういう方面については、シルヴィも優れているが……期待はできない。

　うっかり忘れそうだが、そもそも彼女は〝王の命令をディアヴロが受けたほうがいい〟と考えている。

　この場で、誰も傷つくことなく、謁見の話がまとまるなら、口出ししないだろう。

　チラッ、と横目で窺うかがうと──

　シルヴィが両手を合わせ、ゴメンネ！　とやっていた。

　ここに王宮騎士の団長がいることが、そもそもコイツの手引きではないか？　という疑いさえある。

「……裏切り者め」

「わぁぁ、そこまではやってないよ!?」

　ディアヴロの前に、ルマキーナが立つ。

「この御お方かたに、無礼があってはなりません。たとえ、国王陛下であろうとも」

　マキシマムの視線は、むしろディアヴロに向いていた。

〝どうする？〟

　こちらの判断によっては、大だい主しゆ神しん官かんでも斬る──そういう男に思えた。

　ディアヴロはため息をつく。

　ルマキーナの肩に手を置いた。

「貴様の献身は、充分にわかった。今は、居るべき場所へと戻り、為すべきことを為すがよい」

「ディアヴロ様!?」

「我を信じよ」

「は、はい」

　彼女が跪ひざまずいた。

　マキシマムが首をかしげる。

「大主神官が祈りを捧ささげるのは、神様にだけだと思っていたな」

「心して聞け、団長よ。我が所有物に手出ししたなら、必ずや貴様と王を後悔させてくれる」

「うむ。心しておこう」

　彼が指を鳴らす。

　道の先から、黒塗りの馬車がやってきた。

　マキシマムが乗るようにうながす。

「王城グランディオスまで、案内させていただこう、ディアヴロ殿。皆さんも？」

「俺一人で行く」

「うむ」

　彼がうなずいた。

　ディアヴロは、シルヴィに耳打ちする。

「……はっきり言って信用できん。ホルンやルマキーナを人質にされないよう、任せるぞ」

「うん。こんなことになっちゃって、ごめんね？」

「かまわん」

　──どうせ、王と会うことになりそうだ、とは思っていた。

　黒塗りの馬車の扉が開く。

　先にマキシマムが乗りこんだ。

　外で待っているタナトスは、腰の剣に手を添えていた。

「不審な行動をすれば、斬る」

　ディアヴロは馬車のはしごタラツプを上がり、マキシマムの向かい側の椅子に身体を預ける。




「フンッ……我を招いたからには、相当の饗きよう応おうを用意してあるのだろうな？」





つづく　　　







あとがき




『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』のＴＶアニメが、２０１８年７月から放映開始です。本書の刊行は、まさに直前ですね。今、音声収録の休憩中にこれを書いています。素敵なアニメになりそうですよ。皆さんと一緒に楽しめれば嬉しいです。よろしくお願いします！




　さて、第10巻です。シルヴィやホルン中心のエピソードとなりました。一緒に冒険をしたり、探偵の真似事をしたり。ファンタジー世界でミステリ要素のある物語を書くのは、けっこう難儀でしたが面白かったです。楽しんでいただけたなら幸いです。

　このシリーズもキャラクター数が増え、１冊の中で全員を活躍させるのが難しくなってきており、最近は登場人数を絞って考えています。つまり、レムとシェラの出番は次は多くなる予定です。とうとう、リフェリア王との謁見もあります。

　次はけっこう早めに刊行したいと思います。




　福ふく田だ直なお叶と先生によるコミカライズの第７巻が、本書と同じ頃に刊行されます。ＷＥＢ漫画ニコニコ静画「水曜日のシリウス」にて好評連載中です。

　イラストレーター溝みぞ口ぐちケージ先生が企画もしている『14歳とイラストレーター』（ＭＦ文庫Ｊ）刊行中です。14歳のコスプレイヤーと、プロのイラストレーターの交流と業界ネタを盛りこんだお仕事コメディです。

　Kamelieカメーリエ先生によるコミカライズが「サイコミ」にて好評連載中です。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、モンスター娘のシーンがかなりなことになっていますね。今回も素敵なイラストをありがとうございます。

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、今巻もありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、風邪を引いてスケジュールが大変なことになって、ご迷惑をおかけいたしました。いつも助けていただいてありがとうございます。

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を！　ありがとうございました！





むらさきゆきや　　　　　
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本作品は、二〇一八年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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